
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

三
五

序
章　

問
題
意
識
と
理
論
骨
子

１
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
実
践
と
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
にA

pproved Persons

制
度

　

本
論
文
の
問
題
意
識
と
理
論
骨
子
に
つ
い
て
、
冒
頭
で
あ
る
が
、
全
体
の
大
き
な
枠
組
み
を
概
観
す
る
共
に
、
私
見
を
述
べ
て
お
き
た

い
。
以
下
、
英
国
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
改
訂
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
二
〇
一
四
年
九
月
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
を
、
ま
た
英
国
会
社
法
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
六
年
改
正
内
容
を
主
た
る
考
察
対
象
と
す
る
。

　

安
部
晋
三
内
閣
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
我
が
国
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
推
進
す
る
べ
く
、
長
期
的
観
点
か
ら
の
企
業
価
値

向
上
を
目
指
し
、
二
〇
一
四
年
六
月
会
社
法
改
正
と
合
わ
せ
て
、
既
に
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
、
更
に
二

　

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践

　
　

英
国
に
お
け
る
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
範
と
非
業
務
執
行
取
締
役
な
ら
び
に

　
　

我
が
国
の
導
入
に
向
け
て　
　

藤　
　

川　
　

信　
　

夫



三
六

〇
一
五
年
株
主
総
会
に
お
け
る
導
入
を
視
野
に
入
れ
、
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
が
金
融
庁
に
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
る
。
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
英
国
に
進
出
し
て
い
る
我
が
国
企
業
の
現
地
法
人
に
適
用
さ
れ
、

特
にA

pproved Persons

制
度
の
適
用
が
近
時
注
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved Per-

sons

制
度
に
関
し
て
は
、
既
に
別
稿
に
お
い
て
一
定
の
考
察
、
見
解
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
１
）。

　

A
pproved Persons

制
度
に
よ
り
、
英
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（Chief Executive O

fficer

）、
取
締
役
（D

irectors

）
な
ど
の
経
営
陣
に
は
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
み
な
ら
ず
、
戦
略
面
（Strategy

）
等
の
判
断
能
力
に
つ
い
て
、
英
国
金
融
当
局
（
Ｆ
Ｒ

Ｃ
）
に
よ
る
直
接
の
面
談
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
適
格
性
を
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
よ
う
な
経
営
の
効
率
性

に
つ
い
て
失
敗
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
消
極
的
妥
当
性
の
測
面
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
が
採
っ
た
経
営
戦
略
が
最
善
の
策
で
は
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
も
っ
と
上
手
く
経
営
・
決
定
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
企
業
価
値
最
大
化
を
図
る
義
務
に
つ
い
て
、
そ
の

遂
行
能
力
を
具
備
し
て
い
る
か
、
か
か
る
積
極
的
妥
当
性
も
含
め
、
当
該
人
物
の
潜
在
的
能
力
も
包
摂
し
て
財
務
報
告
評
議
会
（Financial 

Reporting Council FRC

）
が
総
合
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
チ
ェ
ッ
ク
項
目
な
ど
は
、integrity

、

説
明
可
能
な
機
能
と
し
て
のskill

、care and diligence
、
市
場
規
範
の
遵
守
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
・
Ｐ
Ｒ
Ａ
な
ど
規
制
機
関
と
のopen

、co-op-

erative

なdeal

、
情
報
の
適
切
な
開
示
な
ど
が
あ
り
、
専
門
性
や
説
明
力
な
ど
多
岐
に
亘
る
が
、
米
国
法
に
お
け
る
注
意
義
務
や
忠
実

義
務
の
内
容
と
も
類
似
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
法
制
度
よ
り
も
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
と
し
て
規
範
的
概
念
の
要
素
が
強
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
米
国
の
忠
実
義
務
は
利
益
相
反
禁
止
義
務
に
限
定
さ
れ
ず
、
会
社
利
益
の
積
極
的
増
進
に
専
念
す
べ
き
こ
と
を
取

締
役
に
求
め
、
積
極
的
作
為
義
務
（
自
主
開
示
の
義
務
な
ど
）
を
含
む
こ
と
が
学
説
、
判
例
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
たA

pproved Persons

制
度
の
嚆
矢
は
、
英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
発
展
に
窺
い
知
る
こ



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

三
七

と
が
で
き
、
就
中
、
非
業
務
執
行
取
締
役
（N

on Executive D
irectors N

ED

）
の
概
念
の
展
開
の
延
長
に
あ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。
こ

の
意
味
で
は
、
非
業
務
執
行
取
締
役
に
係
る
忠
実
義
務
、
注
意
義
務
等
の
考
察
が
重
要
と
な
る
。A

pproved Persons

制
度
は
、
英
国

の
コ
ー
ド
の
展
開
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
非
業
務
執
行
取
締
役
に
親
和
性
・
共
通
性
が
あ
る
が
、
非
業
務
執
行
取
締
役
に
止
ま
ら
ず
、
対

象
を
経
営
層
、
更
に
直
近
で
は
従
業
員
層
に
ま
で
拡
大
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
り
、
従
来
の
非
業
務
執
行
取
締
役
に
関
わ
る
議
論
と
は
異
な
る

面
も
あ
る
。

　

A
pproved Persons

制
度
導
入
は
監
査
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
に
よ
る
改
革
に
も
通
じ
る
。
二
〇
一
四

年
改
正
会
社
法
で
は
社
外
取
締
役
の
社
外
要
件
も
厳
し
く
な
る
が
、
法
文
に
書
き
込
ま
れ
る
形
式
面
主
体
の
厳
格
化
と
合
わ
せ
て
、
非
業

務
執
行
取
締
役
中
心
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る
上
で
実
質
面
か
ら
の
必
要
条
件
に
も
な
り
得
る
。

　

英
国
に
お
け
る
こ
う
し
た
傾
向
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
お
い
て
、
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
て
、
株
主
に

経
営
陣
と
の
対
立
で
な
く
、
対
話
とEngagem

ent

作
り
を
求
め
る
主
旨
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
株
主
自
身
が
担
う
会
社
に
対

す
る
忠
実
義
務
の
顕
現
化
と
も
い
え
る
。

　

本
邦
の
英
国
進
出
企
業
か
ら
み
れ
ば
、
従
来
の
日
本
的
慣
行
で
あ
る
本
社
に
お
け
る
年
功
序
列
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
的
人
事
の
否
定
で

あ
り
、
今
後
、
我
が
国
の
長
期
的
雇
用
、
企
業
慣
行
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
側
面
を
有
す
る
。
既
に
、
最
近
に
お
い
て
、
株
式
会

社
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
の
英
国
現
地
法
人
がA

pproved Persons

に
不
適
合
と
し
て
摘
発
さ
れ
、
行
政
処
分
を
受
け
た
事
案
が
生

じ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
業
務
を
行
っ
て
い
る
金
融
業
界
に
大
き
な
波
紋
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
案
の
分
析
、
域
外
適
用
と
法
的
考
察
に

つ
い
て
は
別
稿
で
述
べ
て
き
た
。

　

今
後
は
、
経
営
陣
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
企
業
価
値
最
大
化
の
努
力
義
務
が
求
め
ら
れ
る
。
法
制
度
面
で
は
、
英
国
二
〇
〇
六
年
会
社



三
八

法
改
正
に
お
け
る
取
締
役
の
一
般
的
義
務
、
米
国
の
忠
実
義
務
の
判
例
形
成
に
お
け
る
規
範
化
概
念
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当

該
領
域
に
関
し
て
も
、
別
稿
で
私
見
を
述
べ
て
き
た
（
２
）。

　

こ
う
し
た
英
国
の
コ
ー
ド
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
、
あ
る
い
はA

pproved Persons

の
理
念
を
我
が
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
移
植
す
る
に
つ
い
て
、
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定
に
盛
り
込
む
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

い
え
よ
う
。
英
米
に
お
け
る
上
記
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
し
、
我
が
国
に
適
合
し
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
導
入
を

図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
系
譜
な
ら
び
に
非
業
務
執
行
取
締
役
の
研
究
、
米
国
に

お
け
るGood Faith

義
務
、
あ
る
い
はRed Flag

遵
守
義
務
な
ど
の
先
行
研
究
と
も
関
連
づ
け
、
既
に
一
定
程
度
の
整
合
性
の
あ
る
考

察
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

A
pproved Persons

制
度
自
体
は
、
社
外
取
締
役
選
任
に
お
い
て
中
心
を
な
し
て
き
た
独
立
性
要
件
な
ど
の
形
式
性
重
視
の
弊
害
を

正
す
べ
く
、
本
人
の
専
門
性
や
経
営
・
判
断
能
力
な
ど
の
実
質
的
内
容
の
具
備
を
要
求
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
独
立
性
強
化
と
専
門
性
の

相
克
な
ど
の
新
し
い
問
題
点
に
対
処
し
う
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
他
、
本
邦
本
社
に
行
政
処
分
な
ど
の
影
響
が
及
び
か
ね
な
い
こ
と
、

各
国
が
内
容
の
異
な
る
コ
ー
ド
を
導
入
し
て
き
た
場
合
の
国
際
私
法
的
考
察
な
ど
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
域
外
適
用
に
関

す
る
多
重
・
重
畳
適
用
リ
ス
ク
へ
の
対
処
も
問
題
と
な
ろ
う
。

　

米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
中
心
の
英
国
型
市
民
社
会
ル
ー
ル
重

視
の
経
営
モ
デ
ル
へ
の
転
換
を
目
指
す
も
の
と
い
え
る
。
二
〇
一
四
年
改
正
会
社
法
に
お
い
て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
監
査
等
委
員
会
設
置

会
社
と
も
親
和
性
、
整
合
性
が
窺
え
る
。
こ
の
よ
う
にA

pproved Persons
制
度
の
考
察
を
深
め
つ
つ
、
我
が
国
法
制
の
あ
り
方
を
重

ね
合
わ
せ
て
考
察
を
進
め
て
き
た
こ
と
に
本
研
究
の
独
創
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
更
に
、
我
が
国
に
お
け
る
二
つ
の
コ
ー
ド
の
策
定
・



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

三
九

導
入
、
企
業
側
の
取
り
組
み
の
実
践
に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
。

２
．
積
極
的
妥
当
性
と
監
査
等
委
員
会
制
度　

業
務
監
査
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
は
監
査
役
の
担
う
監
督
の
内
容
は
、
適
法
性

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
と
著
し
く
不
当
（
善
管
注
意
義
務
）
に
限
定
さ
れ
、
妥
当
性
の
領
域
は
監
査
委
員
会
監
査
委
員
で
あ
れ
ば
担
え
る
も

の
と
す
る
の
が
通
説
の
立
場
で
あ
る
。
著
し
く
不
当
の
領
域
は
、
監
査
役
の
監
督
対
象
で
は
あ
る
が
、
妥
当
性
と
の
境
界
領
域
と
し
て
監

査
委
員
あ
る
い
は
監
査
等
委
員
の
方
が
把
握
し
や
す
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
領
域
は
、
内
部
統
制
の
対
象
外
で
あ

り
、
著
し
く
不
当
な
領
域
に
つ
い
て
は
、
内
部
統
制
の
範
囲
内
で
、
か
つ
経
営
判
断
原
則
の
適
用
が
及
ぶ
部
分
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
近
接
し
た
領
域
で
あ
り
、
そ
の
不
当
に
関
し
て
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
も
準
じ
て
検
討
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

こ
う
し
た
議
論
に
お
け
る
米
国
の
判
例
法
理
で
あ
るRed Flag

遵
守
義
務
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
示
し
て
き
た
（
３
）。

　

本
稿
に
お
け
る
企
業
価
値
最
大
化
義
務
は
、
こ
う
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
お
よ
び
消
極
的
妥
当
性
に
か
か
る
領
域
で
は
な
く
、
戦
略

面
の
是
非
を
含
め
た
積
極
的
妥
当
性
領
域
を
問
題
意
識
の
対
象
と
し
て
い
る
点
に
独
創
性
が
あ
る
と
信
じ
る
。
監
査
役
よ
り
も
、
あ
る
い

は
監
査
委
員
以
上
に
監
査
等
委
員
の
方
が
か
か
る
監
督
機
能
を
担
う
に
適
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
も
、
今
後
の
我
が
国
経
済
活

性
化
に
向
け
た
成
長
戦
略
の
鍵
と
し
て
、
監
査
等
委
員
会
制
度
や
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
あ
る
い
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
る
所
以
で
も
あ
ろ
う
。
株
主
に
対
し
て
は
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
経
営
陣
に
対

し
て
は
改
正
会
社
法
が
適
用
さ
れ
、
今
後
の
我
が
国
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
こ
の
両
輪
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。
ま
た
監
査
等
委
員
を
中
心
と
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
に
お
い
て
は
、
社
内
・
非
業
務
執
行
取
締
役
の
専
門
的
業
務
の

蓄
積
を
活
用
で
き
、
監
査
等
委
員
会
の
内
部
に
お
い
て
、
更
に
は
取
締
役
会
内
の
業
務
執
行
取
締
役
（Executive D

irectors ED

）
と
も

協
調
し
て
、
協
働
化
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
点
で
も
、
消
極
的
妥
当
性
の
み
な
ら
ず
、
積
極
的
妥
当
性
の
判
断
を
下
し
得
る
強
味
が
あ
る
。



四
〇

こ
の
点
で
は
監
査
等
委
員
は
監
査
委
員
と
も
相
異
が
あ
る
。
資
格
業
務
な
ど
の
単
な
る
具
備
を
も
っ
て
専
門
性
と
す
る
こ
と
は
、
米
国
型

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
の
点
で
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
戦
略
面
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
専

門
的
な
業
務
経
験
、
経
営
者
と
し
て
の
指
揮
を
執
っ
た
経
験
な
ど
を
求
め
ら
れ
る
。
専
門
性
と
独
立
性
の
相
克
と
し
て
述
べ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
で
は
社
外
独
立
性
を
強
化
す
る
と
こ
ろ
に
制
度
の
根
幹
、
存
在
意
義
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
こ
う
し
た
企
業
価
値
向
上
を
上
位
概
念
と
し
て
株
主
と
経
営
陣
が
協
調
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
に
は
、
基
本
的
に
馴
染
み
難
い
面
が
あ

ろ
う
。
も
っ
と
も
、
近
時
米
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
理
念
を
取
り
入
れ
る
動
き
が
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
は
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
最
終
的
に
は
到
達
の
ル
ー
ト
は
違
え
ど
目
指
す
べ
き
目
標
は
共
通

し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
（
収
斂
）
に
も
繋
が
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

３
．
企
業
価
値
最
大
化
義
務
と
株
主
の
忠
実
義
務　

A
pproved Persons

に
は
、
取
締
役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
な
ど
の
業
務
執
行
役
員

の
み
な
ら
ず
、
近
時
は
従
業
員
一
般
に
ま
で
拡
大
傾
向
を
み
せ
、
英
国
金
融
当
局
の
恣
意
性
が
危
惧
さ
れ
る
。
こ
のA

pproved Per-

sons

の
役
割
と
機
能
に
つ
い
て
、
企
業
価
値
最
大
化
を
図
る
積
極
的
義
務
と
し
て
、
忠
実
義
務
が
想
起
さ
れ
る
（
異
質
説
の
立
場
）。
注
意

義
務
と
い
う
よ
り
も
、
企
業
価
値
向
上
の
義
務
は
忠
実
義
務
に
馴
染
み
や
す
く
、
単
な
る
利
益
相
反
回
避
義
務
に
止
ま
ら
ず
、
忠
実
義
務

の
領
域
を
規
範
化
概
念
に
よ
り
、
判
例
・
解
釈
な
ど
で
拡
大
し
て
き
た
米
国
の
理
論
面
の
蓄
積
が
あ
る
。
英
国
で
は
、
一
般
的
義
務
と
し

て
規
定
さ
れ
、
忠
実
義
務
の
内
容
は
注
意
義
務
に
包
摂
さ
れ
る
感
が
あ
る
。

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
根
幹
と
し
て
、
我
が
国
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
は
、
株
主
に
対
す
る
経
営
陣
の
忠
誠
心
に
や
や
も
す
れ

ば
欠
け
る
面
も
あ
り
、
米
国
の
よ
う
な
信
認
義
務
あ
る
い
は
受
託
者
責
任
と
い
っ
た
構
成
で
な
く
、
善
管
注
意
義
務
の
中
に
忠
実
義
務
を

含
む
考
え
方
が
通
用
し
て
き
て
い
る
（
同
質
説
）。
米
国
で
は
、
株
主
が
所
有
者
と
し
て
上
位
概
念
に
存
在
し
、
そ
の
受
託
者
責
任
の
中
に
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四
一

注
意
義
務
、
忠
実
義
務
、
公
正
義
務
な
ど
が
併
存
す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
導

入
は
、
我
が
国
よ
り
も
む
し
ろ
米
国
に
お
い
て
必
要
な
側
面
も
あ
り
、
我
が
国
で
は
寧
ろ
経
営
陣
に
対
す
る
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
の
必
要
性
が
高
い
と
私
見
な
が
ら
思
料
す
る
。
米
国
で
は
、
こ
う
し
た
コ
ー
ド
概
念
の
欠
缺
を
忠
実
義
務
な

ど
の
規
範
化
概
念
の
判
例
に
よ
る
形
成
を
通
じ
て
対
応
し
て
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
我
が
国
が
、
今
後
二
つ
の
コ
ー
ド
概
念
を
導
入
・

実
践
す
る
に
お
い
て
、
法
制
度
そ
の
も
の
の
作
り
込
み
は
米
国
法
制
度
を
移
植
し
て
き
て
い
る
た
め
、
英
国
の
コ
ー
ド
の
蓄
積
を
調
査
す

る
と
共
に
、
米
国
に
お
け
る
判
例
法
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
存
在
す
る
。

　

英
国
で
は
コ
ー
ド
に
よ
る
規
定
が
さ
れ
る
が
、
内
容
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
適
用
対
象
な
ど
拡
大
傾
向
に
あ
り
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
共
に
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
コ
ー
ド
内
容
の
域
外
適
用
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
も
述
べ
て
き
た
。
そ
う
し
た
内
容
面
の
明
確
化
を
図

る
に
は
、
ミ
ニ
マ
ム
ラ
イ
ン
の
法
整
備
と
共
に
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
コ
ー
ド
の
柔
軟
性
を
生
か
し

つ
つ
、
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
業
界
自
主
団
体
な
ど
に
よ
る
ひ
な
形

（boiler-plate

）
に
依
拠
す
れ
ば
、
遵
守
す
べ
き
最
低
ラ
イ
ン
を
示
す
こ
と
と
な
り
、
コ
ー
ド
の
主
旨
を
達
成
で
き
な
い
。
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
い
て
も
安
易
な
ひ
な
形
作
り
は
指
弾
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
４
）。
従
っ
て
、
機
関
投
資
家
な
ど
の
自

主
的
な
意
識
改
革
、
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
統
制
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
に
お
け
る
統
制
環
境
（Control Environm

ent

）
の
醸
成
が

大
き
な
成
功
の
鍵
と
な
る
。

　

即
ち
、
対
象
の
拡
大
な
ど
法
定
立
に
は
馴
染
み
に
く
い
側
面
が
あ
り
、
柔
軟
性
の
あ
る
運
用
の
観
点
か
ら
は
コ
ー
ド
規
範
に
よ
る
規
律

が
模
索
さ
れ
よ
う
。
反
面
、
柔
軟
性
を
重
視
し
て
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
の
依
拠
を
強
め
れ
ば
、
規
制
当
局
に
よ
る
恣
意
性
発
揮
が
問

題
と
な
る
た
め
、
一
定
の
合
理
性
を
備
え
た
適
用
ル
ー
ル
作
り
が
課
題
と
な
る
。



四
二

　

特
に
、
著
し
く
不
当
、
と
い
っ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
限
界
領
域
の
扱
い
が
一
つ
の
鍵
と
な
る
。
明
確
な

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
領
域
で
な
く
、
経
営
判
断
原
則
の
適
用
も
考
え
ら
れ
、
恣
意
性
も
入
り
込
み
や
す
い
と
い
え
る
。
消
極
的
妥
当
性
の

対
象
領
域
と
す
れ
ば
、
米
国
に
お
け
るRed Flag

（
危
険
の
徴
候
）
遵
守
義
務
に
よ
る
規
律
づ
け
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
機
関
投
資
家
に
積
極
的
妥
当
性
を
求
め
る
も
の
で
、
株
主
自
身
の
担
う
べ
き
対
会
社
の
忠
実
義
務
の
内
容
と
な
る
。

消
極
的
妥
当
性
で
あ
れ
ば
、
監
査
役
の
監
督
機
能
の
内
容
に
入
り
う
る
が
、
積
極
的
妥
当
性
で
あ
れ
ば
、
監
査
等
委
員
に
委
ね
る
し
か
な

い
。
し
か
も
、
消
極
的
妥
当
性
と
積
極
的
妥
当
性
の
線
引
き
は
実
際
に
は
困
難
な
事
例
も
少
な
く
な
か
ろ
う
。
改
正
会
社
法
に
お
け
る
監

査
等
委
員
会
制
度
の
積
極
的
意
義
付
け
と
な
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
取
締
役
に
お
い
て
、
注
意
義
務
よ
り
も
、
忠
実
義
務
、
あ

る
い
は
一
般
的
義
務
の
範
疇
と
な
ろ
う
。A

pproved Persons

に
は
、
取
締
役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
広
く
経
営
陣
を
包
含
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
が
、Com

petance

な
ど
を
保
持
す
べ
き
能
力
の
一
つ
に
掲
げ
、Strategy

な
ど
の
積
極
的
妥
当
性
に
関
す
る
専
門
的
能
力
の
具
備
が

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
我
が
国
に
お
け
る
内
部
統
制
で
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
共
に
、、
効
率
性
・
妥
当
性
に
関
し
て
は
「
損

失
の
危
険
」
と
し
て
損
失
を
発
生
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
ま
た
経
営
判
断
原
則
の
免
責
に
し
て
も
然
り
で
あ
る
た
め
、
内

部
統
制
・
経
営
判
断
原
則
で
対
処
し
に
く
い
部
分
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
領
域
に
お
け
る
責
任
・
義
務
を
い
か
に
構
築
・
追
求
し
、
ま
た

事
前
の
差
止
請
求
を
図
る
か
、
ま
た
無
効
の
訴
え
の
要
件
な
ど
の
検
討
に
馴
染
む
の
か
、
が
検
討
さ
れ
よ
う
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
成
長
戦
略
に
か
か
る
企
業
価
値
最
大
化
を
図
る
上
で
、Approved Persons

制
度
を
含
む
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
が
急
が
れ
る
。
英
国
で
は
、
現
地
法
人
な
ど
に
お
い
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
就
任
が
拒
否
さ
れ
、
あ
る
い
は
戦

略
面
の
失
敗
な
ど
を
Ｆ
Ｒ
Ｃ
が
指
摘
し
て
い
る
。
消
極
的
妥
当
性
と
積
極
的
妥
当
性
の
判
断
の
線
引
き
も
、
実
際
に
は
容
易
で
な
く
、
監

督
当
局
に
よ
る
恣
意
性
が
危
惧
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。
我
が
国
の
コ
ー
ド
策
定
に
お
い
て
は
、
積
極
的
妥
当
性
の
責
務
を
担
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四
三

え
る
人
材
と
し
て
、
取
締
役
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
含
め
た
経
営
陣
に
関
す
るA

pproved Persons

制
度
を
位
置
付
け
、
日
本
経
済
活
性
化
に
向

け
、
機
能
・
役
割
・
対
象
・
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
な
ど
を
明
確
化
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
米
国
、
英
国
に
お
け
る
法
制
度
、
判

例
蓄
積
を
考
察
す
る
と
共
に
、
恣
意
的
な
域
外
適
用
の
歯
止
め
と
し
て
の
統
一
ル
ー
ル
形
成
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
な
る
が
故
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス

メ
ン
ト
の
強
化
、
恣
意
性
の
排
除
な
ど
の
観
点
か
ら
訴
追
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
分
離
、
実
効
性
の
観
点
か
ら
両
罰
規
定
導
入
な
ど
、

検
討
す
べ
き
課
題
は
少
な
く
な
い
。
こ
の
他
、
会
社
法
と
金
商
法
の
仕
組
み
に
関
す
る
コ
ー
ド
の
影
響
な
ど
も
別
稿
で
考
察
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
意
識
と
理
論
骨
子
の
下
で
、
既
に
別
稿
に
お
い
て
示
し
て
き
た
考
察
、
見
解
も
踏
ま
え
、
英
国
に
お

け
る
従
前
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
非
執
行
業
務
取
締
役
、

A
pproved Persons

制
度
等
の
観
点
か
ら
そ
の
系
譜
と
展
望
を
研
究
し
、
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
の
理
論
と
実
践
を
中
心
に
と
り
ま
と
め
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
制
約
の
関
係
で
、
論
点
の
一
部
は
別
稿
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
部　

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
な
ら
び
に
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

第
一
章　

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
意
義
と
論
点
―
利
益
相
反
、
域
外
適
用
な
ど
―

１
．
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
目
的
な
ら
び
に
意
義　

英
国
の
財
務
報
告
評
議
会
（Financial Reporting Council FRC

）

に
よ
る
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（T

he U
K

 Stew
ardship Code 

二
〇
一
〇
年
制
定
、
二
〇
一
二
年
改
訂
）
は
、FRC

の
英
国
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
二
〇
一
〇
年
制
定
、
二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
（
５
））
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
（
６
）。



四
四

先
ず
、
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

　

二
〇
一
二
年
改
訂
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
概
念
等
の
明
確
化
が
図
ら
れ
、
効
果
的
な

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
は
会
社
、
投
資
家
お
よ
び
経
済
全
体
の
利
益
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
投
資
家
に
と
り
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
は
議

決
権
行
使
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
経
営
を
監
督
し
、
企
業
戦
略
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
リ
ス
ク
、
資
本
構
成
、
企
業
文
化
や
報
酬
を
含
む

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
き
会
社
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ

お
よ
び
株
主
総
会
の
決
議
事
項
に
つ
い
て
会
社
と
目
的
を
持
っ
て
対
話
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

２
．
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
特
徴

⑴　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
特
徴　

①
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
を
明
確
化
し
て
お

り
、
取
締
役
会
が
第
一
次
的
責
任
を
負
う
が
、
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
特
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
に
つ
い
て
は
取
締
役
会
の
み
な

ら
ず
、
機
関
投
資
家
に
も
認
め
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
を
採
っ
て
い
る
。
②
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
合
わ
せ
て
機
能
す
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
③
株
主
（
機
関
投
資
家
）
の
行
為
規
範
、
と
り
わ
け
短
期
的
な
リ
タ
ー

ン
の
み
を
追
求
す
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
経
営
者
と
の
批
判
的
対
話
を
重
視
し
て
い
る
。
④
③
の
考
え
を
義
務
化
す
る
の
で
は
な
く
、
遵

守
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
説
明
せ
よ
、
と
い
う
ソ
フ
ト
ロ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。
⑤
機
関
投
資
家
に
つ
い
て
は
定
義
を
置

か
な
い
が
、
資
産
保
有
者
と
資
産
運
用
者
と
を
区
別
し
、
適
用
規
範
を
異
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
議
決
権

行
使
助
言
会
社
、
投
資
助
言
会
社
）
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
な
お
、
英
国
で
認
可
さ
れ
た
資
産
運
用
者
に
対
し
て
は
、

同
コ
ー
ド
の
適
用
を
受
け
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
、
決
定
を
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（T

he Financial Reporting Council   

財
務
報
告
審
議
会
）
に
届
け
る

こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
⑥
定
期
的
な
見
直
し
を
定
め
て
い
る
（
７
）。
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⑵　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
概
要　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
は
以
下
の
７
原
則
が
あ
る
。

１
．
機
関
投
資
家
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に
果
た
す
か
に
つ
い
て
の
方
針
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
機
関
投
資
家
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
関
す
る
利
益
相
反
を
管
理
す
る
こ
と
に
関
す
る
穴
の
な
い
強
固
な
方
針
を
策
定
し
、
公

表
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
べ
き
で
あ
る
。

４
．
機
関
投
資
家
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
行
動
を
強
化
す
る
時
期
と
方
法
に
つ
い
て
、
明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
べ
き
で

あ
る
。

５
．
機
関
投
資
家
は
、
適
切
な
場
合
に
は
進
ん
で
他
の
投
資
家
と
共
同
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

６
．
機
関
投
資
家
は
、
議
決
権
行
使
と
議
決
権
行
使
活
動
の
開
示
に
つ
い
て
の
明
確
な
方
針
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

７
．
機
関
投
資
家
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
行
動
と
議
決
権
行
使
活
動
に
つ
い
て
定
期
的
に
報
告
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

原
則
５
は
、
我
が
国
の
制
度
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
原
則
は
、
基
本
的
に
日
本
版
ス

チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

３
．
受
託
者
責
任
（fiduciary duty

）
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
関
係

⑴　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
意
味
づ
け
と
受
託
者
責
任
（fiduciary duty

）　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ツ
プ
の
意
味
づ
け
に
つ
い
て
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
（Stew

ard

）
は
領
主
館
な
ど
の
執
事
・
財
産
管
理
人
に
由
来
し
、
英
国
に
お
い
て
長
い
歴
史
を
有
す
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
は
、
他
人
の
資
産
を
管
理
す
る
と
い
う
関
係
性
が
核
心
に
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
他
人
の
利
益
の
た
め
に
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

現
象
を
と
ら
え
る
概
念
で
あ
る
。
行
政
の
財
務
運
営
、
個
人
の
資
産
運
用
、
株
主
の
出
資
に
基
づ
く
取
締
役
に
よ
る
会
社
経
営
等
、
形
態
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は
異
な
っ
て
い
て
も
種
々
の
状
況
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
機
関
投
資
家
に

よ
る
資
産
運
用
に
つ
い
て
、
顧
客
、
最
終
受
益
者
の
最
善
の
利
益
の
た
め
、
資
産
を
注
意
深
く
管
理
し
、
投
資
先
企
業
に
対
し
て
監
視
、

対
話
等
の
行
動
を
と
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
、
受
託
者
責
任
（fiduciary duty

）
で
な
く
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
概
念
に
依

拠
す
る
理
由
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
背
景
に
は
、
投
資
環
境
の
変
化
が
あ
る
。
機
関
投
資
家
の
責
任
に
つ
い
て
、
受
託
者
責
任
の
範
疇

内
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
投
資
連
鎖
（investm

ent chain

）
の
複
雑
化
、
関
係
当
事
者
の
拡
大
の
中
で
受
託
者
責
任
の
概

念
で
把
握
し
き
れ
な
い
要
因
が
出
て
き
た
。
第
一
に
、
受
託
者
責
任
の
限
界
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
受
託
者
責
任
は
契
約
上
、

法
律
上
、
ま
た
は
実
態
に
基
づ
く
明
確
な
信
認
関
係
を
基
礎
に
し
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
投
資
連
鎖
、
そ
の
周
辺
で
は
受
託
者

責
任
の
概
念
で
網
羅
で
き
な
い
関
係
も
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
例
示
と
し
て
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー（
年

金
基
金
等
）
に
対
し
受
託
者
責
任
を
負
い
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
受
益
者
（
年
金
受
給
者
等
）
に
対
し
受
託
者
責
任
を
負
う
こ
と
は
明

白
で
、
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
（Institutional Shareholder Services Inc.

）
の
よ
う
な
議

決
権
行
使
助
言
機
関
を
採
用
し
た
場
合
に
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
議
決
権
行
使
助
言
機
関
と
は
直
接
の
接
点
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
の
背
後
の
最
終
的
な
受
益
者
の
関
係
を
み
て
も
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
議
決
権
行
使
助
言
機
関
と
の
間
に

は
直
接
の
関
係
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
受
益
者
に
対
す
る
責
任
の
所
在
が
不
明
確
な
状
態
が
現
出
す
る
。

　

第
二
に
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
よ
る
広
範
囲
の
関
係
性
の
網
羅
が
述
べ
ら
れ
る
。
即
ち
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
と
い
う
関
係
性

が
曖
昧
な
概
念
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
投
資
連
鎖
に
お
け
る
広
範
か
つ
複
雑
な
関
係
を
把
握
し
、
上
場
会
社
の
価
値
向
上
を
通
じ
て
ア
セ
ッ

ト
・
オ
ー
ナ
ー
、
最
終
受
益
者
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
、
そ
の
の
達
成
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
第
三

に
、
そ
こ
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
用
語
の
理
解
が
問
題
と
な
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
用
語
は
定
義
、
概
念
が
曖
昧
で
、
Ｉ
Ｃ
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四
七

Ｇ
Ｎ
（International Corporate Governance N

etw
ork

）
の
二
〇
一
三
年
機
関
投
資
家
原
則
に
お
い
て
は
、
英
国
以
外
で
は
十
分
理
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
無
用
な
混
乱
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
用
語
を
用
い
な
い
で
、
機
関
投
資
家
の
責
任
、

あ
る
い
は
受
託
者
責
任
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

４
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
二
〇
一
二
年
改
訂
と
内
容
の
明
確
化

⑴　

二
〇
一
二
年
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
定　

二
〇
一
二
年
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
改
定
の

内
容
は
二
〇
一
〇
年
版
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
内
容
が
細
か
く
具
体
的
に
解
釈
さ

れ
た
。
二
〇
一
二
年
版
で
は
企
業
戦
略
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
リ
ス
ク
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
対
話
、
と
よ
り
明
確
な

定
義
に
な
っ
て
お
り
、
私
見
で
あ
る
が
英
国
に
お
い
て
伝
統
的
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
戦
略
的
リ
ス
ク
の
融
合
化
が
図
ら
れ
て
き
た

こ
と
を
受
け
て
、
一
層
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
の
一
体
的
な
理
解
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

⑵　

意
義
の
明
確
化　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
意
味
が
不
明
確
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
二
〇
一
二
年
コ
ー
ド
改
訂
に
お
い
て
、
定
義

の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
。
諮
問
文
書
の
中
で
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
に
つ
い
て
市
場
の
混
乱
が
生
じ
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
の
目
的
が
責
任
あ
る
投
資
（relational investm

ents

）
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
し
か
な
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
国
際
的
な
機
関
投
資
家
団
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｇ
Ｎ
の
二
〇
一
三
年
六
月
機
関
投
資
家
原
則
で
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
は
英

国
以
外
で
は
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
旨
を
述
べ
、
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
。
二
〇
一
二
年
の
コ
ー
ド
改
正
で
は
、
原
則
１
の
指
針
に

お
い
て
具
現
化
さ
れ
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
述
べ
、
用
語
の
意
味
、
目
的
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
の
関
連
を
明
確
に
説
明
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
二
〇
一
二
年
コ
ー
ド
改
正
に
よ
り
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
目
的
、
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
記
述
は
追
加
さ
れ
た
が
、
概
念
自

体
の
説
明
は
十
分
と
は
い
い
難
い
面
も
な
お
あ
る
。
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⑶　

ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
な
ら
び
に
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
・
責
任
の
明
確
化　

二
〇
一
二
年
改
訂
に
お
い
て
は
、
ア
セ
ッ

ト
・
オ
ー
ナ
ー
と
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
役
割
・
責
任
を
整
理
し
、
当
事
者
が
明
確
に
こ
れ
ら
を
認
識
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
は
立
場
に
よ
り
相
違
が
あ
り
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
委
託
す
る
場
合
も
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
引

き
続
き
受
益
者
に
対
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
負
う
こ
と
を
明
確
化
し
た
。
改
正
後
の
コ
ー
ド
で
は
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
、

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
投
資
家
の
み
を
対
象
と
す
る
場
合
、
改
正
前
コ
ー
ド
に
お
け
る
機
関
投
資
家
の
用
語
に
つ

き
、
内
容
に
応
じ
て
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
置
換
え
て
概
念
の
明
確
化
を
図
っ
た
。
ま
た
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
の
双
方
を
含
む
場
合
に
は
機
関
投
資
家
の
用
語
を
用
い
る
。
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー

ナ
ー
に
つ
い
て
法
律
上
は
株
主
と
し
て
認
定
さ
れ
る
の
か
、
と
の
議
論
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
株
主
で
は
な
く
投
資
家
と
し
て
扱
い
、
ア
セ
ッ

ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
対
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
で
役
割
、
責
任
の
範
囲
を

明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

⑷　

機
関
投
資
家
の
利
益
相
反
の
管
理
の
強
化　

機
関
投
資
家
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
果
た
す
役
割
が
重
要
に
な
り
、

そ
の
中
で
利
益
相
反
問
題
の
対
処
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
巡
っ
て
、
こ
の
利
益
相
反
問
題
が
現
出
し
、
そ

の
規
律
付
け
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
金
融
機
関
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
場
合
に
グ
ル
ー

プ
会
社
の
関
係
で
顧
客
、
投
資
先
企
業
の
間
で
利
益
相
反
が
生
じ
る
こ
と
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
各
顧
客
利
益
が
異
な
る
場
合
に

顧
客
間
で
利
益
相
反
が
生
じ
る
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
公
表
の
調
査
報
告
書
で
は
、
署
名
機
関
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
利
益
相
反

の
管
理
方
法
に
関
す
る
説
明
が
不
十
分
な
場
合
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

コ
ー
ド
の
二
〇
一
二
年
改
訂
の
内
容
を
み
る
と
、
機
関
投
資
家
内
部
の
利
益
相
反
管
理
、
説
明
が
不
十
分
と
い
う
批
判
に
対
応
す
べ
く



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

四
九

利
益
相
反
管
理
の
強
化
、
情
報
開
示
の
充
実
を
奨
励
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
改
正
に
お
い
て
、
原
則
２
本
文
に
つ
い
て

は
変
更
は
な
い
が
、
同
指
針
に
関
し
て
は
大
幅
改
正
が
行
わ
れ
、
利
益
相
反
管
理
の
実
務
に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な
い
。
即
ち
、
改
正

コ
ー
ド
の
原
則
２
の
指
針
に
お
い
て
、
機
関
投
資
家
は
顧
客
、
受
益
者
の
利
益
を
第
一
と
し
、
顧
客
、
受
益
者
の
た
め
に
行
動
す
る
義
務

が
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
利
益
相
反
問
題
は
不
可
避
的
に
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
顧
客
、
受
益
者
の
利
益
を
最
優

先
に
合
理
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
利
益
相
反
管
理
の
方
針
を
作
成
、
開
示
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

⑸　

集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
開
示
の
強
化　

集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
情
報
開
示
強
化
の
内
容
に
つ
い
て
、
従

来
の
コ
ー
ド
に
対
す
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
批
判
と
し
て
は
、
い
か
な
る
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
行
う
か
と
い
う
組
織
編

制
関
連
の
開
示
が
主
で
あ
り
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
開
始
時
期
・
状
況
に
関
す
る
説
明
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
原
則
５
で
は
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
開
示
が
求
め
ら
れ
る
趣
旨
と
し
て
、
投
資
先
企

業
の
重
大
局
面
に
お
い
て
署
名
機
関
が
他
の
投
資
家
と
協
調
し
て
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
こ
と
、
ま
た
は
協
力
体
制
構
築
が

可
能
で
あ
る
旨
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
二
〇
一
二
年
改
正
内
容
と
し
て
は
、
原
則
５
指
針
に
お
い
て
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
投
資
家
集
団
の
構
成
に
関
す
る
情
報
の
ほ
か
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
取
組
方
法
に
関
す
る
説
明
・
開
示

を
強
化
す
る
文
言
の
追
加
を
図
り
、
投
資
家
は
い
か
な
る
状
況
下
で
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
参
加
す
る
か
等
に
つ
い
て
明
確
化
を

図
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
投
資
家
グ
ル
ー
プ
の
組
織
編
制
の
開
示
に
加
え
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
行
動
を
選
択
す
る
条
件
、
背
景
等
の
実
質
的
開
示
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

⑹　

議
決
権
行
使
助
言
機
関
の
利
用
に
関
す
る
情
報
開
示
強
化　

議
決
権
行
使
助
言
機
関
の
影
響
力
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、

相
応
す
る
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
と
す
る
批
判
が
あ
り
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
議
決
権
行
使
助
言
機
関
の
利
用
方
法
に
関
し
て
、
一
層
の



五
〇

情
報
開
示
を
要
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
改
正
コ
ー
ド
の
原
則
６
指
針
に
お
い
て
開
示
内
容
拡
充
が
図
ら
れ
、
署
名
機
関
は

議
決
権
行
使
助
言
機
関
の
利
用
の
有
無
の
み
な
ら
ず
、
利
用
す
る
議
決
権
助
言
機
関
の
名
称
等
を
明
確
に
し
て
、
議
決
権
行
使
助
言
機
関

か
ら
い
か
な
る
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
か
、
賛
否
の
推
奨
に
準
拠
、
依
存
・
活
用
し
た
程
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
要
請
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

議
決
権
行
使
助
言
機
関
を
利
用
す
る
場
合
の
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
機
関
投
資
家
は
議
決

権
行
使
助
言
機
関
に
外
部
委
託
す
る
場
合
も
自
身
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
が
軽
減
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
化
し
た
。
二
〇
一
二
年

改
正
後
の
コ
ー
ド
の
原
則
１
指
針
に
関
し
て
、
署
名
機
関
に
よ
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
機
関
投
資
家
の
責
任
、
投
資
連
鎖
に
お
け
る
立
場

を
反
映
さ
せ
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
外
部
委
託
さ
れ
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
適
切
な

実
行
に
合
致
す
る
か
、
署
名
機
関
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
定
め
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
一
致
し
た
方

法
で
実
行
さ
せ
る
た
め
に
投
資
家
は
い
か
な
る
行
動
を
と
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
説
明
す
べ
き
旨
を
定
め
て
い
る
。

５
．
コ
ー
ド
の
適
用
範
囲
の
再
確
認
と
域
外
適
用

⑴　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
適
用
範
囲　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
制
定
の
主
な
目
的
は
、
英
国
の
上
場
会
社
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
の
た
め
に
機
関
投
資
家
と
上
場
会
社
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
コ
ー

ド
の
第
一
義
的
な
適
用
対
象
と
し
て
は
英
国
上
場
株
式
を
運
用
す
る
英
国
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
機
関
投
資
家
と
な
る
。

⑵　

機
関
投
資
家
の
ア
セ
ッ
ト
・
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
資
産
の
多
様
化　

し
か
し
な
が
ら
、
英
国
内
の
機
関
投
資
家
よ
り
も
海
外

機
関
投
資
家
が
英
国
株
式
市
場
に
お
け
る
保
有
比
率
が
高
い
状
況
が
あ
る
。
英
国
機
関
投
資
家
の
ア
セ
ッ
ト
・
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
８
）に
お
い

て
、
英
国
株
式
以
外
の
資
産
比
率
が
高
く
、
二
〇
一
〇
年
以
降
は
運
用
資
産
で
み
れ
ば
英
国
株
式
よ
り
海
外
株
式
比
率
が
高
い
状
況
と
な
っ



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

五
一

て
い
る
。
大
手
機
関
投
資
家
で
は
、
英
国
株
式
同
様
に
海
外
株
式
に
対
し
て
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表
し

て
議
決
権
を
行
使
し
、
結
果
を
公
表
す
る
投
資
家
も
存
在
す
る
。
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
英
国

株
式
以
外
に
つ
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
側
か
ら
は
署

名
機
関
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
は
コ
ー
ド
原
則
を
運
用
資
産
の
一
部
あ
る
い
は
全
体
に
適
用
し
て
い
る
か
、
不
明
瞭
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ

る
。

⑶　

改
正
内
容
と
域
外
適
用　

二
〇
一
二
年
改
正
の
内
容
と
し
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
変
更

は
な
い
。
第
一
義
的
に
は
英
国
上
場
会
社
株
式
を
保
有
す
る
機
関
投
資
家
を
対
象
に
す
る
こ
と
を
明
確
化
し
、
序
論
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、

英
国
内
外
の
国
際
投
資
家
に
対
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
適
用
の
あ
り
方
を
規
定
し
た
。
海
外
投
資
家
に
対
す
る
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
域
外
適
用
に
つ
い
て
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
お
り
、
英
国
株
式
を
所
有
す
る
海
外
投
資
家
に
つ
い
て
は
、

コ
ー
ド
の
適
用
の
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
以
外
の
他
国
あ
る
い
は
国
際
的
な
規
範
・
原
則
等
を
採

用
す
る
場
合
は
尊
重
し
、
英
国
コ
ー
ド
の
採
用
は
要
求
し
な
い
旨
を
指
摘
し
て
い
る
。
海
外
の
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
、
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
ャ
ー
採
用
に
お
い
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
署
名
を
条
件
と
す
る
等
に
よ
り
、
実
質
的
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
の
対
象
と
す
る
べ
く
議
論
の
継
続
を
図
っ
て
い
る
。

　

対
象
資
産
の
範
囲
と
し
て
、
序
論
コ
ー
ド
の
適
用
の
第
九
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
英
国
投
資
家
に
対
し
可
能
な
限
り
英
国
以
外
の
株
式
投
資
に

つ
い
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
け
る
良
好
な
実
務
慣
行
を
拡
大
適
用
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
。
第
一
〇
パ
ラ
グ
ラ

フ
で
は
、
署
名
機
関
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
適
用
に
関
す
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
中
で
、
英
国
株
式
フ
ァ
ン
ド
、
金
融
商
品

の
う
ち
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
対
象
と
な
る
資
産
に
つ
い
て
の
説
明
を
奨
励
し
、
英
国
株
式
以
外
の
資
産
に
対
し
て



五
二

も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
適
用
す
る
場
合
は
そ
の
旨
の
開
示
を
行
う
こ
と
を
奨
励
す
る
。
私
見
で
あ
る
が
、A

pproved 

Persons
な
ど
の
域
外
適
用
に
繋
が
る
部
分
と
い
え
よ
う
。

⑷　

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
内
部
統
制
に
関
す
る
保
証
報
告　

内
部
統
制
に
関
す
る
保
証
報
告
に
関
し
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
会
計
士
協
会
（ICA

EW

）
は
、
業
務
委
託
先
（service organisations

）
の
内
部
統
制
の
保
証
報
告

書
に
関
す
るA

A
F01/06

指
針
に
関
連
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
適
用
す
る
補
足
文
書

（Stew
ardship Supplem

ent
）
を
公
表
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
業
務
委
託
先
の
内
部
統
制
に
つ
い
て
形
式
主
義
的
な
干
渉
を
最
小
限
に
抑
え
、

ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
、
受
益
者
に
対
し
て
独
立
性
の
あ
る
保
証
を
提
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
原
則
７
に
つ
い
て
、
ア
セ
ッ

ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
保
証
報
告
書
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
顧
客
が
要
請
す
れ
ば
保
証
報
告
書
が
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
の
文
言
を
追
加
し
た
。
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
保
証
報
告
書
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
り
、
提
供
に
あ
た
っ
て
追
加

料
金
を
取
ら
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
示
す
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
内
部
統
制
に
関
す
る
保
証
を
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
に
拡
大
で
き
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
に
よ
り
内
部
（
イ
ン
ハ
ウ
ス
）
で
実
行
さ
れ
る
場
合
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
自

身
が
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
を
利
用
し
て
実
行
す
る
場
合
、
ア
セ
ッ
ト
オ
ー
ナ
ー
自
身
の
内
部
統
制
に
関
す
る
保
証
も
必
要
か
、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
適
用
さ
れ
るA

A
F01/06

指
針
の
枠
組
み
は
、
第
一
義
的
は
ア
セ
ッ
ト
・

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
顧
客
の
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
の
た
め
に
行
う
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
つ
い
て
保
証
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
も
拡
大
適
用
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
改
正
後
の
、
コ
ー
ド
の
適

用
、
の
第
八
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
は
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
対
し
て
独
立
し
た
保
証
を
受
け
る
よ
う
に
検
討
す
る
こ
と



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

五
三

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
拡
大
適
用
は
、
コ
ー
ド
本
文
で
な
く
序
論
部
分
で
述
べ
ら
れ
、
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
保
証
の

取
得
を
義
務
付
け
る
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
（
９
）。

第
二
章　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
導
入
と
実
践

　
　
　
　

―
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
とCom

ply or Explain

な
ど
―

１
．
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
概
要

⑴　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
概
要　

今
般
導
入
さ
れ
た
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
７
原
則
は
以
下

の
通
り
で
あ
る（（1
（

。

１
．
機
関
投
資
家
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
た
め
の
明
確
な
方
針
を
策
定
し
、
こ
れ
を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

２
．
機
関
投
資
家
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
上
で
管
理
す
べ
き
利
益
相
反
に
つ
い
て
、
明
確
な
方
針
を
策
定
し
、
こ
れ

を
公
表
す
べ
き
で
あ
る
。

３
．
機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
に
向
け
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
適
切
に
果
た
す
た
め
、
当
該
企
業
の
状
況

を
的
確
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
。

４
．
機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
な
「
目
的
を
持
っ
た
対
話
」
を
通
じ
て
、
投
資
先
企
業
と
認
識
の
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
問
題
の
改
善
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

５
．
機
関
投
資
家
は
、
議
決
権
の
行
使
と
行
使
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
明
確
な
方
針
を
持
つ
と
と
も
に
、
議
決
権
行
使
の
方
針
に
つ
い
て



五
四

は
、
単
に
形
式
的
な
判
断
基
準
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
で

あ
る
。

６
．
機
関
投
資
家
は
、
議
決
権
の
行
使
も
含
め
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
ど
の
よ
う
に
果
た
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
原
則
と

し
て
、
顧
客
・
受
益
者
に
対
し
て
定
期
的
に
報
告
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

７
．
機
関
投
資
家
は
、
投
資
先
企
業
の
持
続
的
成
長
に
資
す
る
よ
う
、
投
資
先
企
業
や
そ
の
事
業
環
境
等
に
関
す
る
深
い
理
解
に
基
づ
き
、

当
該
企
業
と
の
対
話
や
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
伴
う
判
断
を
適
切
に
行
う
た
め
の
実
力
を
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

原
則
１
、
２
、
４
、
５
、
６
に
つ
い
て
は
二
〇
一
二
年
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
原
則
３
は
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
独
自
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
原
則
７
も
日
本
版
独
自
の
も
の
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
原
則
５
に
関
し
て
は
投
資
先
企
業
別
、
議
案
別
の
個
別
開
示
ま
で
求
め
る
か

に
つ
い
て
、
英
国
で
は
六
五
％
の
機
関
投
資
家
が
何
ら
か
の
形
で
開
示
を
し
て
い
る
が
、
資
先
企
業
別
、
議
案
別
開
示
ま
で
行
っ
て
い
る

機
関
は
四
四
％
に
過
ぎ
な
い
。
コ
ー
ド
案
で
は
、
議
決
権
の
行
使
結
果
を
議
案
の
主
な
種
類
ご
と
に
整
理
・
集
計
し
て
公
表
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

第
三
章　

英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
比
較
考
察

１
．
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定　

今
次
策
定
・
導
入
さ
れ
た
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
英

国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
比
較
考
察
を
図
り
た
い
。
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
述
べ
る
場
合
、
二
〇
一

二
年
版
コ
ー
ド
に
依
拠
す
る
こ
と
と
す
る
。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
、
従
前
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

五
五

ド
が
我
が
国
に
は
存
在
せ
ず
、
英
国
の
よ
う
に
同
一
主
体
が
策
定
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
リ
ン
ク
し
た
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
は
異
な
る
。
企
業
側
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
発
揮
す
る
責
務
と
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
に
定
め
る
機
関
投
資
家
の
責
務
と
は
車
の
両
輪
で
あ
り
、
両
者
が
適
切
に
相
ま
っ
て
質
の
高
い
企
業
統
治
が
実
現
さ
れ
、
企

業
の
持
続
的
な
成
長
と
顧
客
・
受
益
者
の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
．
短
期
的
リ
タ
ー
ン　

二
〇
一
二
年
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
短
期
的
リ
タ
ー
ン
を
優
先
す
る
こ
と
を
批
判
的
に

と
ら
え
て
い
る
が
、
中
長
期
的
な
リ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
は
特
別
に
意
識
し
て
い
な
い
。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
中

長
期
的
リ
タ
ー
ン
を
強
調
し
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
こ
の
特
徴
は
英
国
が
濫
用
的
買
収
者
と
し
て
の
グ
リ
ー
ン
・
メ
ー

ラ
ー
を
意
識
し
て
い
る
の
に
対
し
、
我
が
国
で
は
敵
対
的
買
収
が
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
は
盛
ん
で
な
い
こ
と
か
ら
に
生
じ
た
相
違
と
も
考
え
ら

れ
よ
う
。
英
国
コ
ー
ド
は
、
株
主
で
あ
る
機
関
投
資
家
の
行
為
規
範
と
し
て
短
期
的
な
リ
タ
ー
ン
の
み
を
追
求
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
が

前
提
と
さ
れ
、
経
営
者
と
の
批
判
的
な
対
話
を
重
視
す
る
。
日
本
版
コ
ー
ド
は
、
中
長
期
的
な
リ
タ
ー
ン
を
め
ざ
す
べ
き
こ
と
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
資
産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
は
、
資
産
運
用
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
の
評
価
に
当
た
り
、
短
期
的
視
点
の
み
に
偏

る
こ
と
な
く
、
本
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
評
価
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
る
。

３
．
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
明
記　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
・
ア

プ
ロ
ー
チ
の
手
法
が
採
ら
れ
、
形
式
や
文
言
を
満
た
し
て
い
れ
ば
よ
い
と
せ
ず
、
実
質
面
や
精
神
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
我
が

国
の
コ
ー
ド
も
ソ
フ
ト
ロ
ー
的
考
え
方
を
柔
軟
に
修
正
、
適
用
で
き
る
長
所
が
あ
る
と
の
理
由
か
ら
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
機
関

投
資
家
が
取
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
詳
細
に
規
定
す
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
細
則
主
義
）
で
は
な
く
、
機
関
投
資
家
が
各
々

の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
、
自
ら
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
実
質
に
お
い
て
適
切
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
プ
リ
ン
シ



五
六

プ
ル
・
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
原
則
主
義
）
を
採
用
し
て
い
る
。
コ
ー
ド
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
英
国
で
は
三
年
ご
と
、
我
が
国
で

は
二
年
ご
と
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
原
則
３
関
係
―
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
、A

pproved Persons

と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
有
機
的

関
連
―　

原
則
３
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
文
言
に
つ
い
て
、
英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
企
業
の
業
績
、
現
状
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
整
合
性
、
な
ど
と
具
体
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
具
体
的
に

示
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
よ
り
広
範
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
、

原
則
の
み
を
定
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
英
国
コ
ー
ド
で
は
、
列
挙
さ
れ
た
機
関
投
資
家
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
と
な
る
よ

う
希
望
す
る
こ
と
も
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
希
望
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
に
な
っ
て
も
構
わ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の

意
思
・
方
法
を
明
示
す
べ
き
、
と
の
記
載
が
あ
り
、
特
定
株
主
に
選
択
的
開
示
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
日
本
版
コ
ー
ド
の
下
で

は
、
株
主
平
等
な
ど
の
観
点
か
ら
我
が
国
の
機
関
投
資
家
が
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

日
本
版
コ
ー
ド
で
は
か
か
る
記
載
を
行
っ
て
い
な
い（（1
（

。

　

私
見
で
あ
る
が
、
英
国
コ
ー
ド
に
お
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
り
、
会
社
業
績
の
最
新
状
況
の
な
ど
の
把
握
、
実
効
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
存
在
す
る
こ
と
の
確
認
、
取
締
役
等
と
の
面
談
を
通
じ
た
会
社
の
取
締
役
会
・
委
員
会
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
と
の
整
合
性
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
後
述
す
るA

pproved Persons

制
度
の
議
論
に
通
じ
る
も
の
と
い
え
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー

と
し
て
規
制
当
局
側
か
ら
は
こ
う
し
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
策
定
・
導
入
が
あ
り
、
一
方
、
受
け
入
れ
る
機
関
投
資
家
あ

る
い
は
そ
の
投
資
先
企
業
側
に
お
い
て
は
、
規
範
た
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
沿
っ
たA

pproved Persons

と
し

て
の
資
質
を
備
え
る
人
材
の
配
置
お
よ
び
自
主
的
な
取
締
役
会
・
委
員
会
の
社
内
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定
が
求
め



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

五
七

ら
れ
、
こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
整
合
性
を
保
ち
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
英
国
の
コ
ー
ド
と
実
務
の
関
係
を
最
善
と
す
る
も
の

で
も
な
く
、
我
が
国
の
特
徴
に
合
わ
せ
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
目
標
と
な
る
が
、
有
機
的
一
体
と
な
っ
て
機
能
を
発
揮
す
る
に

諸
々
の
点
で
課
題
が
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

５
．
原
則
５
の
協
働
原
則
の
不
採
用
―
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
共
同
行
動
―

⑴　

協
働
原
則
不
採
用　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
原
則
５
で
は
、
機
関
投
資
家
は
、
適
切
な
場
合
に
は
進
ん
で
他
の

投
資
家
と
共
同
し
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
の
制
度
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
り
採
用
さ
れ
て
い
な

い
。

⑵　

集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
共
同
行
動
―
我
が
国
の
金
融
持
株
会
社
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
―　

協
働
原
則
が
導
入
さ
れ
る
場
合
に
は
、

英
国
と
同
様
に
金
融
商
品
取
引
法
上
の
共
同
行
為
（acting in concert

）
規
制
の
適
用
関
係
が
問
題
と
な
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
集
団

的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
共
同
行
動
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
と
な
る（（1
（

。

イ　

共
同
行
動
の
定
義　

共
同
行
動
の
定
義
は
、
欧
州
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｂ
指
令（（1
（

、
透
明
性
指
令（（1
（

に
お
い
て
制
定
さ
れ
、
加
盟
国
は
各
々
定
義
を

行
う
。
オ
ラ
ン
ダ
は
金
融
監
督
法
（W

et op het financieel toezicht

）
五
：
四
五
条
で
定
め
ら
れ
、
英
国
で
はT

akeover Panel

（
（1
（

に
お

い
て
実
務
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
増
加
に
伴
い
、
共
同
行
動
の
定
義
は
大
量
保
有
制
度
と

関
連
し
て
重
要
性
が
増
加
し
て
お
り
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
進
展
に
よ
り
Ｔ
Ｏ
Ｂ
規
制
に
該
当
す
る
場
合
も
生
じ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。

　

現
在
の
指
令
に
お
い
て
は
定
義
が
不
明
確
で
投
資
家
同
士
が
共
同
し
て
行
動
す
る
場
合
に
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
存
在
す
る
と
批
判
さ
れ
る
。

英
国
で
は
共
同
行
動
と
判
断
さ
れ
る
境
界
線
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
り
、
投
資
家
自
身
は
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
と
の
意
見
も



五
八

あ
る
が
、
市
場
の
国
際
化
に
お
い
て
明
確
な
基
準
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
阻
害
す
る
こ
と
な
く
プ
リ
ン
シ

プ
ル
・
ベ
ー
ス
で
判
断
し
て
欲
し
い
こ
と
、
投
資
家
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
増
加
と
合
わ
せ
て
欧
州
委
員
会
で
共
同
行
動
に
関
す
る
明
確

な
定
義
を
確
立
し
て
欲
し
い
こ
と
な
ど
の
要
望
が
出
さ
れ
る
。
欧
州
委
員
会
も
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
投
資
家
に
よ

る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
共
同
行
動
の
定
義
に
お
け
る
検
討
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る（（1
（

。

　

共
同
行
動
の
判
断
基
準
に
関
し
て
、
実
務
的
と
し
て
は
頻
度
、
深
度
の
観
点
か
ら
判
定
さ
れ
、
頻
度
は
一
回
の
み
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
は
共
同
行
動
に
は
該
当
し
な
い
が
、
複
数
回
を
共
同
行
動
す
る
場
合
は
該
当
す
る
。
深
度
は
、
投
資
先
企
業
の
間
で
共
同
会
合

を
開
く
程
度
は
集
団
行
動
と
な
ら
な
い
が
、
株
主
総
会
で
共
同
株
主
提
案
を
行
う
等
の
協
力
・
関
与
の
程
度
が
強
い
場
合
、
集
団
行
動
と

さ
れ
る
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
英
国
で
は
一
人
の
取
締
役
解
任
・
選
任
は
共
同
行
動
基
準
に
該
当
し
な
い
が
、
取
締
役
会
支
配
に
通
じ
る

場
合
は
規
制
を
受
け
る
と
い
う
実
務
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
実
際
は
個
別
事
案
ご
と
に
判
断
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ

う
。
ま
た
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
き
、
投
資
家
同
士
が
協
定
、
契
約
を
締
結
す
る
場
合
、
明
確
に
共
同
行
動
に
該
当
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
こ
う
し
た
協
定
等
を
締
結
す
る
場
合
は
少
な
く
、
面
談
、
議
論
は
共
に
行
い
つ
つ
、
議
決
権
行
使
等
の
意
思
決
定
は
個
別
投

資
家
が
独
自
に
判
断
す
る
形
式
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
二
日
欧
州
証
券
市
場
監
督
局
（
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
）
は
、
Ｅ
Ｕ
企
業
買
収
指
令
に
つ
い
て
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
共
同
行
動
の
定
義
を
明
確
に
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト（（1
（

を
公
表
し
て
お
り
、
共
同
行
動
に
該
当
し
な
い
ホ
ワ
イ

ト
・
リ
ス
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
共
同
行
動
の
認
定
に
つ
い
て
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を
排
除
し
て

定
義
を
明
確
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
務
上
も
意
義
が
大
き
い
。
例
え
ば
、
取
締
役
指
名
の
関
連
は
共
同
行
動
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
確

に
な
っ
た
と
い
え
る
が
、
報
酬
、
会
社
資
産
の
譲
受
・
処
分
、
資
本
政
策
等
の
取
締
役
指
名
以
外
の
問
題
は
株
主
提
案
、
臨
時
総
会
の
招
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五
九

集
、
議
決
権
の
共
同
行
使
を
行
っ
た
場
合
も
共
同
行
動
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

ロ　

集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
務　

集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
務
に
つ
い
て
、
投
資
家
団
体
主
導
の
場
合
、
任
意
の
投
資

家
グ
ル
ー
プ
が
行
動
す
る
場
合
に
大
別
さ
れ
る
。
英
国
ロ
ン
ド
ン
を
み
る
と
、
投
資
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
関
係
が
強
く
、
多
く
の
非

公
式
の
グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
、
任
意
の
投
資
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
活
発
に
行
わ
れ
る
。
投
資
家
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
方
法
は
、
事
案
毎
に
期
間
に
応
じ
て
相
違
が
あ
る
。
短
期
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
は
リ
ー
ド
・

ス
ポ
ン
サ
ー
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い（（1
（

。
一
年
超
の
長
期
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（（2
（

は
毎
年
リ
ー
ダ
ー
が
変
わ
っ
た
が
、
定
期
的
会
合
な
ど

投
資
家
側
に
努
力
が
必
要
と
な
る
。

　

英
国
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
企
業
側
の
対
応
は
、
報
酬
制
度
変
更
等
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
重

要
問
題
に
つ
い
て
、
報
酬
委
員
長
等
の
職
に
あ
る
独
立
取
締
役
が
主
要
株
主
と
面
会
す
る
こ
と
も
あ
る
。
重
要
で
は
な
い
問
題
に
は
カ
ン

パ
ニ
ー
・
セ
ク
レ
タ
リ
ー
が
対
処
す
る
。
報
酬
問
題
で
は
、
株
主
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
主
要
機
関
株
主
を
集
め
て
会
議
を
開
催

す
る
等
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
効
果
は
小
規
模
運
用
会
社
に
お
い
て
大
き
く
、
規
模

の
小
さ
い
運
用
会
社
は
投
資
先
企
業
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
で
き
ず
、
情
報
も
得
ら
れ
な
い
た
め
、
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
参
加
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
。
反
面
で
は
、
一
部
投
資
家
に
よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
（
た
だ
乗
り
）
問

題
も
指
摘
さ
れ
る
。

ハ　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
我
が
国
の
金
融
持
株
会
社
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー　

私
見
で
あ
る
が
、
米
国
型
の
取
締
役
会
内
部
委
員

会
の
中
で
、
報
酬
委
員
会
等
の
関
連
は
非
該
当
と
な
る
も
の
の
、
指
名
委
員
会
関
連
は
共
同
行
動
に
当
た
る
と
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
の
制
約
に
服
す
る
。
当
然
な
が
ら
原
則
５
の
協
働
原
則
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
適
用
が
な
さ
れ
る
。
必
要



六
〇

が
あ
れ
ば
、
機
関
投
資
家
が
公
式
・
非
公
式
の
集
団
形
成
に
よ
っ
て
他
の
機
関
投
資
家
な
ど
と
協
調
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
種
の
外
部
か

ら
の
役
員
人
事
介
入
と
も
い
え
る
。
我
が
国
で
は
、
こ
の
協
働
原
則
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
〇
一
四
年
四
月
み
ず
ほ
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
が
委
員
会
設
置
会
社
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る
場
合
、
指
名
委
員
会

委
員
全
員
を
社
外
取
締
役
で
構
成
し
、
委
員
長
は
旧
富
士
銀
行
の
有
力
企
業
の
元
経
営
ト
ッ
プ
を
招
聘
し
て
い
る
。
見
方
に
よ
れ
ば
、
他

の
指
名
委
員
会
委
員
と
も
共
同
し
て
、
事
実
上
の
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
有
力
株
主
た
る
機
関
投
資
家
の
善
意
か
つ
良
識

あ
る
影
響
力
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
一
方
で
、
報
酬
委
員
会
委
員
長
は
元
最
高
裁
判
事
の
弁
護
士
が
就
い
て
い

る
が
、
不
正
融
資
事
案
が
改
革
の
発
端
で
あ
る
だ
け
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
襟
を
正
す
べ
く
、
法
曹
出
身
者
に
委
員
長
職
を
委
ね
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
外
部
干
渉
は
、
む
し
ろ
排
除
す
る
方
向
性
で
あ
ろ
う
。
二
つ
の
委
員
会
共
に

役
員
の
昇
進
、
報
酬
の
査
定
で
あ
り
、
内
部
の
逐
年
の
業
績
の
集
大
成
と
し
て
の
総
合
評
価
で
り
、
月
一
回
程
度
の
出
社
で
複
雑
な
金
融

業
務
に
も
精
通
し
て
い
な
い
社
外
取
締
役
に
は
荷
が
重
い
面
が
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
な
ど
の
社
内
出
身
者
の
取
締
役

兼
務
者
が
少
数
な
が
ら
委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
ソ
ニ
ー
な
ど
で
は
指
名
委
員
会
に
力
点
を
入
れ
、
従
前
よ
り
社
内

出
身
者
も
含
め
つ
つ
法
定
最
低
数
三
名
を
大
き
く
上
回
る
七
名
で
構
成
し
て
い
る
。
業
況
不
振
に
呻
吟
す
る
近
時
の
ソ
ニ
ー
の
改
革
は
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
二
つ
の
主
旨
の
内
、
経
営
の
妥
当
性
・
効
率
性
向
上
が
主
眼
で
あ
り
、
対
し
て
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
改
革
は
健
全
性
で
あ
る
違
法
性
排
除
が
主
目
的
で
あ
る
と
い
え
、
事
実
、
メ
ガ
バ
ン
ク
三
行
は
近
時
最
高
利
益
の
更

新
を
す
る
な
ど
業
績
面
の
問
題
は
な
い
。
違
法
性
排
除
に
関
し
て
は
、
経
営
判
断
原
則
の
適
用
は
な
い
と
さ
れ
、
こ
の
点
か
ら
も
経
営
業

績
面
の
精
通
よ
り
も
、
違
法
性
排
除
の
専
門
家
が
報
酬
委
員
長
と
な
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
他
の
報
酬
委
員
会
委
員
の
構
成

は
、
日
立
製
作
所
の
前
会
長
、
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
名
誉
顧
問
で
あ
り
、
報
酬
査
定
に
関
し
て
は
十
分
な
意
見
を
述
べ
う
る
人
材
が
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六
一

揃
っ
て
お
り
、
ま
た
大
株
主
と
し
て
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
え
な
く
も
な
い
。

６
．
原
則
６
関
係
に
つ
い
て
―
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
内
部
統
制
に
関
す
る
保
証
報
告
―　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
の
原
則
６
に
つ
い
て
、
機
関
投
資
家
は
、
議
決
権
行
使
と
議
決
権
行
使
活
動
の
開
示
に
つ
い
て
の
明
確
な
方
針
を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
、

と
し
て
お
り
、
内
容
と
し
て
保
証
報
告
書
が
あ
る
。
公
認
会
計
士
の
監
査
よ
り
、
簡
素
で
平
易
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
自
ら
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
議
決
権
行
使
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
独
立
し
た
意
見
を
取
得
す
る
。
保
証
報
告
書
を
取
得
す
る

場
合
、
そ
の
旨
を
開
示
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
英
国
で
は
利
用
さ
れ
ず
、
機
能
し
て
い
な
い
と
さ
れ
、
日
本
版
コ
ー
ド
で
も
同
制
度
は
取

り
入
れ
て
い
な
い
。

７
．
原
則
７
関
係
に
つ
い
て　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
原
則
７
に
つ
い
て
、
当
該
項
目
は
日
本
版
コ
ー
ド
独
自
の
も

の
で
あ
り
、
コ
ー
ド
を
教
育
的
・
啓
蒙
的
な
水
準
ま
で
引
き
上
げ
よ
う
と
い
う
試
み
が
伺
え
る
。
英
国
コ
ー
ド
に
お
い
て
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
に
よ
り
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
向
上
す
る
の
は
、
対
話
の
対
象
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と

さ
れ
、
コ
ー
ド
は
機
関
投
資
家
等
が
自
己
の
役
割
を
再
考
す
る
た
め
の
触
媒
で
あ
る
と
称
さ
れ
る
。
英
国
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
コ
ー
ド
が
存
在
す
る
が
、
我
が
国
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
補
完
機
能
を
果
た
し
て
い
る

も
の
と
も
い
え
よ
う
か
。

８
．
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
とCom

ply or Explain

の
交
錯

⑴　

プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
とCom

ply or Explain　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・
ア

プ
ロ
ー
チ
（
細
則
主
義
）
に
慣
れ
て
き
た
我
が
国
に
お
い
て
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（
原
則
主
義
）
を
採
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
そ
の
意
義
は
、
抽
象
的
な
プ
リ
ン
シ
プ
ル
（
原
則
）
に
つ
い
て
、
趣
旨
・
精
神
を
確
認
・
共
有
し
、
各
自
が
形
式
的
文
言
・
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記
載
で
な
く
、
趣
旨
・
精
神
に
照
ら
し
て
真
に
適
切
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
あ
り
、
機
関
投
資
家
が
コ
ー
ド
を
踏
ま
え
て
行
動
す
る

に
当
た
り
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意
義
を
十
分
に
踏
ま
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
（
前
文
10
）（

（2
（

。

　

両
者
の
組
み
合
わ
せ
は
一
見
す
る
と
規
制
の
仕
方
と
し
て
は
緩
い
感
が
あ
る
が
、
詳
細
を
ル
ー
ル
と
し
て
規
定
す
る
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
・

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
自
ら
判
断
せ
ず
、
決
め
ら
れ
た
細
則
を
遵
守
（
ボ
ッ
ク
ス
・
チ
ェ
ッ
キ
ン
グ
）
し
て
形
式
を
満
た
す
こ
と
で
済
む
も
の
と

も
い
え
る
。
日
本
版
コ
ー
ド
で
は
受
入
れ
を
表
明
し
た
機
関
投
資
家
は
、
形
式
的
な
文
言
・
記
載
で
な
く
、
趣
旨
・
精
神
に
照
ら
し
て
真

に
適
切
か
否
か
（
前
文
10
）
を
自
ら
が
判
断
す
る
責
任
が
課
さ
れ
る
。
原
則
を
実
施
し
な
い
場
合
は
、
実
施
し
な
い
原
則
に
係
る
自
ら
の

対
応
に
つ
い
て
、
顧
客
・
受
益
者
の
理
解
が
十
分
に
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
（
前
文
12
）
で
あ
り
、
そ
の
状
況
は
金
融
庁
が
、
一
覧

性
の
あ
る
形
で
公
表
（
前
文
14
）
す
る
こ
と
等
を
通
じ
、
可
視
化
（
前
文
14
）
さ
れ
、
顧
客
・
受
益
者
を
含
む
市
場
評
価
・
判
断
に
委
ね
ら

れ
る
。
即
ち
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
とCom

ply or Explain

の
組
み
合
わ
せ
は
、
金
融
庁
が
情
報
の
媒
介
と
な
り
、

機
関
投
資
家
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
責
任
の
遂
行
を
市
場
原
理
で
競
い
合
わ
せ
る
と
い
う
機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
実
質
的
に
厳

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
な
ろ
う
。

⑵　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
補
完
の
試
み　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
一
九
九
八
年
策
定
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
統
合
規
範（（2
（

か
ら
枝
分
か
れ
し
、
企
業
経
営
陣
に
関
し
て
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
分
離
し

た
後
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
存
在
す
る（（2
（

。
こ
の
た
め
、
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
英
国
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
触
れ
る
個
所
が
あ
る
。
我
が
国
で
は
、
東
証
上
場
会
社
向
け
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則

は
あ
る
が
、Com

ply or Explain

は
適
用
さ
れ
ず
、
海
外
か
ら
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
原
則
で
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
設
定
を
提
案
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る（（2
（

。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
、
企
業
の
責
務
を
、
経
営
の
基
本
方
針
や
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業
務
執
行
に
関
す
る
意
思
決
定
を
行
う
取
締
役
会
が
、
経
営
陣
に
よ
る
執
行
を
適
切
に
監
督
し
つ
つ
、
適
切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
責
務
（
前
文
５
）
と
定
義
し
、
企
業
側
の
こ
う
し
た
責
務
と
本
コ
ー
ド
に
定
め
る
機
関
投

資
家
の
責
務
と
は
、
車
の
両
輪
で
あ
り
、
両
者
が
適
切
に
相
ま
っ
て
質
の
高
い
企
業
統
治
が
実
現
さ
れ
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
と
顧
客
・

受
益
者
の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（
前
文
５
）
と
明
記
し
て
お
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
存
在
し
な
い
点
を
補
充
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

英
国
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
同
様
の
定
義
と
し
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
議
決
権
の
行
使
の
み
を
意
味
し

な
い
こ
と
（
前
文
６
）、
資
産
運
用
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
と
資
産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
で
は
期
待
さ
れ
る
役
割
が
異
な
る
こ

と
（
前
文
７
）、
我
が
国
上
場
株
式
に
投
資
す
る
機
関
投
資
家
（
海
外
機
関
投
資
家
も
対
象
）、
機
関
投
資
家
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
る
議

決
権
行
使
助
言
会
社
等
が
コ
ー
ド
の
対
象
で
あ
る
こ
と
（
前
文
８
）
等
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
、
英
国
に
お
い
て
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
連
関
性
を

有
し
て
補
完
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
我
が
国
で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
を
取
り
入
れ
て
い
な
い
た
め
、
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
独
立
し
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
英
国
版
と
異
な
る
独
自
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。

第
四
章　

日
本
版
コ
ー
ド
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
法
的
考
察
な
ら
び
に
実
践

１
．
金
融
商
品
取
引
法
の
大
量
保
有
報
告
制
度
―
重
要
提
案
行
為
と
投
資
先
企
業
の
対
話
―　

日
本
版
コ
ー
ド
は
、
機
関
投
資
家
に
対
し

投
資
先
企
業
の
間
で
建
設
的
な
対
話
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
各
機
関
投
資
家
は
投
資
先
企
業
と
の
対
話
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
本
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
主
体
的
な
取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。
対
話
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
既
存
の
法
制
度
と
の
関
係
で
疑
義
が
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生
じ
な
い
よ
う
に
法
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
も
整
理
が
必
要
と
指
摘
も
さ
れ
、
大
量
保
有
報
告
制
度
、
公
開
買
付
制
度
等
に
係
る
法
的
論

点
に
つ
い
て
解
釈
の
明
確
化
が
図
ら
れ
て
い
る（（2
（

。

　

大
量
保
有
報
告
制
度
で
は
、
大
量
保
有
報
告
書
の
提
出
頻
度
、
期
限
等
を
緩
和
す
る
特
例
報
告
制
度（（2
（

が
設
け
ら
れ
、
機
関
投
資
家
の
多

く
が
利
用
し
て
い
る
。
大
量
保
有
報
告
制
度
の
趣
旨
を
損
な
う
よ
う
な
利
用
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
株
券
等
保
有
者
が
投
資
先
企
業
に

対
し
て
重
要
提
案
行
為
を
行
う
場
合
は
利
用
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
機
関
投
資
家
が
投
資
先
企
業
と
対
話
を
行
う
場
合
、
具
体
的
に
い
か

な
る
行
為
が
重
要
提
案
行
為
に
該
当
す
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
が
さ
れ
て
い
た（（2
（

。

　

発
行
者
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
た
場
合
に
株
主
が
受
動
的
に
自
身
の
意
見
を
陳
述
す
る
行
為
、
発
行
者
が
主
体
的
に
設
定
し
た
株
主
と

の
対
話
の
場
面
（
決
算
報
告
会
、
Ｉ
Ｒ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
ス
モ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
含
む
））
に
お
け
る
意
見
陳
述
等
は
、
株
主
の
意
見
を
聴

取
し
参
考
に
す
る
べ
く
、
自
社
業
績
や
戦
略
等
に
つ
い
て
対
話
を
通
じ
株
主
の
理
解
を
深
め
支
持
を
得
る
な
ど
の
発
行
者
の
主
体
的
意
思

に
基
づ
く
要
請
な
ら
び
に
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
重
要
提
案
行
為
に
該
当
す
る
可
能
性
は
低
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

２
．
公
開
買
付
制
度
―
大
量
保
有
報
告
制
度
に
お
け
る
共
同
保
有
者
・
公
開
買
付
制
度
に
お
け
る
特
別
関
係
者
と
他
の
投
資
家
と
の
協
調

行
動
―　

大
量
保
有
報
告
制
度
・
公
開
買
付
制
度
で
は
、
株
券
等
の
保
有
割
合
・
所
有
割
合
を
算
出
す
る
に
お
い
て
、
他
の
投
資
家
と
共

同
し
て
株
主
と
し
て
の
議
決
権
そ
の
他
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
合
意
し
て
い
る
者
の
保
有
分
・
所
有
分
を
共
同
保
有
者
・
特
別
関
係

者
と
し
て
合
算
対
象
と
す
る
た
め
、
機
関
投
資
家
が
他
の
投
資
家
と
協
調
し
て
個
別
投
資
先
企
業
に
対
し
行
動
を
起
こ
す
場
合
、
い
か
な

る
場
合
に
共
同
し
て
株
主
と
し
て
の
議
決
権
そ
の
他
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
を
合
意
し
て
い
る
者
に
該
当
す
る
か
、
具
体
的
に
明
確
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
共
同
す
る
株
主
と
し
て
の
議
決
権
そ
の
他
の
権
利
と
は
議
決
権
、
株
主
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提
案
権
、
議
事
録
・
帳
簿
閲
覧
権
、
役
員
等
に
対
す
る
責
任
追
及
訴
訟
の
提
訴
請
求
権
な
ど
株
主
と
し
て
の
法
令
上
の
権
利
を
指
し
、
そ

れ
以
外
の
株
主
と
し
て
の
一
般
的
行
動
に
つ
い
て
の
合
意
に
過
ぎ
な
い
場
合
は
、
基
本
的
に
当
該
合
意
の
相
手
方
で
あ
る
他
の
投
資
家
は

共
同
保
有
者
に
該
当
し
な
い
旨
が
示
さ
れ
て
い
る
。

３
．
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
等
―
未
公
表
の
重
要
事
実
と
投
資
先
企
業
と
の
対
話
―　

イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
等
（
情
報
伝
達
・
取

引
推
奨
規
制
を
含
む
）
に
関
し
て
、
企
業
側
の
立
場
か
ら
、
機
関
投
資
家
に
未
公
表
の
重
要
事
実
を
伝
達
す
れ
ば
情
報
伝
達
・
取
引
推
奨
規

制
に
抵
触
す
る
怖
れ
が
あ
る
こ
と
、
機
関
投
資
家
の
立
場
か
ら
、
企
業
か
ら
未
公
表
の
重
要
事
実
を
受
領
し
当
該
事
実
の
公
表
前
に
売
買

を
行
う
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
抵
触
す
る
怖
れ
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
回
避
の
た
め
対
話
に
お
い
て
未
公
表
の
重
要
事
実
を
伝

達
あ
る
い
は
受
領
し
な
い
と
す
れ
ば
踏
み
込
ん
だ
対
話
が
行
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
さ
れ
、
通
常
の
場
合
に
は
重
要
事
実
の
公

表
前
に
機
関
投
資
家
に
売
買
等
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
他
人
で
あ
る
機
関
投
資
家
に
利
益
を
得
さ
せ
る
等
の
目
的
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
、

基
本
的
に
情
報
伝
達
・
取
引
推
奨
規
制
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
規
制
が
あ
る
こ
と
を
ロ
実
に
、
企
業
側
が
対
話
を

拒
絶
す
る
対
応
は
法
の
想
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
機
関
投
資
家
が
投
資
先
企
業
と
の
対
話
に
お
い
て
未
公
表
の
重
要
事

実
を
受
領
す
る
こ
と
に
つ
き
、
基
本
的
に
は
慎
重
に
考
え
る
べ
き
と
し
、
投
資
先
企
業
と
の
特
別
な
関
係
等
に
基
づ
き
未
公
表
の
重
要
事

実
を
受
領
す
る
場
合
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
関
す
る
抵
触
防
止
措
置
を
講
じ
た
上
で
対
話
に
臨
む
べ
き
と
い
う
考
え
方
を
示
し
て

お
り
、
日
本
版
コ
ー
ド
（
原
則
４
）
も
同
旨
の
記
載
が
さ
れ
る
。

４
．
機
関
投
資
家
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
分
担　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
は
機
関
投
資
家
、
投
資
先
企
業
、

顧
客
・
受
益
者
が
相
互
に
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
機
関
投
資
家
内
の
役
割
分
担
と
し
て
、
日
々
の
対
話
は
資
産
運
用
者

と
し
て
の
機
関
投
資
家
が
行
い
、
最
終
受
益
者
に
接
近
し
た
資
産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
は
資
産
運
用
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
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の
行
動
を
通
じ
て
寄
与
を
期
待
す
る
と
い
う
現
実
的
な
提
案
が
さ
れ
る
（
前
文
７
）。
そ
の
上
で
、
資
産
保
有
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
は

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
べ
く
基
本
的
方
針
を
示
す
こ
と
、
資
産
運
用
者
と
し
て
の
機
関
投
資
家
に
対
す
る
コ
ー
ド
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
評
価
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

５
．
コ
ス
ト
負
担　

コ
ス
ト
負
担
の
問
題
は
、
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
形
骸
化
を
防
止
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
り
、

機
関
投
資
家
と
顧
客
・
受
益
者
に
お
い
て
投
資
の
た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
と
し
て
の
認
識
の
共
有
化
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
前
文
７
）。
実

際
の
対
応
と
し
て
は
、
他
の
投
資
家
と
の
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
や
そ
の
た
め
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る
コ
ス
ト
分
担
（
原
則
７
指
針
３
）、

二
〇
一
二
年
七
月
英
国
ケ
イ
報
告
（K

ay Review

）
が
提
言
す
る
集
中
型
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
よ
り
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
対
し
支
払
わ

れ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
引
き
上
げ
る
こ
と（（2
（

が
想
定
さ
れ
よ
う
。

６
．
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
の
仕
様　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
、
海
外
投
資
家
に
つ
い
て
意
識
し
、
日
本
の
上
場
株
式
に

投
資
す
る
機
関
投
資
家
を
念
頭
に
置
き
（
前
文
８
）、
定
義
付
け
に
つ
い
て
も
丁
寧
な
説
明
と
共
に
グ
ロ
ー
バ
ル
慣
行
を
活
用
し
、
内
外
双

方
に
向
け
た
発
信
力
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。
我
が
国
の
実
状
を
考
慮
し
て
独
自
性
追
求
の
あ
ま
り
、
形
骸
化
に
陥
る
こ
と
を
懸
念
し
て

い
る
。

７
．
定
期
的
見
直
し
と
形
式
主
義
防
止　

陳
腐
化
、
形
骸
化
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
前
文
一
五
に
お
い
て
定
期
的
な
見
直
し
に
関
す
る
記

載
が
な
さ
れ
、
見
直
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
予
め
可
視
化
し
、
実
務
的
に
も
有
効
な
手
段
と
い
え
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
効
果
に
つ

い
て
は
定
量
評
価
が
難
し
く
、
機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
欠
如
し
が
ち
で
あ
る
。
定
量
化
に
こ
だ
わ
れ
ば
形
式
主
義

に
陥
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
本
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
評
価
に
つ
い
て
、
評
価
す
る
主
体
、
対
象
と
も
に
説
明
責
任
と
判
断
が
問

わ
れ
る
。
機
関
投
資
家
は
安
易
な
形
式
主
義
は
認
め
ら
れ
ず
、
適
切
に
評
価
す
る
実
力
を
備
え
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

六
七

８
．
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
委
託
者
の
評
価
・
選
別
、
利
益
相
反
と
受
益
者
―　

資
産
運
用
者
と
し

て
の
機
関
投
資
家
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
委
託
者
の
資
産
保
有
者
で
あ
る
機
関
投
資
家
が
評
価
・
選
別
を
行
う
。
評
価
が
形
式
主
義
に
堕
す

こ
と
な
く
、
利
益
相
反
の
発
生
を
前
提
に
顧
客
・
受
益
者
の
利
益
を
第
一
と
す
る
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
か
（
原
則
２
指
針
２
）

も
含
め
、
短
期
的
視
点
の
み
に
偏
ら
ず
、
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
評
価
（
前
文
７
）、
知
見
の
構
築
が
望
ま
れ
る
。
適
切
な
評
価
と
選

別
、
自
発
的
な
事
後
検
証
を
踏
ま
え
て
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
改
善
が
進
む
こ
と
に
繋
が
る
。
機
関
投
資
家
と
企

業
が
両
輪
（
前
文
５
）
と
な
り
、
経
済
全
体
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
好
循
環
の
実
現
に
よ
り
企
業
価
値
向
上
と
持
続
的
成
長
が
促
進
さ
れ
、

顧
客
・
受
益
者
の
中
長
期
的
な
投
資
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
機
関
投
資
家
の
役
割
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

第
五
章　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
今
後
の
問
題
点
の
考
察

１
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
問
題
点
の
考
察　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
全
体
的
な
問
題
点
と
し
て
、
①

株
主
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
対
す
る
消
極
的
評
価
が
あ
り
、
実
証
研
究
で
は
結
論
は
一
致
し
な
い
。
経
営
者
に
対
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

る
株
主
が
経
営
の
欠
陥
に
対
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
機
能
が
あ
る
こ
と
自
体
を
評
価
す
る
向
き
も
あ
り
、
株
式
保
有
の
形
態
と
し
て
分
散
・

集
中
保
有
、
間
接
保
有
証
券
の
形
態
・
態
様
な
ど
に
依
存
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
②
議
決
権
行
使
の
パ
タ
ー
ン
が
必
ず
し
も
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
心
事
と
相
関
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（（2
（

。

　

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
効
率
性
を
欠
き
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
コ
ス
ト
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
比
較
で
多
数
の
会
社
の
株
式
を
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
に
組
み
込
む
機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
に
係
る
コ
ス
ト
が
大
き
い
。
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
の
問

題
も
あ
り
、
運
用
機
関
に
よ
る
経
営
へ
の
過
度
の
関
与
、
一
律
の
方
針
に
よ
る
形
式
的
議
決
権
行
使
も
問
題
視
が
さ
れ
る（（3
（3
（3
（

。
フ
リ
ー
ラ
イ



六
八

ド
に
関
し
て
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
機
関
投
資
家
の
間
で
既
に
裁
定
が
働
き
つ
つ
あ
り
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
機
能
が

発
揮
さ
れ
る
条
件
が
整
っ
て
き
た
と
す
る
報
告
も
さ
れ
て
い
る
。

２
．Com

ply or Explain

ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
点　

Com
ply or Explain

（
遵
守
せ
よ
、
さ
も
な
け
れ
ば
説
明
せ
よ
）
ア
プ
ロ
ー
チ
の
意

義
に
関
し
て
は
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
で
あ
り
、
①
原
則
と
し
て
の
行
動
規
範
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
の
多
様
性
・
個
別
性
に
対
応
が
可
能
と
な
る
こ
と
、
②
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
密
着
し
た
規
範
の
定
立
と
見

直
し
が
で
き
、
実
務
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
図
れ
る
こ
と
、
③
開
示
・
説
明
に
よ
る
透
明
性
の
確
保
、
④
適
用
範
囲
に
つ
い
て
も
柔
軟

性
を
確
保
し
得
る
こ
と
、
⑤
定
期
的
か
つ
柔
軟
な
見
直
し
、
⑥
法
的
拘
束
力
の
あ
る
規
範
と
し
て
は
定
立
困
難
な
事
項
を
対
象
と
し
う
る

こ
と
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

か
か
るCom

ply or Explain

ア
プ
ロ
ー
チ
の
問
題
点
と
し
て
、
①
有
効
性
に
乏
し
く
、
説
明
に
よ
り
十
分
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い

な
い
と
す
る
批
判
（
二
〇
〇
九
年RiskM

etrics Group

）
が
出
さ
れ
る（（3
（

。

　

Com
ply or Explain

ア
プ
ロ
ー
チ
を
指
示
し
つ
つ
も
、
実
証
研
究
の
結
果
、
必
ず
し
も
有
効
に
機
能
し
て
お
ら
ず
、
遵
守
し
な
い
理

由
の
過
半
数
が
説
明
不
十
分
で
有
用
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
批
判
、
提
供
さ
れ
た
説
明
を
投
資
家
が
十
分
居
理
解
し
て
評

価
で
き
る
か
と
い
う
疑
問
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
。
②
対
象
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
海
外
投
資
家
は
含
ま
れ
て
い
る
か
、
最
終
投
資
家

の
声
は
反
映
さ
れ
た
か
、
国
内
機
関
投
資
家
に
限
定
す
る
根
拠
は
十
分
か
、
等
が
出
さ
れ
る
が
、
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
で
は
、
海
外
投
資
家
も
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
株
式
保
有
形
態
に
つ
い
て
は
我
が
国
の
法
制
度
上
の
株
式
振
替
制
度
に

お
い
て
直
接
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
③
株
主
以
外
の
利
害
関
係
者
を
会
社
と
の
対
話
か
ら
排
除
し
て
い
る
こ
と
、
④
最

終
投
資
家
と
会
社
の
間
に
仲
介
機
関
が
介
在
す
る
シ
ス
テ
ム
の
複
雑
化
・
肥
大
化
に
よ
る
株
主
と
会
社
の
対
話
の
困
難
化
（
所
有
と
所
有



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

六
九

の
分
離
）
が
問
題
点
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

３
．
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
日
本
型
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
概
要
、
問
題
点
な
ど
を
み
て
き
た
が
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
は
対
話
の
新
し
い
枠
組
み
の
確
立
で
あ
り
、
日
本
型
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
の
我
が
国
に
適
合
し
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
ス
タ
イ
ル
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
る（（3
（

。

　

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
株
主
に
よ
る
議
決
権
行
使
を
前
提
に
し
た
発
行
会
社
の
経
営
陣
と
株
主
と
の
対
話
で
あ

り
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
な
い
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
意
思
決
定
の
主
体
で
あ
る
経
営
陣
に
対
す
る
交
渉
力
の
確
保
が
議
決
権
行
使
の
目

的
と
な
る
。
交
渉
の
緊
張
感
の
中
で
対
話
を
進
め
る
の
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
い
え
る
。
歴
史
的
に
は
、
英
国
の
主
要
機
関
投
資
家
に

よ
る
発
行
会
社
の
経
営
陣
へ
の
働
き
か
け
を
指
し
、
強
い
株
主
権
限
や
特
有
の
株
式
保
有
構
造
を
背
景
に
主
要
機
関
投
資
家
が
大
き
な
交

渉
力
を
有
し
て
い
た
。
英
国
に
お
け
る
成
立
条
件
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
状
況
を
み
る
と
、
①
株
主
の
強
い
法
的
権
限
が
あ

り
、
強
力
な
取
締
役
選
解
任
権
、
株
主
提
案
権
を
持
ち
、
こ
の
た
め
取
締
役
は
罷
免
の
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
て
い
た
。
②
株
式
保
有
と
運
用

の
集
中
化
が
あ
り
、
主
要
機
関
投
資
家
で
あ
る
保
険
会
社
、
年
金
、
投
信
が
株
式
の
半
分
以
上
を
保
有
し
、
委
託
先
の
運
用
会
社
も
国
内

数
十
社
に
集
中
化
し
て
い
た
。
③
緊
密
な
投
資
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
存
在
が
あ
り
、
意
見
の
集
約
化
・
共
同
歩
調
が
容
易
で
、
こ
れ

を
支
え
る
法
制
度
も
存
在
し
て
い
た
。
④
株
主
価
値
を
強
調
す
る
資
本
市
場
の
文
化
も
背
景
に
あ
る
。
も
っ
と
も
英
国
で
は
一
九
九
〇
年

代
後
半
以
降
、
株
式
保
有
構
造
が
変
化
し
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
国
内
機
関
投
資
家
・
運
用
会
社
の
保
有
割
合
が
低
下
し
、
外
国

投
資
家
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
等
の
保
有
比
率
が
上
昇
し
た
た
め
、
主
要
機
関
投
資
家
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
支
え
て
い
た
条
件
が

崩
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

　

我
が
国
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
条
件
を
検
討
す
る
と
、
③
、
④
の
条
件
が
不
十
分
で
あ
り
、
こ
の
た
め
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト



七
〇

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
法
制
面
整
備
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
資
源
投
入
、
機
能
す
る
た
め
の
対
話
フ
ォ
ー

ラ
ム
構
築
な
ど
で
あ
る
。
建
設
的
対
話
を
促
進
し
、
資
本
市
場
の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
、
発
行
会
社
の
ト
ッ
プ
主
導
の
決
断
・
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
重
要
と
な
る
。
出
資
者
の
不
安
・
懸
念
を
軽
減
す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
、
情
報
発
信
強
化
の
問
題
意
識
も
必
要
と
な
る
。

差
別
化
の
機
会
と
位
置
づ
け
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
投
資
家
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
図
り
、
機
関
投
資
家
は
情
報
発
信
を
助
る
こ
と
が
で
き
る
。
企

業
側
は
Ｓ
Ｒ
（Shareholder Relations

株
主
対
策
）
と
Ｉ
Ｒ
（Investor Relations

投
資
家
対
策
）
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

上
場
会
社
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ
と
Ｉ
Ｒ
の
連
携
・
融
合
に
つ
き
、
Ｓ
Ｒ
の
視
点
の
み
に
拠
る
こ
と
で
議
案
に
関
係
の
な
い
開
示
に
及
び
腰
に

な
ら
ず
、
縦
軸
の
Ｉ
Ｒ
視
点
を
活
か
し
て
自
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
全
体
像
を
積
極
的
に
打
ち
出
し
、
株
主
・
投
資
家
の
理

解
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
、
議
案
賛
成
率
の
み
な
ら
ず
市
場
評
価
に
対
す
る
積
極
的
な
影
響
も
期
待
で
き
る
と
さ
れ
る（（3
（

。

第
二
部　

英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
系
譜
と
非
業
務
執
行
取
締
役
な
ど
の
考
察

第
一
章　

英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
系
譜
と
非
業
務
執
行
取
締
役

１
．
非
業
務
執
行
役
員
の
役
割
の
考
察

⑴　

非
業
務
執
行
役
員
の
役
割
と
分
担　

英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
従
前
の
転
換
点
と
な
る
も
の
を
検

討
し
、
最
新
版
で
あ
る
二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
コ
ー
ド
を
み
て
い
き
た
い
。

　

我
が
国
の
二
〇
一
四
年
六
月
改
正
会
社
法
に
お
け
る
監
査
等
委
員
会
制
度
導
入
に
つ
い
て
、
英
国
型
の
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）

を
念
頭
に
置
き
、
今
後
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
進
め
る
場
合
、
社
外
役
員
を
含
む
非
業
務
執
行
役
員
の
役
割
の
考
察
が



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

七
一

重
要
と
な
る（（3
（

。
社
外
性
で
な
く
、
非
業
務
執
行
性
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
、
問
題
点
の
指
摘
を
行
う
。
英
国
で

は
、
非
業
務
執
行
取
締
役
と
す
る
場
合
、
専
ら
社
外
取
締
役
を
念
頭
に
置
く
が
、
こ
こ
で
は
非
業
務
執
行
役
員
に
つ
い
て
は
社
外
取
締
役

の
み
な
ら
ず
、
非
業
務
執
行
の
社
内
取
締
役
、
社
外
取
締
役
お
よ
び
我
が
国
の
監
査
役
を
含
む
広
い
概
念
と
し
て
検
討
を
深
め
る
。

　

社
外
取
締
役
を
含
む
非
業
務
執
行
役
員
が
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
、
特
に
社
外
取
締
役
を
活
用
し
実
効
的
な
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
す
る
上
で
、
非
業
務
執
行
役
員
は
業
務
執
行
に
対
す
る
監
督
を
担
う
機
関
に
属
す
る
者
で
あ
り
、
健
全

で
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
は
業
務
執
行
を
担
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
が
責
務
を
適
正
に
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
非
業
務
執
行
役

員
を
含
む
監
督
機
関
の
あ
り
方
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
と
の
役
割
分
担
に
留
意
し
た
上
で
整
理
が
必
要
で
あ
る
。

　

検
討
課
題
と
し
て
は
、
①
社
外
役
員
を
含
む
非
業
務
執
行
役
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
そ
れ
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
監
査
役

会
設
置
会
社
の
場
合
、
ⅰ
社
外
役
員
を
含
む
非
業
務
執
行
役
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
が
あ
り
、
会
社
役
員
は
、
業
務
執
行
を
行
う
業
務
執

行
役
員
と
業
務
執
行
役
員
に
対
し
て
監
督
の
役
割
を
担
う
非
業
務
執
行
役
員
（
社
内
取
締
役
、
社
外
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
）
と
に
峻
別
で
き

る
こ
と
の
整
理
が
求
め
ら
れ
る
。
社
内
取
締
役
は
、
所
管
事
項
以
外
に
つ
い
て
は
取
締
役
会
の
構
成
員
と
し
て
他
の
業
務
執
行
取
締
役
を

監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
場
合
は
非
業
務
執
行
役
員
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
社
外
役
員
と
非
業
務

執
行
役
員
の
役
割
の
関
係
が
検
討
課
題
と
な
る
。
ま
た
非
業
務
執
行
役
員
が
監
督
に
お
い
て
果
た
す
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
る
も
の
は
何

か
執
行
の
利
益
相
反
行
為
の
チ
ェ
ッ
ク
、
平
時
の
経
営
判
断
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
能
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
役
割
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
さ

れ
る
。
ⅱ
非
業
務
執
行
役
員
の
中
で
監
査
役
と
取
締
役
と
の
役
割
分
担
が
問
題
と
な
る
。
③
監
査
役
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
分
担

も
問
題
と
な
る
。
非
業
務
執
行
役
員
の
中
で
、
社
外
取
締
役
と
社
外
監
査
役
の
役
割
分
担
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
④
企
業
の
態
様
に
応

じ
た
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
が
論
点
と
な
り
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
に
つ
い
て
企
業
の
置
か
れ
た
状
況
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う



七
二

な
相
違
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
が
検
討
さ
れ
る
。
⑤
非
業
務
執
行
役
員
の
人
選
も
問
題
と
な
る
。
⑥
非
業
務
執
行
役
員
の
役
割
を

支
え
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
非
業
務
執
行
役
員
が
役
割
を
全
う
す
る
た
め
に
有
効
な
企
業
シ
ス
テ
ム
・
企
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
具

体
的
に
い
か
な
る
も
の
が
考
え
ら
れ
る
か
、
が
検
討
さ
れ
る
。
⑦
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
自
主
性
と
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
る
べ

き
と
こ
ろ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
実
現
の
た
め
の
方
向
性
、
必
要
な
方
策
に
つ
い
て
考
察
が
必
要
と
な
る
。

⑵　

英
国
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
お
よ
び
有
効
性
―
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
―　

上
記
の
検
討
を
行
う
上
で
、
米
国
型
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
モ
デ
ル
と
も
異
な
り
、
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
親
和
性
を
有
す
る
と
も
い
わ
れ
る
英
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
お
け
る
非

業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
お
よ
び
有
効
性
の
議
論
を
み
て
い
き
た
い
。
具
体
的
に
は
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の

役
割
お
よ
び
有
効
性
に
関
す
る
検
討
が
参
考
と
な
る（（3
（

。

　

英
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
お
い
て
は
、Com

ply or Explain

規
定
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
全
般
に
及
ぶ
通
則
と
し

て
機
能
し
て
お
り
、
同
規
定
の
適
用
対
象
と
な
る
最
善
慣
行
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
の
系
譜
を
み
る
と（（3
（

、
①
一
九
九
二
年
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
報
告
書
（
発
案
者
は
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
（
Ｌ
Ｓ
Ｅ
）、
財

務
報
告
評
議
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
））
は
、
財
務
の
透
明
性
の
確
保
（
監
査
委
員
会
の
設
置
、
会
計
監
査
）、
最
善
の
行
為
規
範
の
順
守
（
取
締
役
会
の
役
割
、

社
外
取
締
役
の
選
任
、
機
関
株
主
）
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
②
一
九
九
五
年
グ
リ
ー
ン
ブ
リ
ー
報
告
書
（
英
国
産
業
連
盟
（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）
を
通

じ
た
英
国
政
府
か
ら
の
要
請
）
は
、
取
締
役
の
報
酬
決
定
（
報
酬
委
員
会
の
設
置
、
報
酬
方
針
、
雇
用
契
約
）、
情
報
開
示
と
承
認
手
続
き
、
民
営

化
公
益
事
業
会
社
と
報
酬
制
度
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
③
一
九
九
八
年
ハ
ン
ベ
ル
報
告
書
（
発
案
者
は
Ｆ
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
、
Ｌ
Ｓ
Ｅ
、
会

計
士
団
体
）
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
、
取
締
役
会
議
長
と
最
高
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）、
取
締
役
報
酬
、
株
主
の

役
割
、
説
明
責
任
お
よ
び
監
査
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
④
一
九
九
九
年
タ
ー
ン
ブ
ル
報
告
書
（
発
案
者
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＆
ウ
ェ
ー



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

七
三

ル
ズ
の
勅
許
会
計
士
協
会
）
は
、
内
部
統
制
に
関
す
る
取
締
役
の
た
め
の
指
針
（
内
部
統
制
の
範
囲
の
拡
大
、
責
任
体
制
の
強
化
な
ど
）
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
る
。

　

ハ
ン
ペ
ル
委
員
会
（
九
五
年
一
一
月
―
九
七
年
一
二
月
）
は
、
財
務
報
告
、
報
酬
問
題
に
関
す
る
見
直
し
を
含
む
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
論
を
行
い
、
一
九
九
八
年
六
月
集
大
成
し
た
最
終
報
告
書
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
りLSE

の
統
合
規
範
（the 

Com
bined Code

）
が
策
定
さ
れ
て
い
る（（4
（

。

　

二
つ
の
報
告
書
で
勧
告
さ
れ
た
が
、
ハ
ン
ペ
ル
委
員
会
が
盛
り
込
ま
な
い
論
点
の
う
ち
、
独
立
し
た
内
部
監
査
組
織
の
設
置
強
制
、
内

部
統
制
に
関
す
る
開
示
の
充
実
に
つ
い
て
、
一
九
九
九
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＆
ウ
ェ
ー
ル
ズ
勅
許
会
計
士
協
会
を
中
心
に
策
定
さ
れ
た
タ
ー

ン
ブ
ル
委
員
会
勧
告
と
し
て
統
合
規
範
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
二
元
取
締
役
会
制
度
採
用
、
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
義
務
づ
け
、

取
締
役
会
会
長
と
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
兼
任
禁
止
、
会
社
の
規
模
別
規
制
、
株
主
代
表
と
し
て
の
取
締
役
会
の
選
任
、
取
締
役
報
酬
プ
ラ
ン
の
考
え

方
お
よ
び
具
体
的
内
容
を
株
主
承
認
決
議
の
対
象
と
す
る
こ
と
も
内
容
と
す
る（（4
（

。

　

米
国
の
エ
ン
ロ
ン
の
経
営
破
綻
を
契
機
に
英
国
貿
易
産
業
省
（T

he D
epartm

ent of T
rade and Industry

）
は
、
主
管
す
る
会
社
法
改

正
作
業
を
一
九
九
七
年
か
ら
進
め
、
併
せ
て
英
国
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
体
と
対
策
を
示
す
べ
く
、
二
〇
〇
二
年
四
月
ヒ
ッ
グ
ス
委
員

会
を
設
置
し
、
二
〇
〇
三
年
一
月
「
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
と
効
果
に
関
す
る
検
討
」（Review

 of the role and effectiveness of 

non-executive directors

）
を
公
表
し
た
。
こ
の
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
で
示
さ
れ
た
勧
告
は
Ｌ
Ｓ
Ｅ
（
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
）
の
統
合
規
範
に

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
現
状
を
踏
ま
え
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割

を
中
心
に
統
合
規
範
等
の
修
正
を
勧
告
し
て
い
る
。
ま
た
監
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
・
ス
ミ
ス
報
告
書
が
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
と
同
日

に
公
表
さ
れ
、
委
員
会
は
三
名
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
か
ら
構
成
さ
れ
、
少
な
く
と
も
一
名
は
財
務
に
関
す
る
相
当
程
度
の
経
験
が
あ



七
四

る
こ
と
な
ど
が
勧
告
さ
れ
る
。

　

ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
は
社
外
取
締
役
の
役
割
を
明
確
に
し
、
実
効
性
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
推
進
の
た
め
に
必
要
な
勧
告
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
社
外
取
締
役
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
明
確
な
区
別
、
社
内
取
締
役
で
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
存
在
に

つ
い
て
の
詳
細
な
論
及
は
十
分
と
は
い
え
な
い
感
も
あ
る
が
、
我
が
国
に
お
け
る
監
査
等
委
員
会
制
度
の
将
来
像
の
検
討
に
向
け
て
参
考

と
な
ろ
う
。

　

非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
と
し
て
、
日
常
の
業
務
執
行
に
当
た
る
経
営
陣
の
監
視
、
戦
略
策
定
の
貢
献
の
二
つ
の
基
本
的
要
素
が
あ

る
と
説
明
す
る
。
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
報
告
書
、
ハ
ン
ペ
ル
報
告
書
で
は
経
営
陣
の
監
視
、
戦
略
策
定
の
貢
献
に
は
緊
張
関
係
が
あ
る
と
認
識

さ
れ
、
そ
の
後
の
統
合
規
範
に
も
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
に
つ
い
て
の
指
針
は
示
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
、
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
で
は
、

社
外
取
締
役
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
踏
ま
え
、
二
つ
の
要
素
間
に
緊
張
関
係
は
あ
る
も
の
の
本
質
的
な
矛
盾
は
な
く
両
立
し
う

る
こ
と
を
認
め
、
非
業
務
執
行
取
締
役
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
二
つ
の
要
素
を
踏
ま
え
明
確
に
統
合
規
範
に
盛
り
込
む
べ
き
こ
と

を
勧
告
し
て
い
る
。

　

同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
の
中
核
的
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
戦
略
（
戦
略
策
定
に
建
設
的
に
取
り
組

み
貢
献
す
る
こ
と
）、
業
績
（
経
営
陣
が
合
意
さ
れ
た
会
社
の
目
標
を
ど
の
程
度
達
成
し
て
い
る
か
を
評
価
し
達
成
度
に
関
す
る
業
績
報
告
を
監
視
す
る

こ
と
）、
リ
ス
ク
（
財
務
情
報
が
正
確
で
あ
る
こ
と
、
財
務
管
理
や
リ
ス
ク
管
理
体
制
が
健
全
か
つ
防
衛
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
）、
人
物
（
執

行
取
締
役
の
報
酬
水
準
を
適
切
に
決
定
す
る
こ
と
。
上
級
経
営
陣
や
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
指
名
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
解
任
を
す
る
こ
と
。
そ
の
場
合
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

後
継
計
画
に
つ
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
）
で
あ
る
。
報
告
書
で
は
、
非
業
務
執
行
取
締
役
は
少
な
く
と
も
一
年
に
一
回
取
締
役
会
議
長
、

執
行
取
締
役
の
同
席
な
し
に
他
の
経
営
幹
部
ら
と
経
営
に
関
す
る
会
合
の
場
を
も
つ
こ
と
、
年
次
報
告
書
に
会
合
の
開
催
に
つ
い
て
記
載
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す
る
よ
う
こ
と
が
勧
告
さ
れ
て
い
る
。
非
業
務
執
行
取
締
役
が
こ
の
役
割
を
効
果
的
に
果
た
す
た
め
に
は
、
当
面
の
問
題
に
つ
い
て
取
締

役
会
で
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
十
分
な
情
報
を
正
確
か
つ
明
瞭
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
非
業
務
執
行
取
締
役
も
情
報
を
求

め
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
非
業
務
執
行
取
締
役
候
補
者
が
、
取
締
役
会
に
積
極
的
に
貢
献
で
き
る
だ
け
の
知
識
、
技
能
、
経
験
、
時

間
を
有
し
て
い
る
か
の
観
点
か
ら
、
非
業
務
執
行
取
締
役
職
を
受
諾
す
る
こ
と
が
適
切
か
を
自
ら
事
前
に
確
認
し
、
会
社
の
財
務
状
況
、

重
要
な
関
係
、
取
締
役
会
の
構
成
、
メ
ン
バ
ー
の
実
績
な
ど
に
関
す
る
デ
ュ
ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
適
正
評
価
）
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る

と
す
る
。

　

私
見
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
英
国
に
お
け
る
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
の
人
物
評
価
、
事
前
確
認
、
適
正
評
価
に
関
す
る
項
目
は
、A

p-

proved Persons

の
制
度
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
。
監
督
官
庁
に
よ
るapproval

を
必
要
と
す
る
に
せ
よ
、
先
ず
は
自
発
的
に
適
合
し
た

人
物
を
選
任
す
る
こ
と
が
非
業
務
執
行
取
締
役
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
。
我
が
国
の
監
査
等
委
員
会
制
度
に
お
い
て
、
監
査
等
委
員
が
指

名
・
報
酬
委
員
会
の
機
能
を
一
部
担
う
こ
と
も
同
一
の
理
解
と
な
ろ
う
。

⑶　

ソ
フ
ト
ロ
ー
、
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
の
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
お
よ
び
有
効
性
と
統
合
規
範
の
改
正

イ　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に
お
け
る
補
完
性
と
柔
軟
性
な
ら
び
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
―
米
国
と
英
国
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
異
同
、

強
制
力
の
存
在
―　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に
お
け
る
補
完
性
と
柔
軟
性
な
ら
び
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
関
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー

グ
教
授
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
伝
統
的
形
式
の
法
を
基
礎
と
し
、
法
を
補
完
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る（（4
（

。

　

か
か
る
補
完
性
の
機
能
に
つ
い
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
会
社
法
は
、
独
立
し
た
取
締
役
会
お
よ
び
取
締
役
会
委
員
会
の
構
成
に
関
す
る
条

項
が
存
在
せ
ず
、
米
国
で
重
要
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
法
源
で
あ
る
証
券
取
引
所
上
場
規
則
に
よ
り
補
完
さ
れ
る
。
英
国
に
お
い
て
も
取
締
役
会

の
構
成
お
よ
び
取
締
役
会
、
取
締
役
の
役
割
に
つ
い
て
制
定
法
は
ほ
と
ん
ど
規
定
を
し
て
い
な
い（（4
（

。
こ
う
し
た
事
項
は
統
合
規
範
（com

bined 
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code
（
（4
（

）
に
代
表
さ
れ
る
私
的
な
実
務
団
体
が
作
成
し
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
最
善
慣
行
（best practice

）
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る（（4
（

。

　

補
完
性
の
面
で
米
国
と
英
国
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
機
能
に
類
似
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
両
国
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
は
異
な
る
側
面

が
存
在
し
、
米
国
で
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
上
場
規
則
は
会
社
が
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る
限
り
適
用
を
強
制
さ
れ
る
。
英
国
も
ソ
フ
ト
ロ
ー

で
あ
る
最
善
慣
行
は
上
場
規
則
を
通
じ
て
適
用
を
強
制
さ
れ
る
が
、
最
善
慣
行
自
体
は
、
上
場
規
則
で
は
な
く
、
任
意
の
実
務
慣
行
と
し

て
遵
守
を
推
奨
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
最
善
慣
行
は
、
適
用
に
つ
い
て
一
律
に
遵
守
が
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
場
会
社
は
最

善
慣
行
を
遵
守
す
る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
の
理
由
を
開
示
す
るCom

ply or Explain

規
定
が
上
場
規
則
で
採
用
さ
れ
て
い
る（（4
（

。

　

同
規
定
は
、
会
社
が
最
善
慣
行
の
特
定
条
項
を
遵
守
で
き
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
開
示
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
各
会
社
の
事
情
に
即
し

た
最
善
慣
行
の
柔
軟
な
適
用
を
可
能
に
し
（
柔
軟
性
の
機
能
）、
こ
れ
に
よ
り
遵
守
す
る
か
し
な
い
か
の
自
由
な
勧
告
よ
り
、
一
定
の
強
制

力
が
働
く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る（（4
（

。
最
善
慣
行
、Com

ply or Explain

規
定
の
組
み
合
わ
せ
は
、
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
規
制
に
補
完
性
と
柔
軟
性
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
嚆
矢
と
な
っ
た
キ
ャ
ド
バ
リ
ー

報
告
書
（Cadbury Report

（
（4
（

）
で
採
用
さ
れ
、
一
貫
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
も
、
最
善
慣
行
とCom

ply or Explain

規
定

の
組
み
合
わ
せ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
の
主
張
も
存
在
す
る（（4
（

。
我
が
国
に
お
い
て
、
英
国
型
改
革
と
親
和
性
の
あ
る
監
査
等
委
員

会
制
度
導
入
を
柱
と
す
る
会
社
法
改
正
な
ら
び
に
機
関
投
資
家
に
対
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
二
つ
の
柱
に
よ
り
、
ソ
フ

ト
ロ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
今
後
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
善
を
図
る
場
合
、
補
完
性
と
柔
軟
性
、
一
定
に
強
制
力

確
保
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
最
善
慣
行
に
つ
い
て
は
、
英
国
で
は
統
合
規
範
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
分
離
し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
は
先
行
的
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
化
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
版
最
善
慣
行
の
確
立
に
向
け
て
、
既
に
存
在
す
る
東
京
証
券
取
引
所
が
発
出
し
た
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上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書
（
二
〇
一
三
年
七

月
）
等
に
よ
り
、
内
容
面
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
な
ど
が
我
が
国
企
業
の
現
状
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
適
合
し
、
あ

る
い
は
十
分
な
も
の
で
あ
る
か
、
一
層
の
検
討
が
進
め
ら
れ
よ
う
。

　

英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
方
式
は
Ｅ
Ｕ
で
も
採
り
入
れ
ら
れ（（5
（

、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
会
社
法
の
調
和
を
目
的
と
す
る
会

社
法
指
令
（com

pany law
 directive

）
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
Ｅ
Ｕ
会
社
法
指
令2006/46/EC

（
（5
（

に
お
い
て
は
、
上
場
会

社
は
年
次
報
告
書
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
情
報
を
記
載
し
た
年
次
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ス
テ
ー

ト
メ
ン
ト
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。

ロ　

非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
お
よ
び
有
効
性
と
統
合
規
範
の
改
正
―
エ
ン
ロ
ン
事
件
の
影
響
と
対
応
―　

二
〇
〇
三
年
一
月
公
表
の

ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
は（（5
（

、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
お
よ
び
有
効
性
を
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
統
合
規
範
の
改
正
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た（（5
（

。
背
景
に
は
、
米
国
に
お
け
る
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
の
エ
ン
ロ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
・
コ
ム
等
の
破
綻

が
あ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
大
な
欠
点
が
破
綻
の
主
な
原
因
の
一
つ
と
さ
れ
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
有
効
性
と
監
査

機
能
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。
エ
ン
ロ
ン
事
件
で
は
、
非
倫
理
的
で
詐
欺
的
な
行
為
を
発
見
す
る
こ
と
が
困
難
で
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
非
業
務
執
行
取
締
役
お
よ
び
外
部
会
計
監
査
人
は
こ
れ
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
。
米
国
で
は
、
二
〇
〇
二
年
七
月
三

〇
日
会
社
の
情
報
開
示
お
よ
び
財
務
報
告
書
類
の
作
成
手
続
の
正
確
性
お
よ
び
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ベ
ン
ス
・

オ
ク
ス
レ
ー
法
（Sarbanes-O

xley A
ct: Public Com

pany A
ccounting Reform

 and Investor Protection A
ct of 2002

）
が
成
立
し
た（（5
（

。

　

ま
た
二
〇
〇
二
年
九
月
に
監
査
お
よ
び
会
計
問
題
に
関
す
る
調
整
グ
ル
ー
プ
（Coordinating Group on A

udit and A
ccounting is-

sues

・CGA
A

）
の
要
請
か
ら
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
付
託
さ
れ
、
ロ
バ
ー
ト
・
ス
ミ
ス
卿
に
よ
り
二
〇
〇
三
年
一
月
監
査
委
員
会
に
関
す
る
報
告
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書
が
公
表
さ
れ
て
い
る
（
ス
ミ
ス
報
告
書（（5
（

）。
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
お
よ
び
ス
ミ
ス
報
告
書
の
勧
告
を
受
け
て
、
統
合
規
範
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

　

ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
に
お
い
て
勧
告
さ
れ
た
統
合
規
範
の
改
正
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
取
締
役
会
会
長
を
除
き
、
取
締
役
会
の
半
数
を
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
で
構
成
す
る
（A

3.5

）。

②
非
業
務
執
行
取
締
役
の
独
立
性
に
つ
い
て
新
し
い
定
義
が
提
案
さ
れ
、
非
業
務
執
行
取
締
役
は
特
質
・
判
断
が
独
立
し
て
い
る
も
の
と

取
締
役
会
で
判
断
さ
れ
、
取
締
役
の
判
断
に
影
響
し
う
る
と
思
わ
れ
る
関
係
や
事
情
が
な
い
場
合
、
独
立
性
を
有
し
て
い
る
と
定
義
す

る
（A

3.4

）。

③
上
級
非
業
務
執
行
取
締
役
は
年
次
報
告
書
で
特
定
す
る
が
、
株
主
が
懸
念
を
抱
く
場
合
、
取
締
役
会
会
長
ま
た
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
通
じ
て
の

通
常
の
方
法
に
よ
る
接
触
が
不
適
切
、
あ
る
い
は
そ
れ
で
は
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
、
株
主
は
上
級
非
業
務
執
行
取
締
役
を
利
用
す

る
（A

3.6

）。

④
上
級
非
業
務
執
行
取
締
役
は
株
主
の
問
題
や
懸
念
を
理
解
し
、
他
の
非
業
務
執
行
取
締
役
に
株
主
の
見
解
を
伝
え
る
た
め
、
主
要
な
株

主
と
共
に
定
期
的
に
経
営
陣
会
議
に
出
席
す
る
。
非
業
務
執
行
取
締
役
は
、
主
要
株
主
と
の
定
期
的
会
合
に
出
席
す
る
（C1.2

）。

⑤
非
業
務
執
行
取
締
役
は
、
定
期
的
に
業
務
執
行
取
締
役
が
出
席
し
な
い
会
合
を
開
き
、
一
年
に
一
回
は
取
締
役
会
会
長
が
出
席
し
な
い

会
合
を
開
催
す
る
。
会
合
は
上
級
非
業
務
執
行
取
締
役
主
導
で
行
わ
れ
る
（A

1.5

）。

⑥
指
名
委
員
会
は
、
取
締
役
会
会
長
で
な
く
独
立
・
非
業
務
執
行
取
締
役
が
委
員
長
と
な
る
（A

4.1

）。

⑦
業
務
執
行
取
締
役
は
、
主
要
企
業
（FT

SE100

社
等
）
の
非
業
務
執
行
取
締
役
職
、
取
締
役
会
会
長
職
の
い
ず
れ
も
二
社
以
上
は
就
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
い
か
な
る
個
人
も
主
要
企
業
の
取
締
役
会
会
長
職
に
二
社
以
上
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
（A

4.8

）。

⑧
最
高
経
営
責
任
者
は
、
現
在
の
会
社
の
取
締
役
会
会
長
に
続
け
て
就
任
で
き
な
い
（A

2.3

）
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七
九

⑨
一
人
の
非
業
務
執
行
取
締
役
は
三
つ
の
取
締
役
会
委
員
会
を
兼
ね
ら
れ
な
い
（A

3.7

）。

　

も
っ
と
も
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
に
よ
る
統
合
規
範
の
改
正
提
案
に
つ
い
て
は
、
企
業
側
等
か
ら
反
発
が
出
さ
れ
、
取
締
役
会
内
の
分
裂
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た（（5
（

。

⑷　

会
社
法
規
制
、
最
善
慣
行
規
範
の
関
係
、
真
実
か
つ
公
正
な
概
観
規
定

イ　

真
実
か
つ
公
正
な
概
観
規
定　

次
に
、Com

ply or Explain

規
定
が
英
国
会
社
法
の
会
計
規
定
で
あ
る
真
実
か
つ
公
正
な
概
観
（true 

and fair view

）
規
定
に
類
似
性
を
有
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
真
実
か
つ
公
正
な
概
観
規
定
が
英
国
に
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
四
八

年
会
社
法
で
あ
る
。
計
算
書
類
監
査
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
規
定
で
あ
り
、
計
算
書
類
作
成
に
直
接
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

計
算
書
類
作
成
に
お
い
て
最
優
先
さ
れ
る
規
定
で
あ
り
、
法
の
不
整
備
等
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
を
補
い
、
作
成
者
に
一
定
の
範
囲
で
裁
量

の
余
地
を
認
め
る
意
図
が
あ
っ
た
。
会
計
規
制
に
お
け
る
補
完
性
と
柔
軟
性
の
機
能
を
果
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
七
八
年
Ｅ
Ｃ
会
社
法
第
四
指
令
が
採
択
さ
れ
、
指
令
を
国
内
法
化
し
た
結
果
、
会
計
お
よ
び
監
査
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
制
定

法
を
中
心
と
し
た
規
制
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
大
陸
法
の
影
響
を
受
け
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
真
実
か
つ
公
正

な
概
観
規
定
は
維
持
は
な
さ
れ
た
が
、
同
指
令
に
よ
り
修
正
が
加
え
ら
れ
、
離
脱
規
定（（5
（

を
明
文
化
す
る
こ
と
で
、
真
実
か
つ
公
正
な
概
観

規
定
の
優
先
性
が
明
確
に
な
り
、
柔
軟
な
法
の
運
用
に
も
資
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
法
の
裏
付
け
が
な
い
会
計
基
準
に
お
け
る

不
遵
守
が
多
発
し
、
一
九
八
九
年
会
社
法
は
会
社
法
規
定
に
の
み
求
め
ら
れ
て
い
た
離
脱
に
よ
る
説
明
を
会
計
基
準
に
も
要
求
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

ロ　

英
国
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
会
に
対
す
る
法
規
制　

英
国
会
社
法
の
特
色
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
の
中
心
で

あ
る
取
締
役
会
に
対
す
る
規
制
が
小
さ
い
こ
と
で
あ
り
、Com

ply or Explain
規
定
の
適
用
対
象
で
あ
る
最
善
慣
行
の
進
展
を
導
い
た
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と
考
え
ら
れ
る
。
取
締
役
会
の
構
造
に
つ
い
て
英
国
会
社
法
は
会
社
が
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
取
締
役
の
最
低
人
数
を
明
記
す
る
の
み

で
、
取
締
役
が
誰
に
任
命
さ
れ
る
べ
き
か
を
規
定
し
い
。
任
期
に
つ
い
て
も
規
定
は
な
く
、
五
年
を
超
え
る
期
間
の
取
締
役
の
任
用
契
約

（contract of service

）
は
株
主
総
会
承
認
が
要
求
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
る（（5
（

。

　

英
国
会
社
法
は
一
層
制
か
二
層
制
か
、
取
締
役
会
に
内
部
委
員
会
を
置
く
か
、
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｅ
Ｄ
）
と
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ

Ｅ
Ｄ
）
の
混
合
・
バ
ラ
ン
ス
、
同
一
人
物
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
会
長
（chairm

an

）
の
地
位
を
兼
ね
る
か
、
取
締
役
が
有
す
べ
き
特
定

の
属
性
（
専
門
的
資
格
、
独
立
性
）
に
つ
い
て
も
明
記
し
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
事
項
は
最
善
慣
行
で
あ
る
統
合
規
範
が
定
め
て
い
る
。
取

締
役
会
の
役
割
に
つ
い
て
も
会
社
法
は
主
と
し
て
沈
黙
し
て
い
る
と
さ
れ
、
取
締
役
会
全
体
の
役
割
と
し
て
、
取
締
役
会
の
経
営
権
限
は

デ
フ
ォ
ル
ト
条
項
に
お
い
て
の
み
存
在
す
る
（
Ａ
表
第
七
〇
条（

（5
（

）。

　

英
国
で
は
取
締
役
会
に
対
す
る
法
規
制
は
非
常
に
緩
や
か
な
も
の
で
、
取
締
役
会
は
広
範
な
業
務
執
行
の
権
限
を
有
し（（6
（

、
か
か
る
法
規

制
の
状
況
の
下
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に
お
け
る
最
善
慣
行
、
こ
れ
に
適
用
さ
れ
るCom

ply or Explain

規
定
が
形
成

さ
れ
、
適
用
範
囲
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
の
領
域
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
英
国
で
は
最
善
慣
行
規
範
な
ど
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
委
ね
ら
れ
る
部
分
に
つ
い
て
、
相
応
の
会
社
法
規
制
が
あ
り
、

強
制
法
規
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
依
拠
す
べ
き
領
域
が
相
対
的
に
は

多
く
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
補
完
性
・
柔
軟
性
の
乏
し
さ
に
繋
が
る
と
い
え
よ
う
か
。Com

ply or Explain

ル
ー
ル
に
よ
る
強
制
性

の
発
揮
す
る
余
地
が
少
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
こ
こ
は
、
近
年
は
会
社
法
制
が
原
則
自
由
で
規
律
の
緩
い
方
向
性
に
あ
る
こ
と
は
つ
と

に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ト
ー
タ
ル
で
み
れ
ば
、
そ
の
分
を
強
制
力
を
一
定
程
度
備
え
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
部
分
の
充
実
に
よ
り
、
実
効
性
を
確

保
し
て
来
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
も
あ
り
、
各
社
の
自
由
な
機
関
設
計
を
認
め
つ
つ
、
長
期
的
視
点
か
ら
の
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八
一

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

第
二
章　

英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
新
た
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
　
　

―
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
合
―

１
．
英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ

⑴　

英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｅ
Ｒ
Ｍ　

英
国
で
は
、
上
記
の
通
り
、
一
九
八
〇
年
―
九
〇
年
代
初
め
の
大
企
業

の
不
祥
事
、
倒
産
な
ど
を
背
景
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
た
。
か
か
る
前
提
の
下
に
、
英
国
に
お
け

る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
新
た
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
合
に
議
論
を
進
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　

英
国
で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
全
社
的
・
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（Enterprise Risk M

anage-

m
ent

）
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。
一
九
九
八
年
に
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
報
告
書
、
グ
リ
ー
ン
ブ
リ
ー
報
告
、
ハ
ン
ペ
ル
報
告
書
の
三
つ
が
統
合
さ

れ
、
統
合
規
範
と
し
て
纏
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
の
上
場
企
業
が
統
合
規
範
の
要
求
を
充
た
し
、
内
部
統
制
構
築

を
図
る
こ
と
を
助
け
る
た
め
、
一
九
九
九
年
タ
ー
ン
ブ
ル
報
告
書
が
発
表
さ
れ
、
同
報
告
書
は
上
場
企
業
の
取
締
役
会
が
統
合
規
範
の
内

部
統
制
に
関
す
る
原
則
、
条
項
を
遵
守
す
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
示
し
て
お
り
、
株
主
保
護
と
企
業
資
産
保
全
に
役
立
つ
健
全
な
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
有
効
性
の
レ
ビ
ュ
ー
に
際
し
て
リ
ス
ク
指
向
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
適
切
な
判
断

を
下
す
こ
と
を
取
締
役
会
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
統
合
規
範
で
は
企
業
経
営
が
正
し
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
が
述
べ
ら
れ
、
取
締
役
が
株
主
に
対
し
て
持
つ
説
明
責
任
の
一
部
と
し
て
内
部
統
制
が
定
義
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け

タ
ー
ン
ブ
ル
報
告
書
は
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
要
素
と
し
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
を
述
べ
る
。
同
報
告
書
で
は
取
締
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役
会
の
主
要
な
責
任
は
企
業
グ
ル
ー
プ
全
体
の
内
部
統
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
健
全
な
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
は
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
は
取
締
役
会
に
対
し
て
、

企
業
の
重
大
な
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、
評
価
・
管
理
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
実
施
と
見
直
し
の
活
動
が
取
締
役
会
の
期
待
に
応
え
た
も
の
か
に

つ
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る
。

⑵　

我
が
国
に
お
け
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ　

我
が
国
で
は
、
市
場
の
要
求
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
達
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
説
明
責
任
の
た

め
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
導
入
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
市
場
主
導
の
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
弱
く
、
今
後
の
普
及
に
は
Ｅ
Ｒ
Ｍ
導
入
を
求
め
る
監
督
機
関
の

法
規
制
を
必
要
と
す
る
面
も
あ
ろ
う
か
。

　

欧
米
の
市
場
主
導
シ
ス
テ
ム
と
我
が
国
の
相
違
は
、
組
織
に
密
着
し
た
共
同
体
の
重
要
性
を
強
調
す
る
内
部
主
義
の
気
質
の
存
在
が
あ

り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
お
い
て
外
部
と
の
関
わ
り
合
い
の
支
持
が
拡
が
ら
な
い
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
市
場
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
に
、
我
が
国
も
市
場
主
導
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
に
向
か
っ
て
進
み
つ
つ
あ
り
、
透
明
性
と

説
明
責
任
を
是
認
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る（（6
（

。
新
し
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
モ
デ
ル
構
築
の
た
め
に
は
企
業
経
営
の
透
明
性
、

特
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
の
評
価
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
も
説
明
責
任
を
担
保
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
増

大
し
よ
う
。

　

英
国
は
市
場
主
導
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
推
進
し
、
タ
ー
ン
ブ
ル
報
告
書
の
準
拠
を
嚆
矢
と
し

て
、
実
用
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
実
現
を
達
成
し
て
い
る
。
英
国
の
Ｅ
Ｒ
Ｍ
導
入
の
経
験
を
我
が
国
の
内
部
統
制
関
連
の
法
規
制（（6
（

と
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
実
践

の
間
の
齟
齬（（6
（

を
埋
め
る
解
決
策
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

２
．
タ
ー
ン
ブ
ル
報
告
書
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
合
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Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
関
し
て
、
特
に
タ
ー
ン
ブ
ル
報
告
書
で
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
合
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
タ
ー
ン
ブ
ル
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
構
成
は
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
、
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、
内

部
統
制
の
有
効
性
の
審
査
、
内
部
統
制
に
つ
い
て
の
取
締
役
会
の
説
明
、
内
部
監
査
、
付
録
と
な
っ
て
い
る（（6
（

。
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
内

部
統
制
と
リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
10
」
に
お
い
て
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
は
会
社
の
事
業
目
的
の
実
現
に
重
要
な
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
行
う
際
、
重
要
な
役
割
を
担
う
。
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
は
株
主
の
投
資
と
会
社
の
資
産
の
保
護
に
貢
献
す
る
。「
内
部
統
制

と
リ
ス
ク
管
理
の
重
要
性
13
」
で
は
、
会
社
の
目
的
や
会
社
の
内
部
組
織
と
事
業
展
開
す
る
外
部
環
境
は
絶
え
ず
進
展
し
て
い
る
た
め
、

会
社
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
は
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
。
従
っ
て
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
は
、
会
社
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
の
性
質
と
規

模
を
詳
細
か
つ
恒
常
的
に
評
価
す
る
こ
と
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
。
利
益
は
、
部
分
的
に
は
事
業
リ
ス
ク
を
適
切
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ

り
得
ら
れ
る
報
酬
で
あ
る
。
こ
の
た
め
内
部
統
制
の
目
的
は
、
リ
ス
ク
を
無
く
す
よ
り
、
む
し
ろ
適
切
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
、
統
制

し
易
く
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
責
任
17
」
で
は
、
内
部
統
制
の
政
策
（
そ
の
政
策
に
よ
っ
て
会
社
固

有
の
状
況
下
で
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
評
価
す
る
）
を
決
定
す
る
際
、
取
締
役
会
は
次
の
要
素
を
審
議
す
べ
き
で
あ
る
。
会
社
が
直
面

し
て
い
る
リ
ス
ク
の
性
質
と
大
き
さ
、
会
社
が
許
容
可
能
と
し
た
リ
ス
ク
、
憂
慮
さ
れ
る
リ
ス
ク
の
実
現
可
能
性
・
発
生
頻
度
、
事
故
削

減
の
会
社
の
能
力
お
よ
び
リ
ス
ク
が
顕
現
し
た
場
合
の
業
務
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
減
ら
す
能
力
、
関
連
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

よ
り
得
ら
れ
る
利
益
に
関
係
す
る
特
定
の
統
制
を
行
う
費
用
。「
健
全
な
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
維
持
・
責
任
18
」
で
は
、
リ
ス
ク
と
統

制
に
関
す
る
取
締
役
会
の
政
策
を
実
行
す
る
こ
と
は
経
営
者
の
役
割
で
あ
る
。
経
営
者
は
そ
の
責
任
を
果
す
場
合
、
会
社
が
直
面
す
る
リ

ス
ク
で
取
締
役
会
の
検
討
対
象
と
な
る
リ
ス
ク
を
認
識
、
評
価
し
、
取
締
役
会
が
採
用
し
た
政
策
を
実
行
す
る
内
部
統
制
の
適
当
な
シ
ス

テ
ム
を
設
計
、
操
作
し
、
モ
ニ
タ
ー
す
べ
き
で
あ
る
。
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結
合
に
つ
い
て
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
上
場
企
業
の
経
営
者
は
内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
①
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
論
の
中
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た
こ
と
、
②
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
，
損
失
も
利
益
も
生
ず
る
リ
ス
ク

も
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
③
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
行
す
る
に
つ
い
て
重
大
な
役
割
を
担
う
も
の
と
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
①
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
係
が
希
薄
で
あ
っ
た
従
来
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
画
期
的
な
変
容

と
い
え
る
。
③
は
、
米
国
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
管
理
手
法
と
し
て
の
内
部
統
制
を
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
基
礎
で
あ
る
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
手
法
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
経
過
を
経
て
英
国
に
お
い
て
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
結
合
し
た
と
い
え
よ
う
。「
タ
ー
ン
ブ
ル
の
実
践
：
取
締
役
会
へ
の
説
明
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
で
詳
し
い
実

行
方
法
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
中
心
の
負
の
リ
ス
ク
（only dow

nside 

risk

）
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
解
説
書
が
多
く
、
内
部
統
制
と
結
び
つ
い
た
組
織
全
体
を
業
績
の
向
上
に
向
け
て
方
向
付
け
す
る
Ｅ

Ｒ
Ｍ
は
言
葉
で
は
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
実
行
方
法
に
つ
い
て
は
各
企
業
の
自
主
性
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
と
い
え
る
。

「
タ
ー
ン
バ
ル
の
実
践
：
取
締
役
会
へ
の
説
明
」
で
、
い
か
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
内
部
統
制
を
事
業
目
標
に
結
び
つ
け
る
か
に
つ

い
て
留
意
事
項
が
具
体
的
に
分
か
り
易
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
し
て
は
、「
新
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
九
月
英
国
の
三

大
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｒ
Ｍ
（T

he Institute of Risk M
anagem

ent

）、A
IRM

IC

（T
he A

ssociation of Insurance 

and Risk M
anagers

）、A
LA

RM

（T
he N

ational Forum
 for Risk M

anagem
ent in the Public Sector

）
がA

 Risk M
anagem

ent 
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Standard

を
発
表
し
た（（6
（

。

　

こ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
は
下
記
の
特
徴
が
あ
る
。
①
対
象
リ
ス
ク
の
範
囲
をupside

とdow
nside

の
両
リ
ス
ク
と
し
、
対
象
と
す

る
リ
ス
ク
の
範
囲
を
損
失
も
利
益
も
発
生
す
る
リ
ス
ク
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
米
国
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
２
の
リ
ス
ク
の
定
義
は
、
組
織
の
戦

略
や
目
的
達
成
に
影
響
す
る
よ
う
な
内
的
・
外
的
事
象
を
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
。
正
の
影
響
を
与
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
機
会
（opportunity

）、

負
の
影
響
を
与
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
リ
ス
ク
（risk

）
と
い
う
、
と
さ
れ
、
機
会
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
外
と

思
料
さ
れ
る
。
②
内
部
統
制
を
意
識
し
た
規
定
を
詳
し
く
入
れ
て
い
る
。
ⅰ
リ
ス
ク
対
策
は
こ
れ
を
行
う
組
織
に
少
な
く
と
も
次
の
よ
う

な
事
態
を
も
た
ら
す
必
要
が
あ
る
。
効
果
的
、
効
率
的
な
業
務
、
効
果
的
な
内
部
統
制
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
。
ⅱ
取
締
役
会
の
役
割
は
、

組
織
の
戦
略
的
な
方
向
性
を
決
定
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
効
果
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
な
環
境
、
枠
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
ま
た

内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
評
価
に
際
し
て
は
次
の
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
ど
の
程
度
ま
で
企
業
の
事
業
活
動

の
中
で
保
有
で
き
る
か
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
顕
在
化
す
る
確
率
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
、
保
有
で
き
な
い
リ
ス
ク
は
ど
の
よ
う
に
管
理
さ

れ
る
べ
き
か
、
企
業
が
ど
の
程
度
リ
ス
ク
顕
在
化
の
可
能
性
や
事
業
へ
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
リ
ス
ク
と
そ
の
管
理
活
動

に
つ
い
て
の
利
害
得
失
（
費
用
、
効
果
）、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
、
取
締
役
会
の
決
定
に
際
し
て
の
リ
ス
ク
の
考
慮
。

③
財
務
の
重
視
と
し
て
、
リ
ス
ク
対
応
で
は
、
ⅰ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
軽
減
、
ⅱ
回
避
、
ⅲ
移
転
、
ⅳ
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
と
さ
れ
、

財
務
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク
対
応
の
最
後
に
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
に
関
し
、
損
失
あ
る
い
は
損
失
の
要
素
の
中
に
は
保
険

で
カ
バ
ー
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る（（6
（

。
経
営
者
の
関
与
と
し
て
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス
が
効
果
的
に
機
能

す
る
た
め
に
は
組
織
の
最
高
経
営
者
お
よ
び
経
営
幹
部
に
よ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
要
求
さ
れ
る
。
取
締
役
会
は
組
織
の
戦
略
的
な
方
向

性
を
決
定
し
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
効
果
的
に
機
能
す
る
よ
う
に
環
境
・
制
度
を
整
備
す
る
責
任
を
有
す
る
。
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第
三
章　

リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
とA

pproved Persons

制
度

１
．
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
に
み
る
金
融
危
機
後
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス　

リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
後
の
英
国
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
を
採
り
上
げ
て
い
き
た
い（（6
（

。
金
融
機
関
監
督
に
関
連
し
た
問
題
に
対
処
す
べ
く
、
英

国
政
府
は
問
題
の
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
に
二
〇
〇
九
年
二
月
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
卿
に
銀
行
お
よ
び
そ
の
他
の
金
融
機
関
（Bank 

and O
ther Financial Institutions BO

FI

）
に
関
す
る
調
査
を
依
頼
し
た
。
調
査
で
は
金
融
機
関
の
取
締
役
会
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
、
取

締
役
の
ス
キ
ル
・
独
立
性
、
取
締
役
会
の
実
際
の
行
動
の
有
効
性
な
ど
が
含
ま
れ
、
機
関
投
資
家
の
役
割
、
英
国
の
問
題
に
対
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
国
際
的
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
比
較
し
て
一
貫
性
が
あ
っ
た
か
な
ど
も
調
査
さ
れ
た
。
調
査
に
は
一
八
〇
社
以
上
か
ら
回
答
が
寄

せ
ら
れ
、
最
終
報
告
書
と
し
て
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
六
日
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
は
取
締
役
会
の
規
模
・
構
成
・
機

能
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
、
投
資
家
の
役
割
、
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
報
酬
な
ど
多
く
の
提
言
を
行
い
、
結
論
と
し
て
政
府
の
金
融
機

関
監
督
に
欠
陥
が
あ
っ
た
旨
を
報
告
し
た
。
金
融
機
関
の
組
織
体
制
で
な
く
行
動
パ
タ
ー
ン
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
統
合
規

範
自
体
に
問
題
は
な
い
が
、
よ
り
厳
格
に
実
際
に
適
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
報
告
し
た
。
同
報
告
書
に
お
い
て
は
機
関
投
資
家
に

対
し
て
も
受
動
的
で
な
く
積
極
的
に
早
期
段
階
か
ら
企
業
と
関
わ
り
を
持
つ
体
制
構
築
を
図
る
べ
き
こ
と
を
提
言
を
し
て
い
る
。
投
資
家

責
任
を
明
示
し
た
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（Stew

ardship Code

）
が
新
た
に
提
案
さ
れ
、
投
資
家
に
規
範
の
受
入
れ
が
薦
め
ら

れ
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
が
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
の
他
の
提
言
内
容
に
は
、
取
締
役
会
会
長
の
選
任
を
年
一
回
実
施
す
る
こ
と
、
報
酬
に
関
す
る
反
対
票
が
二
五
％

以
上
と
な
る
場
合
に
株
主
に
対
し
報
酬
委
員
会
委
員
長
の
再
任
を
問
う
も
の
も
あ
る
。
多
く
の
提
言
内
容
を
統
合
規
範
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
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ス
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ワ
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ポ
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シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
よ
り
実
現
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
、Com

ply or Explain

（
遵
守
を
求
め
る
が
、
遵
守
し
な
い
場
合
は
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
）

形
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
報
告
書
は
厳
密
に
は
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
（
Ｂ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
）
の
み
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

他
業
界
の
様
々
な
企
業
に
お
い
て
も
十
分
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

　

ま
た
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
統
合
規
範
に
対
す
る
報
告
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
発
表
し
、
金
融
機
関
以
外
の
企
業
は
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
深
刻
な
欠
陥
、
失
敗
は
な
か
っ
た
旨
が
報
告
さ
れ
た
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
政
府
の
要
請
に
よ
り
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
規
範
の
監
督
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
、
統
合
規
範
に
関
し
て
は
、
株
主
に
対
す
る
説
明
責
任
を
一
層
高
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
取
締
役
会
会
長
、
取
締
役
全
員
を
毎
年
選
挙
に
よ
り
選
任
す
べ
き
こ
と
が
提
言
さ
れ
る
。
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
に
関
し
て
、

会
社
に
お
い
て
多
く
の
時
間
を
費
や
す
べ
き
こ
と
も
提
言
さ
れ
、
取
締
役
会
評
価
、
リ
ス
ク
管
理
、
報
酬
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る（（6
（

。
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
ⅰ
リ
ス
ク
を
取
る
過
程
や
報
酬
を
決
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
を
増
や
す
こ
と
で
銀

行
を
始
め
と
し
た
大
規
模
金
融
機
関
の
取
締
役
会
の
機
能
を
変
え
る
べ
き
こ
と
。
ⅱ
今
次
金
融
危
機
に
お
い
て
自
社
が
抱
え
る
リ
ス
ク
の

種
類
や
規
模
に
関
す
る
取
締
役
の
認
識
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
取
締
役
は
、
リ
ス
ク
管
理
の
問
題
を
議
論
す
る
役
員
ク

ラ
ス
の
場
で
あ
る
リ
ス
ク
委
員
会
に
対
し
自
社
が
抱
え
る
リ
ス
ク
を
精
査
す
る
た
め
の
強
い
権
限
を
与
え
る
べ
き
こ
と
。
ⅲ
リ
ス
ク
管
理

の
責
任
者
で
あ
り
企
業
全
体
の
リ
ス
ク
を
取
る
過
程
を
監
督
す
る
べ
きChief Risk O

fficer

（
Ｃ
Ｒ
Ｏ
）
は
、
取
締
役
会
に
出
席
す
べ
き

こ
と
。
ⅳ
持
続
可
能
な
業
績
を
上
げ
る
た
め
の
高
い
規
律
を
取
締
役
が
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
取
締
役
会
議
長

は
一
年
ご
と
に
再
選
出
す
べ
き
こ
と
。
ⅴ
取
締
役
で
な
い
業
務
執
行
役
員
が
従
前
以
上
に
取
締
役
会
の
業
務
に
時
間
を
費
や
す
べ
き
こ
と
。

ⅵ
機
関
投
資
家
は
株
主
と
し
て
の
責
務
を
積
極
的
に
果
た
す
べ
き
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
報
酬
に
関
し
て
既
存
の
ボ
ー

ナ
ス
の
枠
組
み
は
短
期
業
績
に
報
い
る
形
の
た
め
過
度
な
リ
ス
ク
・
テ
イ
ク
を
助
長
し
た
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
高
額
報
酬
を
得
た
取
締



八
八

役
に
報
酬
に
関
す
る
一
層
の
情
報
公
開
を
さ
せ
る
こ
と
、
企
業
全
体
の
報
酬
額
の
精
査
の
報
酬
委
員
会
に
強
い
権
限
を
与
え
る
こ
と
も
言

及
さ
れ
て
い
る（（6
（

。

２
．A

pproved Persons

制
度
と
金
融
危
機
の
接
点　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
ウ
ォ
ー
カ
ー

報
告
書
は
リ
ス
ク
機
能
（Risk Function Role

）、
議
長
の
役
割
（Chairm

an Role

）
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
（Control Function

）
を

細
分
化
し
、
枠
組
み
を
用
意
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
で
はConsultation paper

は
発
出
さ
れ
た
も
の
の
法
的
な
強
制
力
を
持

た
ず
、
精
神
的
な
枠
組
み
に
止
ま
り（（1
（

、
内
容
面
を
補
完
す
る
意
味
合
い
か
ら
、
行
為
規
制
に
お
い
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
業
務
執
行
責
任
者
）、

Chaim
an

な
どkey person
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
個
別
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
た
（A

pproved Persons

）。
個
人
的
資
質
を

問
わ
れ
、
形
式
面
で
な
く
実
質
的
な
内
容
を
求
め
ら
れ
る
。
本
社
の
論
功
行
賞
に
よ
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
・
派
遣
で
は
承
認
さ
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
か
るA

pproved Persons

制
度
は
、
二
〇
〇
〇
年
発
効
のFSM

A
2000

（Financial Services &
 M

arket A
ct 2000

）
のsec-

tion59

を
根
拠
法
令
（
条
項
）
と
し
、
法
令
に
基
づ
き
Ｆ
Ｓ
Ａ
（FCA

/PRA

）Handbook

に
お
い
て
詳
細
な
規
定
が
さ
れ
る（（7
（

。
ウ
ォ
ー
カ
ー

報
告
書
に
お
い
て
、
後
掲
の
通
り
、Chairm

an

や
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
責
任
と
役
割
強
化
、Risk Com

m
ittee

設
置
な

ど
リ
ス
ク
管
理
態
勢
強
化
が
提
言
さ
れ
た
が
、
当
時
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
こ
の
提
言
に
基
づ
き
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂

の
中
でA

pproved Persons

制
度
の
一
部
変
更
を
進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
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国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

八
九

第
四
章　

二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
版
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と

　
　
　
　

非
業
務
執
行
取
締
役
な
ら
び
にA

pproved Persons

制
度

１
．
統
合
コ
ー
ド
と
非
業
務
執
行
取
締
役
な
ら
び
にA

pproved Persons

制
度　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
分
離
さ
れ
る
前

の
こ
と
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
三
年
改
正
統
合
コ
ー
ド
に
お
い
て
、
取
締
役
会
構
成
員
の
過
半
数
は
非
業
務
執
行
取
締
役
が
要
求
さ
れ
、
取

締
役
会
の
監
督
機
能
強
化
の
方
向
が
示
さ
れ
（
改
正
統
合
コ
ー
ドA

.3.2

）、
監
督
機
能
に
特
化
し
た
機
関
に
な
っ
て
い
る
。
非
業
務
執
行
取

締
役
の
独
立
性
に
関
し
て
漸
く
具
体
的
基
準
が
規
定
さ
れ
、
そ
の
独
立
性
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
（
改
正
統
合
コ
ー
ドA

.3.1

（
（7
（

）。
こ
う
し
た

改
正
統
合
コ
ー
ド
で
も
、
取
締
役
の
専
門
性
に
関
し
て
、
取
締
役
の
研
修
を
行
な
う
こ
と
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
た
が
、
能
力
要
件
の

規
定
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

私
見
で
あ
る
が
、
英
国
コ
ー
ド
のA

pproved Persons

規
定
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
専
門
性
、
研
修
な
ど
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
更
にcare

、due diligence
な
ど
の
規
範
概
念
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
、
一
層
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
委
ね
る
べ
き
内
容
が

増
加
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。
改
正
統
合
コ
ー
ド
の
独
立
性
の
内
容
は
、
具
体
性
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
我
が
国
会
社
法

に
お
け
る
社
外
取
締
役
の
独
立
性
要
件
の
レ
ベ
ル
に
止
ま
っ
て
い
よ
う
。

　

各
委
員
会
に
お
い
て
監
督
機
関
と
し
て
独
立
性
を
担
保
す
る
べ
く
、
構
成
員
の
過
半
数
は
非
業
務
執
行
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
指
名
委
員
会
は
、
構
成
員
の
過
半
数
は
非
業
務
執
行
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
監
査
委
員
会
の
構

成
員
の
過
半
数
は
、
独
立
性
の
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
報
酬
委
員
会
で
は
、
構
成
員
全
員
が
独
立
性
の
あ
る

非
業
務
執
行
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
名
委
員
会
の
み
は
独
立
性
要
件
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
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指
名
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
人
事
権
保
持
の
観
点
か
ら
経
済
界
が
抵
抗
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
内
部
の
役
員
が
存
在
し
な
け
れ
ば
従
前
の
役

員
候
補
者
の
評
価
、
業
績
、
長
期
間
に
わ
た
る
人
物
像
や
人
望
な
ど
、
当
該
企
業
に
お
い
て
全
従
業
員
が
納
得
す
る
人
選
は
で
き
に
く
い

点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
場
合
、
独
立
性
の
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
は
、
社
外
・
独
立
取
締
役
が
念
頭
に
あ
る
と
み
ら

れ
、
社
内
・
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
・
機
能
に
つ
い
て
は
想
定
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
改
正
統
合
コ
ー
ド
で
は
、
独
立
性
の
あ
る
者
が
監
督
機
能
担
保
の
た
め
の
重
要
要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
機
関
投
資

家
の
影
響
が
大
き
く
、
取
締
役
に
就
任
す
る
な
ど
直
接
業
務
執
行
者
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
機
関
投
資
家
に
代
わ
っ
て
取
締
役
会

が
監
督
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
構
成
員
と
し
て
非
業
務
執
行
取
締
役
の
存
在
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

２
．
非
業
執
行
取
締
役
の
注
意
義
務
とA

pproved Persons

制
度
な
ら
び
に
二
〇
一
〇
年
版
・
二
〇
一
四
年
九
月
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
版
に
続
い
て
二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
版
が
出
さ
れ
て
い
る
。
非

業
務
執
行
取
締
役
の
注
意
義
務
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
た
い
。
か
か
る
問
題
点
に
つ

い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
コ
ー
ド
改
訂
が
大
き
な
転
機
に
な
っ
て
い
る
。
最
初
に
同
コ
ー
ド
の
改
正
点
を
検
討
し
、
更
に
最
新
の
二
〇
一
四

年
九
月
改
訂
版
コ
ー
ド
を
み
て
お
き
た
い
。A

pproved Persons

制
度
の
整
合
性
、
導
入
が
意
識
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。

⑴　

ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
と
二
〇
一
〇
年
コ
ー
ド
改
訂　

二
〇
一
〇
年
コ
ー
ド
改
訂
の
経
緯
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
で
あ
る
。
統
合
コ
ー

ド
改
正
は
二
〇
〇
八
年
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
が
淵
源
と
な
り
、
英
国
で
は
金
融
機
関
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

検
討
を
デ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
卿
に
委
嘱
す
る
。
二
〇
〇
九
年
一
一
月
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
（A

 review
 of corporate governance 

in U
K

 banks and other financial industry entities final recom
m

endations

）
が
公
表
さ
れ
る
。
上
場
会
社
に
対
す
る
提
案
で
も
あ
り
、



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

九
一

Ｆ
Ｒ
Ｃ
も
統
合
コ
ー
ド
改
正
に
お
い
て
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
の
提
案
を
参
考
と
し
て
い
る
。

　

ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
以
下
の
提
案
を
行
う
。
会
社
の
長
期
的
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
は
、
取
締
役
会
の
監

督
機
能
が
重
要
で
あ
る
。
取
締
役
会
は
業
務
執
行
者
に
対
し
、
よ
り
厳
格
な
業
績
評
価
を
行
な
う
責
任
を
負
う
（recom

m
endation 12

）。

関
連
し
て
、
取
締
役
会
の
監
督
が
機
能
す
る
た
め
、
取
締
役
会
議
長
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
と
責
任
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

取
締
役
会
議
長
は
、
取
締
役
会
を
効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
会
社
に
関
す
る
十
分
な
知
識
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（recom

m
endation 8

）。
取
締
役
会
が
効
率
的
に
機
能
す
る
た
め
、
自
身
が
監
督
や
審
議
を
す
る
上
で
必
要
な
適
切
な
時
間
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（recom

m
endation 7

）。

　

非
業
務
執
行
取
締
役
に
関
し
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
は
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
と
比
べ
、
具
体
的
に
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
や
備
え
て

い
る
べ
き
要
件
を
提
案
す
る
。
取
締
役
会
議
長
お
よ
び
全
取
締
役
は
、
毎
年
再
任
手
続
き
に
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（recom

m
endation 

10

）、
取
締
役
会
議
長
が
適
切
で
な
い
判
断
を
行
な
っ
た
場
合
、
筆
頭
独
立
取
締
役
（senior independent director

）
が
，
議
長
に
代
わ
っ

て
取
締
役
会
を
運
営
し
、
株
主
と
取
締
役
会
議
長
の
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
役
割
を
負
う
べ
き
で
あ
る
（recom

m
endation 11

）。
常

に
取
締
役
会
の
構
成
員
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
る
。
取
締
役
会
議
長
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
報
酬
は
、
業
績
と
は

関
連
し
な
い
報
酬
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（7.44
）。
短
期
的
利
益
を
求
め
が
ち
な
業
務
執
行
者
に
対
し
、
取
締
役
会
が
同

一
の
傾
向
を
持
つ
こ
と
な
く
歯
止
め
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

取
締
役
会
と
別
に
、
リ
ス
ク
と
内
部
統
制
を
検
討
す
る
リ
ス
ク
委
員
会
（the board risk com

m
ittee

）
を
設
置
す
る
こ
と
（recom

m
en-

dation 23

）
が
提
案
さ
れ
た
。
金
融
危
機
の
原
因
が
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
と
内
部
統
制
の
整
備
の
不
足
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ

く
も
の
で
、
リ
ス
ク
委
員
会
構
成
員
で
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
は
個
々
の
情
報
を
十
分
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。



九
二

　

ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
取
締
役
会
の
監
督
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
構
成
員
に
対
し
会
社
に
関
す
る
知
識

や
理
解
を
求
め
る
部
分
で
あ
る
。
独
立
性
の
み
を
求
め
た
従
前
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
考
え
方
に
加
え
、
取
締
役
の
専
門
性
を
要
求
し
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。A

pproved Persons

制
度
に
繋
が
る
部
分
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
二
〇
〇
九
年
一
二
月
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（
英
国
財
務
報
告
評
議
会
）
は
統
合
コ
ー
ド
改
正
に
関
し
てFinal Report

（
（7
（

、Consultation Paper

（
（7
（

を
公
表
し
、U

K
 Corporate Governance Code

（
（7
（

に
名
称
変
更
さ
れ
て
公
表
さ
れ
た
。
統
合
コ
ー
ド
と
同
様
に
、
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
報
告

書
以
来
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
規
制
を
踏
襲
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
も
上
場
規
則
に
採
用
さ
れ
、
上
場
会
社
に
対
す
る
強
制
力
は
統

合
コ
ー
ド
と
同
等
で
あ
る
。

　

二
〇
一
〇
年
改
訂
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
を
参
考
に
追
加
・
変
更
を
行
な
っ
て
い
る
。
統

合
コ
ー
ド
と
同
様
に
、
主
要
原
則
（M

ain Principles

）、
補
助
原
則
（Supporting Principles

）、
規
範
条
項
（Code provisions

）
が
定
め

ら
れ
る
。
改
訂
コ
ー
ド
で
は
五
つ
の
項
目
（Section

）
に
分
け
ら
れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（leadership

）、
効
率
性
（effectiveness

）、
説

明
責
任
（accountability

）、
報
酬
（rem

uneration
）、
株
主
と
の
関
係
（relation w

ith shareholders

）
と
し
て
い
る
。
従
前
は
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
効
率
性
に
関
す
る
部
分
は
取
締
役
（director
）
の
項
目
に
あ
っ
た
が
、
監
督
機
能
向
上
の
た
め
、
取
締
役
会
議
長
と
非
業
務
執

行
取
締
役
に
関
す
る
規
定
を
明
確
に
分
け
た
。
二
〇
一
〇
年
改
訂
で
は
、
取
締
役
会
の
構
成
員
の
役
割
と
責
任
の
明
確
化
が
中
心
と
な
り（（7
（

。

こ
れ
ら
は
、
概
ね
二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
コ
ー
ド
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
取
締
役
会
は
、
会
社
が
長
期
的
に
成
功
（the long-term

 

success

）
す
る
よ
う
に
全
体
と
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
（A

.1
）。
二
〇
一
〇
年
改
訂
で
は
、「
長
期
的
に
」
と
い
う
文
言
を
追
加
し
、

統
合
コ
ー
ド
と
比
べ
て
取
締
役
会
の
目
的
が
具
体
的
に
規
定
さ
れ
た
。
取
締
役
会
に
対
し
て
独
立
性
に
加
え
、
義
務
や
責
任
を
果
た
す
た

め
に
必
要
な
知
識
や
経
験
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
要
求
す
る
（B.1

）。
取
締
役
会
議
長
に
関
す
る
規
定
（A

.3 m
ain principle

）
が
主
要
原
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則
と
し
て
二
〇
一
〇
年
コ
ー
ド
に
お
い
て
初
め
て
設
け
ら
れ
た
。

　

非
業
務
執
行
取
締
役
に
関
し
て
、
取
締
役
会
の
構
成
員
の
過
半
数
は
独
立
性
の
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
、A

pproved Persons

制
度
の
接
点
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
取
締
役
は
自
身
の
業
務
を
行
な
う
た
め
に
十
分
な
時
間
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
（M

ain Principle B.3

）。
必
要
と
さ
れ
る
時
間
を
具
体
的
に
明
記
す
る
か
、
兼
任
す
る
非
業
務
執
行
取
締
役
で
は
監
督

を
行
な
う
上
で
十
分
な
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
か
、
兼
任
規
制
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
か
な
ど
も
議
論
さ
れ
、
結
局
明
記
は
さ
れ

な
か
っ
た
。

　

取
締
役
は
、
取
締
役
会
に
参
加
す
る
た
め
、
必
要
な
ス
キ
ル
（skill

）
と
知
識
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（M

ain Principle B.4

）。

こ
れ
も
ま
たA

pproved Persons
制
度
の
接
点
と
い
え
る
。
内
部
統
制
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
年
次
報
告
書
に
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
取
締
役
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
説
明
す
る
義
務
を
負
う
（C.1.2

）。
非
業
務
執
行
取
締
役
は
、
会
社

の
リ
ス
ク
に
関
す
る
一
定
程
度
の
情
報
、
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
改
訂
前
は
、
監
査
委
員
会
構
成
員
に

対
し
て
一
定
程
度
の
財
務
経
験
を
要
求
す
る
に
止
ま
っ
て
い
た
が
、
改
訂
後
は
委
員
会
構
成
員
に
な
っ
た
非
業
務
執
行
取
締
役
全
員
が
一

定
程
度
の
知
識
や
能
力
を
備
え
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
（M

ain Principle B.1

）。
専
門
取
締
役
（Professional director

）
と
い
う
用
語
が

用
い
ら
れ
、
非
業
務
執
行
取
締
役
は
単
な
る
独
立
し
た
者
で
な
く
、
監
督
を
行
な
う
上
で
適
切
な
専
門
的
能
力
を
有
し
た
者
と
す
る
。

３
．
Ｆ
Ｃ
Ａ
コ
ー
ド
とA

pproved Persons

―Financial Conduct A
uthority H

andbook

とT
hreshold Conditions Code

―　

二
〇
一
〇
年
コ
ー
ド
以
降
、
取
締
役
は
適
格
性
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
か
るA

pproved Persons

制
度
に
つ
い
て
は
、

二
〇
一
三
年
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
解
体
さ
れ
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
（Financial Conduct A

uthority
）
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
（Prudencial Regulation A

uthiority

）
の
二

本
立
て
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、Financial Conduct A

uthority H
andbook

に
お
い
て
、T

hreshold Conditions Code

（
Ｃ
Ｏ
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）
が
策
定
さ
れ（（7
（

、
そ
の
中
でA

pproved Persons

に
つ
い
て
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
考
察

⑴　

二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド　

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
関
し
て
、
Ｆ
Ｒ

Ｃ
（
英
国
財
務
報
告
審
議
会
）
か
ら
最
新
版
の
も
の
と
し
て
二
〇
一
四
年
九
月
改
訂
版
コ
ー
ド
が
発
出
さ
れ
て
い
る（（7
（

。

　

取
締
役
の
独
立
性
に
関
し
て
は
過
去
五
年
以
内
に
当
該
会
社
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
で
あ
っ
た
こ
と
、
過
去
三
年
以
内
に
直
接
に

会
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
重
要
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
会
社
と
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
重
要
な
関
係
を
有
す
る
団
体
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
株

主
、
取
締
役
ま
た
は
幹
部
で
あ
っ
た
こ
と
。
役
員
報
酬
以
外
に
追
加
報
酬
を
受
領
し
た
こ
と
が
あ
る
か
現
に
受
領
し
て
い
る
こ
と
、
会
社

の
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
か
業
績
連
動
型
の
報
酬
ス
キ
ー
ム
を
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
会
社
の
年
金
ス
キ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
こ
と
、
会
社
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
取
締
役
ま
た
は
幹
部
職
員
（senior em

ployees

）
と
近
し
い
親
族
関
係
に
あ
る
こ
と
、
他
の
会

社
／
団
体
が
相
互
に
取
締
役
を
選
任
し
て
い
る
関
係
に
あ
る
（cross-directorships

）
か
、
当
該
他
の
会
社
／
団
体
の
取
締
役
と
重
要
な

連
携
関
係
に
あ
る
こ
と
、
大
株
主
（significant shareholder

）
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
、
最
初
の
選
任
の
日
以
降
九
年
間
以
上
に
わ
た
り

取
締
役
を
務
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
者
を
独
立
取
締
役
と
決
定
し
た
場
合
に
は
そ
の
理
由
を
年
次
報
告
書
に
お
い
て
示
す
べ
き

で
あ
る
（B.1.1

）。

　

取
締
役
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
規
定
が
さ
れ
て
い
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
の
接
点
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
取
締
役
は
、

そ
の
責
務
を
有
効
に
果
た
す
に
あ
た
り
十
分
な
時
間
を
会
社
の
た
め
に
割
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
（M

ain Principle B.3

）。

　

取
締
役
の
研
鑽
（developm

ent

）
の
規
定
が
さ
れ
る
。A

pproved Persons
制
度
に
関
連
す
る
規
定
で
あ
る
。
す
べ
て
の
取
締
役
は
、

取
締
役
会
に
加
わ
る
に
あ
た
っ
て
就
任
ガ
イ
ダ
ン
ス
（induction

）
を
受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
ス
キ
ル
と
知
識
を
随
時
更
新
・
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ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
べ
き
で
あ
る
（M

ain Principle B.4

）。
取
締
役
会
議
長
は
、
取
締
役
が
、
そ
の
ス
キ
ル
と
知
識
を
、
ま
た
、
取
締
役
会

や
取
締
役
会
委
員
会
に
お
い
て
役
割
を
果
た
す
た
め
に
必
要
な
会
社
情
報
を
、
絶
え
ず
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

（Supporting Principles

）。
会
社
は
、
自
社
の
取
締
役
が
知
識
・
能
力
を
研
鑽
・
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
提
供

す
べ
き
で
あ
る
。
す
べ
て
の
取
締
役
は
、
自
ら
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に
、
会
社
に
関
す
る
適
正
な
知
識
と
会
社
の
業
務
・
従
業
員
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
必
要
と
す
る
。
取
締
役
会
議
長
は
、
新
し
い
取
締
役
が
加
わ
る
際
に
は
、
十
分
か
つ
正
式
な
、
本
人
に
適
し
た
就
任
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
取
締
役
は
、
主
要
株
主
と
面
会
す
る
機
会
を
得
る
べ
き
で
あ
る

（B.4.1.

）。
取
締
役
会
議
長
は
、
取
締
役
の
研
修
・
研
鑽
（training and developm

ent

）
ニ
ー
ズ
に
関
し
て
、
随
時
、
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
と

と
も
に
各
取
締
役
と
合
意
す
べ
き
で
あ
る
（B.4.2.

）。

　

リ
ス
ク
管
理
と
内
部
統
制
に
つ
い
て
、
戦
略
的
リ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）、
更
に
は
積
極
的
妥
当
性
に
も
踏
み
込
む
可
能
性
を
有

す
る
規
定
が
さ
れ
て
い
る
。
取
締
役
会
は
、
そ
の
戦
略
目
標
（strategic objectives

）
を
達
成
す
る
に
当
た
り
、
取
ろ
う
と
し
て
い
る
主

要
な
リ
ス
ク
の
性
質
と
範
囲
を
特
定
す
る
責
務
を
負
う
。
取
締
役
会
は
、
健
全
な
リ
ス
ク
管
理
と
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
べ
き
で

あ
る
（M

ain Principle C.2.

）。

　

取
締
役
会
は
、
少
な
く
と
も
三
名
の
、
ま
た
は
小
規
模
な
会
社
の
場
合
に
は
二
名
の
一
五
、
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
か
ら
構
成
さ
れ

る
監
査
委
員
会
を
設
立
す
べ
き
で
あ
る
。
小
規
模
な
会
社
の
場
合
、
独
立
非
業
務
執
行
取
締
役
に
加
え
て
、
取
締
役
会
議
長
が
、
議
長
就

任
時
に
独
立
取
締
役
と
さ
れ
た
者
で
あ
る
場
合
に
限
り
、
監
査
委
員
会
の
委
員
（
た
だ
し
委
員
長
で
は
な
い
）
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
取

締
役
会
は
、
監
査
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
名
は
、
最
近
に
お
い
て
財
務
に
関
す
る
経
験
（financial experience

）
を

有
す
る
者
と
す
べ
き
で
あ
る
（C.3.1.

）。
監
査
委
員
会
の
主
要
な
役
割
と
責
任
は
、
文
書
の
形
で
設
置
要
綱
（term

s of reference

）
に
明
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記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
下
記
の
事
項
が
含
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
（C.3.2.

）。
会
社
の
財
務
報
告
の
ほ
か
、
会
社
の
財
務
業
績

に
関
す
る
す
べ
て
の
公
式
発
表
に
つ
い
て
、
そ
の
真
正
性
（integrity

）
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
財
務
報
告
上
の
重
要
な
判

断
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
。
会
社
の
財
務
に
か
か
る
内
部
統
制
（internal financial controls

）
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
独
立

取
締
役
か
ら
構
成
さ
れ
る
リ
ス
ク
委
員
会
か
取
締
役
会
自
身
が
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
限
り
、
会
社
の
内

部
統
制
・
リ
ス
ク
管
理
シ
ス
テ
ム
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
。
会
社
の
内
部
監
査
（internal audit

）
機
能
の
有
効
性
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
レ

ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
。

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
の
提
言
を
英
国
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
（Financial Services A

uthori-

ty FSA

）
がFSA

 H
andbook

の
中
で
詳
細
に
ル
ー
ル
化
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
解
体
後
も
ル
ー
ル
・
ブ
ッ
ク
で
あ
るFSA

 H
andbook

（
（7
（

は
残
さ
れ
、
基
本
規
準
は
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
依
拠
し
て
い
る
。
行
為
規
制
（Conduct

）、
数
値
規
制

（Prudencial

）
か
ら
な
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
は
、
規
制
に
よ
り
消
費
者
が
享
受
し
う
る
便
益
・
効
果
を
規
制
の
結
果

と
し
て
達
成
す
る
こ
と
を
金
融
機
関
に
求
め
る
結
果
ア
プ
ロ
ー
チ
を
特
徴
と
し
、
金
融
機
関
は
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
示
す
規
制
の
結
果
を
踏
ま
え
、

自
主
的
・
自
律
的
に
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

株
主
と
の
対
話
に
つ
い
て
、
目
指
す
と
こ
ろ
（objectives
）
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
に
基
づ
き
、
株
主
と
対
話
（dialogue

）
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。
取
締
役
会
全
体
が
、
株
主
と
の
間
で
満
足
の
い
く
対
話
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
（M

ain Principle E.1.

）。

株
主
総
会
の
建
設
的
な
活
用
に
つ
い
て
、
取
締
役
会
は
、
株
主
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
株
主
の
参
加
を
促
す
た
め
に
株
主
総
会
を
活
用
す

べ
き
で
あ
る
（M

ain Principle E.2.

）。

　

非
業
務
執
行
取
締
役
を
会
社
が
い
か
に
確
保
す
る
か
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。
統
合
コ
ー
ド
の
時
期
か
ら
、
英
国
取
締
役
協
会
（IO

D
: 
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）
に
よ
る
取
締
役
認
証
制
度（（8
（

、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

業
務
執
行
取
締
役
に
対
し
て
一
定
程
度
の
専
門
性
と
能
力
を
要
求
す
る
規
定
は
、
英
国
の
取
締
役
の
責
任
に
関
す
る
議
論
に
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
即
ち
、
コ
ー
ド
の
改
正
に
よ
っ
て
、
取
締
役
会
の
監
督
機
能
が
さ
ら
に
純
化
さ
れ
、
非
業
務
執
行
取
締
役
に
独
立

性
に
加
え
て
専
門
性
や
能
力
を
課
す
規
定
が
加
え
ら
れ
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
責
任
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
非
業
務
執
行

取
締
役
は
、
実
務
上
の
区
別
で
あ
り
、
制
定
法
上
ま
た
は
判
例
法
上
、
特
有
の
義
務
を
有
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し

最
近
に
な
り
、
上
場
会
社
に
お
け
る
取
締
役
会
の
監
督
や
内
部
統
制
に
関
心
が
集
ま
り
、the Secretary of State v. Sw

an and 

N
orth

事
件
、Com

m
onw

ealth O
il and Gas Co. Ltd. v Baxter

事
件
に
お
い
て
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
重
要
な
判
決
も
出

さ
れ
る
。
取
締
役
会
や
監
査
委
員
会
の
中
心
で
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
責
任
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
非
業
務

執
行
取
締
役
の
重
要
な
義
務
違
反
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
監
督
義
務
違
反
な
ど
の
注
意
義
務
（duty of care and skill and diligence

）

違
反
の
問
題
で
あ
り
、
上
記
に
お
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。A

pproved Persons

の
概
念
な
ど
の
議
論
に
つ
な
が
る
部
分
で
あ

る
と
思
料
さ
れ
る
。

⑵　

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
影
響
―A

pproved Persons

の
接
点
、
注
意
義
務
の
二
重
基
準
と
非
業
務
執
行
取
締
役　

英
国
で
は
、

取
締
役
の
注
意
義
務
に
関
し
て
二
重
基
準
を
用
い
て
判
断
し
て
い
る
が
、
近
時
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
正
が
こ
の
基
準
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
主
観
的
基
準
を
補
完
す
る
た
め
に
客
観
的
基
準
を
加
え
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
正
に
よ
り
、
取
締
役
に
専
門
性
、
能
力
を
課
す
規
定
が
設
け
ら
れ
、
主
観
的
基
準
の
判
断
基
準
が
実
質

的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
取
締
役
の
専
門
性
の
高
ま
り
か
ら
、
主
観
的
基
準
の
引
き
上
げ
は
指
摘
さ
れ
て
い
た（（8
（

。

　

抽
象
的
に
の
み
把
握
さ
れ
て
き
た
取
締
役
の
専
門
性
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
規
定
に
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
、
取
締
役
が
認
識
し



九
八

て
い
た
こ
と
を
基
準
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
抽
象
的
な
取
締
役
に
要
求
す
る
客
観
的
基
準
に
よ
り
判
断
す
る
よ
り
重
い
責
任
が
課
さ

れ
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

　

私
見
で
あ
る
が
、
米
国
の
注
意
義
務
や
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
の
議
論
と
し
て
把
握
が
で
き
る
部
分
を
英
国
で
は
実
質
的
に
は
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
英
国
で
は
主
と
し
て
注
意
義
務
の
領
域
に
お
い
て
判
例
・
議
論
が
多
い
が
、

信
認
義
務
を
頂
点
と
す
る
米
国
と
異
な
り
、
我
が
国
で
は
善
管
注
意
義
務
の
概
念
が
最
上
位
に
あ
る
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
に
理
解
で
き
よ
う（（8
（

。

米
国
で
は
、
注
意
義
務
に
加
え
て
、
忠
実
義
務
に
関
す
る
グ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ス
（good faith

）
の
義
務
の
境
界
あ
る
い
は
異
同
に
関
す
る
議
論
・

判
例
が
多
く
出
さ
れ
る
が
、
英
国
で
は
こ
う
し
た
領
域
の
規
範
は
コ
ー
ド
概
念
に
お
い
て
示
さ
れ
、
上
場
企
業
に
対
す
る
縛
り
と
な
り
、

さ
ら
に
二
〇
〇
六
年
会
社
法
改
正
に
よ
る
一
般
的
義
務
の
関
連
と
し
て
明
確
に
さ
れ
、
包
摂
さ
れ
て
き
て
い
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
か
。

　

か
か
る
傾
向
は
、
主
観
的
基
準
に
よ
り
会
計
知
識
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
非
業
務
執
行
取
締
役
に
重
い
責
任
を
認
め
た
一
九
七

七
年D

orchester Finance Co. Ltd v. Stebbing

事
件
判
決（（8
（

に
窺
え
る
。
二
重
基
準
の
鼎
立
し
た
現
在
、
主
観
的
基
準
に
よ
り
客
観

的
基
準
よ
り
重
い
責
任
が
課
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う（（8
（

。Re City Equitable Fire Insurance Co. Ltd

事
件
判
決
と
以
前
の
判
決
は
、

非
業
務
執
行
取
締
役
に
相
当
す
る
取
締
役
の
注
意
義
務
の
問
題
が
大
部
分
で
あ
る
。
一
方N

orm
an v. T

heodore Goddard

事
件
判
決（（8
（

の
二
重
基
準
で
判
断
し
た
事
案
の
多
く
は
、
業
務
執
行
取
締
役
の
問
題
で
状
況
が
異
な
る
。
判
例
は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
を
指
摘

す
る
。

　

上
場
会
社
は
年
次
報
告
書
な
ど
で
取
締
役
が
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
開
示
し
、
開
示
さ
れ
た
取
締
役
は
取
締
役
と
し
て
の
専
門
能

力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
不
祥
事
が
起
き
た
場
合
、
主
観
的
基
準
に
よ
り
重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ

と
に
な
る
。
役
職
に
よ
り
専
門
性
が
異
な
る
場
合
、
主
観
的
基
準
に
よ
っ
て
柔
軟
・
妥
当
な
判
断
が
可
能
と
な
り
、
適
切
な
責
任
追
及
が



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

九
九

で
き
る
。

　

非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
は
、
取
締
役
の
専
門
化
に
伴
う
責
任
の
厳
格
化
に
よ
り
、
非
業
務
執
行
取
締
役
の
候
補
者
が
減
少
す
る
こ

と
に
な
り
か
ね
ず
、
取
締
役
対
象
の
保
険
（D

&
O

 insurance

）
も
問
題
と
な
る
。
上
場
会
社
で
は
、
取
締
役
の
専
門
化
は
当
然
の
傾
向
で

あ
り
、
非
業
務
執
行
取
締
役
も
監
督
者
と
し
て
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
責
任
を
負
う
べ
き

は
当
然
で
も
あ
ろ
う
。the Secretary of State v. Sw

an and N
orth

事
件
判
決（（8
（

で
は
、
裁
判
所
は
取
締
役
会
副
議
長
、
監
査
委
員
会

委
員
長
を
兼
ね
た
非
業
務
執
行
取
締
役
に
対
し
て
、
知
識
や
経
験
が
あ
る
た
め
、
財
務
担
当
取
締
役
の
情
報
を
信
用
す
る
だ
け
で
は
足
り

ず
、
自
ら
適
切
に
監
督
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
十
分
に
監
督
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
責
任
を
負
う
こ
と
を
判
示
し
て
い
る
。

　

主
観
的
基
準
の
補
完
の
た
め
の
客
観
的
基
準
か
ら
、
客
観
的
基
準
を
補
完
す
る
た
め
の
主
観
的
基
準
に
機
能
的
変
化
が
み
ら
れ
る
。
英

国
で
取
締
役
の
注
意
義
務
が
問
題
に
な
る
場
合
、
中
小
規
模
会
社
が
多
く
、
取
締
役
に
専
門
性
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
名
目
的
取
締

役
に
い
か
な
る
基
準
で
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
か
が
問
題
で
あ
っ
た
。
主
観
的
基
準
に
よ
り
取
締
役
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
多
く
、
対

応
策
と
し
て
客
観
的
基
準
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

現
在
は
、
取
締
役
の
注
意
義
務
が
問
題
と
な
る
事
案
は
上
場
会
社
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
上
場
会
社
に
お
け
る
取
締
役
会
の

監
督
機
能
の
高
度
化
と
共
に
、
取
締
役
会
の
構
成
員
で
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
注
意
義
務
は
変
容
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
監
督

者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
最
低
限
の
基
準
と
し
て
の
①
客
観
的
基
準
が
あ
り
、
そ
の
上
で
、
②
主
観
的
基
準
は
⒜
専
門
家
、
⒝
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
に
よ
り
一
定
の
知
識
や
能
力
を
要
求
さ
れ
る
取
締
役
に
対
し
て
、
客
観
的
基
準
を
超
え
る
厳
し
い
責
任
を
負
わ
せ
る
基
準
と
し
て

機
能
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
上
場
会
社
に
対
し
、
実
質
的
に
構
成
員
の
質
の
面
か
ら
取
締
役
会
の
適
切
な
監
督
機
能
を
求
め
る
こ
と
に
な

る
。



一
〇
〇

　

私
見
で
あ
る
が
、
⒝
の
部
分
が
、A

pproved Persons

に
該
当
す
る
が
、
そ
の
適
用
対
象
は
経
営
陣
に
加
え
て
、
拡
大
傾
向
が
み
ら

れ
る
。
即
ち
、
取
締
役
を
対
象
と
す
る
制
度
に
止
ま
ら
ず
、
独
自
の
制
度
・
基
準
と
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
あ
る
い

は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
多
重
・
重
畳
適
用
の
可
能
性
と
共
に
、
適
用
領
域
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

海
外
金
融
資
本
の
英
国
現
地
法
人
に
対
す
る
適
用
な
ど
、
上
場
企
業
に
限
定
し
た
適
用
に
止
ま
ら
な
い
。
ま
たA

pproved Persons

に

対
す
る
要
求
事
項
は
、
専
門
性
に
止
ま
ら
ず
、
誠
実
さ
な
ど
の
規
範
概
念
も
含
ん
で
い
る
。
米
国
で
は
、
コ
ー
ド
が
存
在
せ
ず
、
こ
う
し

た
部
分
は
判
例
に
よ
る
忠
実
義
務
な
ど
の
概
念
化
で
柔
軟
に
取
り
込
ん
で
き
た
と
み
ら
れ
る
。
英
国
に
お
け
る
注
意
義
務
の
検
討
過
程
で

の
二
重
基
準
を
枠
を
超
え
て
き
た
問
題
と
い
え
、
米
国
に
お
け
る
忠
実
義
務
あ
る
い
は
グ
ッ
ド
フ
ェ
イ
ス
の
義
務
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き

た
部
分
で
あ
り
、
英
国
で
は
コ
ー
ド
が
担
う
領
域
と
い
え
る
。
英
国
で
は
、
今
後
会
社
法
規
定
、
取
締
役
の
注
意
義
務
に
関
す
る
判
例
形

成
、
コ
ー
ド
規
範
等
と
の
整
合
性
を
い
か
に
保
ち
つ
つ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
規
律
を
保
っ
て
い
く
か
、
注
視
さ
れ
る
こ
と

と
な
ろ
う
。

　

二
〇
一
二
年
九
月
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
訂
に
よ
り
、
上
場
会
社
の
取
締
役
会
は
独
立
性
を
高
め
る
規
定
が
置
か
れ
、
監
督
機
能
の

純
化
が
進
ん
だ
。
取
締
役
に
対
し
て
一
定
の
専
門
性
や
能
力
を
課
す
規
定
が
置
か
れ
、
取
締
役
の
専
門
化
の
必
要
性
の
現
れ
で
あ
る
。
非

業
務
執
行
取
締
役
は
、
監
督
者
と
し
て
会
社
か
ら
独
立
し
て
い
る
の
み
で
は
業
務
執
行
者
を
監
督
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

一
方
、
専
門
性
や
能
力
を
取
締
役
に
求
め
る
こ
と
は
独
立
性
と
相
反
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
同
業
種
の
会
社
を
複
数
兼
任
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
、
専
門
性
と
独
立
性
の
調
和
が
英
国
企
業
法
制
の
課
題
と
い
え
る
。
我
が
国
も
、
上
場
会
社
の
取
締
役
の
専
門
化
は
必
然

の
流
れ
で
あ
り
、
会
社
法
で
な
く
と
も
、
上
場
規
則
な
ど
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
っ
て
専
門
性
や
能
力
を
課
す
規
定
を
置
く
か
議
論
さ
れ
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
改
正
に
よ
り
、
大
規
模
上
場
会
社
の
非
業
務
執
行
取
締
役
の
特
に
注
意
義
務
に
関
す
る
判
断
基
準
に
大
き
な
影
響



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
〇
一

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
よ
り
専
門
性
や
能
力
を
求
め
ら
れ
、
主
観
的
基
準
に
よ
っ
て
客
観
的
基
準
よ
り
も

重
い
責
任
を
負
わ
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
高
ま
っ
て
い
く
非
業
務
取
締
役
の
責
任
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
責
任
を
免
れ
う
る

の
か
が
問
題
と
し
て
残
る
。
株
主
代
表
訴
訟
制
度
の
整
備
と
共
に
、
取
締
役
責
任
免
除
制
度
も
重
要
な
検
討
課
題
に
な
る（（8
（

。

　

主
観
的
基
準
に
よ
っ
て
重
く
な
っ
た
非
業
務
執
行
取
締
役
の
責
任
の
免
除
に
つ
い
て
、
現
行
の
取
締
役
責
任
免
除
制
度
か
、
安
全
港
ル
ー

ル
（safe harbor rule
）
を
作
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
我
が
国
判
例
を
み
て
、
経
営
判
断
原
則
の
適
用
基
準
と
さ
れ
る
取
締
役
に
は
、
い

か
な
る
取
締
役
が
想
定
さ
れ
て
い
る
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
客
観
的
基
準
と
い
っ
た
抽
象
的
な
取
締
役
を
想
定
す
る
場
合
、
専
門
化
が

進
む
中
で
適
切
な
基
準
と
し
て
機
能
す
る
か
、
疑
問
で
あ
る
。
主
観
的
基
準
を
含
め
た
二
重
基
準
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る（（8
（

。

　

米
国
の
忠
実
義
務
な
ど
で
考
察
さ
れ
る
が
、
責
任
減
免
制
度
の
レ
ベ
ル
で
検
討
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
事
後
的
な
作
法
的
段
階

で
あ
る
だ
け
に
、
非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
の
独
立
役
員
、
社
外
取
締
役
・
監
査
役
、
更
に
は
社
内
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
、

注
意
義
務
違
反
の
判
断
レ
ベ
ル
と
合
わ
せ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。

　

ま
た
反
ト
ラ
ス
ト
法
領
域
と
の
比
較
と
し
て
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
刑
事
訴
追
の
分
断
（separation of prosecutor from

 enforc-

er

）、
両
罰
規
定
と
刑
事
・
民
事
罰
、
適
切
な
手
続
き
の
面
（due process concerns

）
の
制
度
設
計
等
も
今
後
の
考
察
対
象
と
な
ろ
う
。

即
ち
、
私
見
で
あ
る
が
、
今
後
、
英
国
で
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
事
例
の
蓄
積
に
伴
い
、
行
政
処
分
か
ら
不
服
審
査
・
司
法

判
断
へ
と
進
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
反
ト
ラ
ス
ト
法
分
野
で
は
、
抑
止
力
の
点
で
有
用
で
あ
る
と
し
て
、
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
な
ど
に
お
い

て
個
人
に
対
す
る
刑
事
罰
が
執
行
さ
れ
て
い
る（（8
（

。
そ
の
場
合
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
図
る
行
政
当
局
と
刑
事
訴
追
の
訴
訟
当
局
の
関

係
、
両
罰
規
定
と
刑
事
・
民
事
罰
の
あ
り
方
、
私
訴
（private suit

）
が
出
さ
れ
る
場
合
の
代
表
訴
訟
・
集
団
訴
訟
（collective actions

）

や
三
倍
賠
償
制
度
な
ら
び
に
証
拠
開
示
（discovery

）
の
あ
り
方
な
ど
適
切
な
手
続
面
（due process concerns

）
の
制
度
設
計
が
将
来
の



一
〇
二

検
討
課
題
と
な
ろ
う
。

第
三
部　

英
国
金
融
規
制
改
革
と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

第
一
章　

英
国
に
お
け
る
金
融
機
関
の
監
督
手
法
（A

RRO
W

）
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

１
．U

K
FSA

と
行
政
目
的　

英
国
に
お
け
る
金
融
機
関
の
監
督
手
法
（A

RRO
W

）
と
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

み
て
い
き
た
い（（9
（

。U
K

FSA
（
英
国
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構
）
と
行
政
目
的
を
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
（Financial Ser-

vices and M
arkets A

ct 2000

）
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
複
数
の
機
関
に
分
散
し
て
い
た
銀
行
・
証
券
会
社
・
保
険
会
社
な
ど
に

対
す
る
監
督
権
限
を
統
合
し
た
。
四
つ
の
行
政
目
的
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
第
二
条
）
と
し
て
、
①
英
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
維
持
、

②
公
衆
の
啓
蒙
、
③
利
用
者
の
保
護
、
④
金
融
犯
罪
の
削
減
が
あ
る
。

２
．A

RRO
W

の
リ
ス
ク
評
価
プ
ロ
セ
ス　

A
RRO

W
（A

dvanced Risk Responsive O
perating Fram

ew
ork

）
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
月

よ
り
実
施
さ
れ
、
リ
ス
ク
評
価
プ
ロ
セ
ス
は
原
則
と
し
て
オ
フ
サ
イ
ト
で
検
証
を
行
う
が
、
必
要
に
応
じ
オ
ン
サ
イ
ト
に
よ
り
補
足
す
る
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
リ
ス
ク
評
価
お
よ
び
リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
、
リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
金
融
機
関
へ
の
通
知
、
金
融
機
関

の
状
況
に
応
じ
一
二
ヶ
月
―
三
六
ヶ
月
の
期
間
が
設
定
、
経
営
改
善
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
内
容
と
す
る
。

３
．
リ
ス
ク
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
概
要　

リ
ス
ク
評
価
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
①
イ
ン
パ
ク
ト
の
評
価
（Im

pact A
ssessm

ent

）
は
、
規
模

な
ど
に
よ
り
四
段
階
の
評
価
（H

igh

、M
edium

 H
igh

、M
edium

 Low

、Low
）
が
さ
れ
る
。
②
リ
ス
ク
顕
在
化
可
能
性
の
評
価
（Probabil-

ity A
ssessm

ent

）
は
、
環
境
リ
ス
ク
（
地
理
的
リ
ス
ク
、
競
争
リ
ス
ク
お
よ
び
市
場
構
造
リ
ス
ク
な
ど
）、
リ
ス
ク
を
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
お
よ
び



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
〇
三

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ス
ク
に
分
類
、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
お
よ
び
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ス
ク
を
各
四
、
五
の
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
に
分
類
、
さ
ら
に

四
五
項
目
の
リ
ス
ク
要
素
に
細
分
化
し
、
各
々
実
質
四
段
階
の
評
価
を
行
う
。
最
後
の
評
価
は
七
つ
の
Ｒ
Ｔ
Ｏ
（Risks to O

bjectives 

Group

）、
さ
ら
に
四
つ
の
行
政
目
的
に
関
連
付
け
て
整
理
さ
れ
る
。
③
リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
（RM

P: Risk M
itigation Program

）
の

作
成
は
、
リ
ス
ク
評
価
に
応
じ
た
経
営
改
善
計
画
、
併
せ
て
計
画
の
実
施
予
定
期
間
（
次
の
リ
ス
ク
評
価
ま
で
の
期
間
）
が
盛
り
込
ま
れ
る
。

４
．
リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｒ
Ｍ
Ｐ　

リ
ス
ク
評
価
を
踏
ま
え
た
行
政
上
の
措
置
（
リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｒ
Ｍ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、
①

リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｒ
Ｍ
Ｐ
）
案
の
策
定
、
②
内
部
検
証
等
に
よ
り
、
当
局
と
金
融
機
関
に
よ
る
事
実
関
係
の
擦
り
合
わ
せ
を
行
い
、

た
だ
し
事
実
関
係
に
つ
い
て
の
評
価
お
よ
び
改
善
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
は
一
義
的
に
当
局
が
決
定
す
る
。
③
リ
ス
ク
評
価
結
果
お
よ
び

Ｒ
Ｍ
Ｐ
の
金
融
機
関
へ
の
通
知
は
、
金
融
機
関
は
受
諾
通
知
を
行
う
が
、
た
だ
し
金
融
機
関
は
事
実
誤
認
や
よ
り
優
れ
た
他
の
改
善
方
法

が
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
監
督
担
当
者
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
監
督
担
当
者
に
よ
る
対
応
に
異
議
が
あ
る
場
合
に
は
監

督
担
当
者
の
上
司
あ
る
い
は
担
当
部
局
の
長
に
申
し
出
る
こ
と
も
で
き
る
。
金
融
機
関
が
な
お
Ｒ
Ｍ
Ｐ
に
従
わ
な
い
場
合
、
正
式
手
続
に

移
行
し
、
法
に
基
づ
く
報
告
徴
求
や
裁
定
手
続
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
は
実
例
は
な
い
。
④
Ｒ
Ｍ
Ｐ
の
内
容
に
よ
り
、

次
の
リ
ス
ク
評
価
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
は
一
二
ヶ
月
―
三
六
ヶ
月
。
⑤
中
間
評
価
は
、
オ
フ
サ
イ
ト
（
監
督
）
を
通
じ
リ
ス
ク
評
価

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
、
行
政
上
の
措
置
の
レ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
る
。

５
．
リ
ス
ク
評
価
と
行
政
上
の
措
置
の
関
係　

リ
ス
ク
評
価
と
行
政
上
の
措
置
と
の
関
係
を
み
る
と
、
①
リ
ス
ク
評
価
は
、
⑴Low

、

⑵M
edium

 Low

、
⑶M

edium
 H

igh

、
⑷H

igh

に
分
か
れ
、
②
行
政
上
の
措
置
と
し
て
⒜
診
断
（D

iagnostic

）、
⒝
監
視
（M

onitor-

ing

）、
⒞
予
防
（Preventative

）、
⒟
是
正
（Rem

edial

）
に
分
類
さ
れ
る
。
⑵M

edium
 Low

は
⒜
診
断
（D

iagnostic

）、
⒝
監
視
（M

on-

itoring

）、
⑶M

edium
 H

igh

は
⒞
予
防
（Preventative

）、
⒟
是
正
（Rem

edial
）、
⑷H

igh

は
⒞
予
防
（Preventative

）、
⒟
是
正
（Re-



一
〇
四

m
edial

）
と
各
々
対
応
す
る
。
我
が
国
法
令
に
大
ま
か
に
当
て
は
め
る
と
、
⒜
お
よ
び
⒝
は
報
告
徴
求
、
⒞
お
よ
び
⒟
は
業
務
改
善
命
令

等
に
相
当
す
る
。

６
．A

RRO
W

に
お
け
る
顕
在
可
能
性
リ
ス
ク
の
リ
ス
ク
要
素　

A
RRO

W

に
お
け
る
顕
在
可
能
性
リ
ス
ク
の
リ
ス
ク
要
素
と
し
て
、

我
が
国
の
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
と
英
国
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（A

RRO
W

）
に

お
け
る
四
五
の
リ
ス
ク
要
素
と
の
関
係
を
み
る
と
、
リ
ス
ク
局
面
は
①
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ス
ク
、
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ス
ク
に
二
分
さ
れ
、
①

ビ
ジ
ネ
ス　

リ
ス
ク
の
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
は
経
営
戦
略
（
リ
ス
ク
要
素
は
１
．
経
営
戦
略
の
質
、
２
．
ビ
ジ
ネ
ス
特
性
）、
市
場
・
信
用
・
保
険

引
受
け
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
（
３
．
信
用
リ
ス
ク
、
４
．
保
険
引
受
リ
ス
ク
、
５
．
市
場
リ
ス
ク
、
６
．
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
、
７
．

訴
訟
／
法
的
リ
ス
ク
）、
健
全
性
（
８
．
資
本
の
適
切
性
、
９
．
流
動
性
、
10
．
収
益
性
）、
顧
客
特
性
・
利
用
者
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
（
11
．
顧

客
／
利
用
者
／
会
員
の
類
型
、
12
．
業
務
収
益
源
お
よ
び
利
益
分
配
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
13
．
商
品
／
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
、
14
．
市
場
効
率
（
主
要
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
み
）、
15
．
適
切
な
市
場
）、
②
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
リ
ス
ク
の
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
は
顧
客
・
利
用
者
の
待
遇
（
16
．
販
売
強
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

お
よ
び
採
用
、
17
．
職
員
の
俸
給
基
準
、
18
．
財
務
促
進
、
19
．
顧
客
／
利
用
者
／
会
員
の
承
認
、
広
告
、
報
告
、
20
．
取
引
お
よ
び
管
理
、
21
．
顧
客

／
利
用
者
／
会
員
の
資
産
の
安
全
性
、
22
．
商
品
資
料
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
／
適
切
性
、
23
．
会
員
の
管
理
（
発
言
を
許
さ
れ
て
い
る
会
員
の
み
））、

組
織
（
24
．
法
律
上
／
所
有
構
造
の
透
明
性
、
25
．
会
計
監
査
／
グ
ル
ー
プ
構
成
の
管
轄
／
特
質
、
26
．
グ
ル
ー
プ
の
残
り
の
人
々
と
の
関
係
）、
内
部

体
制
お
よ
び
内
部
統
制
（
27
．
リ
ス
ク
管
理
、
28
．
方
針
、
手
順
、
制
御
、
29
．
経
営
情
報
、
30
．
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
、
31
．
財
務
報
告
、
定
期
レ
ポ
ー
ト
、

会
計
方
針
、
32
．
法
令
等
遵
守
、
33
．
内
部
監
査
、
34
．
外
注
／
第
三
者
割
当
、
35
．
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
36
．
業
務
の
継
続
性
、

37
．
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
制
御
、
38
．
市
場
の
透
明
性
、
39
．
協
定
の
制
定
お
よ
び
改
廃
（
主
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
み
））、
取
締
役
会
・
経
営
陣
・

職
員
（
40
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
41
．
経
営
責
任
の
割
当
お
よ
び
明
確
化
、
42
．
管
理
の
質
、
43
．
人
的
資
源
）、
業
務
と
コ
ン
プ
ラ
イ



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
〇
五

ア
ン
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
（
44
．
監
督
当
局
と
の
関
係
、
45
．
文
化
的
テ
ー
マ
お
よ
び
ビ
ジ
ネ
ス
倫
理
）
で
あ
る
。
45
の
リ
ス
ク
要
素
に
つ
い
て
、

我
が
国
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
４
、
10
、
11
、
13-

18
、
22
、
23
、
26
、
30
、
34-

40
、
44-

45
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
22
．
商
品
資

料
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
／
適
切
性
、
37
．
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
制
御
は
法
令
等
遵
守
項
目
と
な
る
。A

RRO
W

で
は
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
も
含
ん
だ
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
融
合
に
よ
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
特
徴
を
示
し
て
い
よ
う
。

７
．
リ
ス
ク
要
素
と
Ｒ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
行
政
目
標　

リ
ス
ク
要
素
と
Ｒ
Ｔ
Ｏ
（Risks to O

bjectives Group

）
お
よ
び
行
政
目
標
の
関
係
と

し
て
、
四
つ
の
行
政
目
標
と
七
つ
の
Ｒ
Ｔ
Ｏ
（Risks to O

bjectives Group

）
の
対
応
関
係
を
示
す
と
、
Ｒ
Ｔ
Ｏ
は
①
破
綻
・
経
済
的
損
失
、

②
不
適
切
な
販
売
・
経
営
、
③
消
費
者
の
理
解
、
④
不
正
行
為
、
⑤
市
場
に
お
け
る
不
正
行
為
、
⑥
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、
⑦
市
場
機

能
の
七
つ
で
あ
り
、
行
政
目
標
は
１
．
英
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
維
持
、
２
．
公
衆
の
啓
蒙
、
３
．
利
用
者
の
保
護
、
４
．
金
融
犯
罪

の
削
減
で
あ
る
。
①
、
②
は
、
１
．
英
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
維
持
、
３
．
利
用
者
の
保
護
、
③
は
２
．
公
衆
の
啓
蒙
、
３
．
利
用
者

の
保
護
、
④
は
１
．
英
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
維
持
、
４
．
金
融
犯
罪
の
削
減
、
⑤
は
３
．
利
用
者
の
保
護
、
４
．
金
融
犯
罪
の
削
減
、

⑥
は
１
．
英
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
維
持
、
４
．
金
融
犯
罪
の
削
減
、
⑦
は
１
．
英
国
金
融
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
維
持
、
３
．
利
用
者
の

保
護
と
各
々
対
応
す
る
。
金
融
機
関
に
対
す
る
リ
ス
ク
評
価
と
し
て
、
最
終
的
に
四
つ
の
行
政
目
標
に
対
応
す
る
四
段
階
の
リ
ス
ク
ス
コ

ア
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
・
リ
ス
ク
お
よ
び
顕
在
可
能
性
リ
ス
ク
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
。

第
二
章　

英
国
金
融
規
制
改
革
と
実
際
、
我
が
国
会
社
法
改
正
の
接
点

１
．
英
国
金
融
法
制
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
考
察　

英
国
進
出
の
金
融
機
関
の
現
地
法
人
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
近
時
の
英
国
金
融
法
制
の



一
〇
六

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
察
し
て
き
た
。
①Board

と
し
て
、
戦
略
面
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
込
み
と
し
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
へ
の
即
応
性

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
②
そ
の
た
め
の
規
制
枠
組
み
の
充
足
の
み
な
ら
ず
、
実
際
に
配
置
さ
れ
る
経
営
ト
ッ
プ
の
人
材
の
資
質
が
面
談
な

ど
を
通
し
て
問
わ
れ
て
い
る
（A

pproved Persons

）。
③
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
を
基
本
と
し
、
き
め
細
か
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
発
出

す
る
こ
と
で
実
際
の
金
融
監
督
の
実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
も
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
で
な
く
、
精
緻

な
法
規
制
の
内
容
が
理
解
で
き
、
監
督
当
局
に
求
め
ら
れ
る
情
報
を
適
宜
に
作
成
・
報
告
で
き
る
人
材
の
養
成
と
現
地
法
律
事
務
所
な
ど

に
よ
る
事
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
④
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
（3 lines of 

defence

）
が
示
さ
れ
、
第
二
の
防
衛
線
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
各
部
門
で
あ
る
が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

関
し
て
は
、
リ
ス
ク
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
る
リ
ス
ク
許
容
度
（risk tolelance

）
と
の
関
連
が
問
題
と
な
る
。
銀
行
経
営
・
監
督
の
現

場
で
、
リ
ス
ク
管
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
融
合
化
し
、
経
営
判
断
原
則
の
適
用
さ
れ
る
境
界
線
が
不
明
確
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
と

い
え
る
。
英
国
で
は
伝
統
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。
消
極
的
妥
当
性
に
関
わ
る
経
営
判
断

と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
英
国
賄
賂
防
止
法
な
ど
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
、
経
営
陣
自
身
の
自
己
規
律
、
従
業
員
教
育

な
ど
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
の
境
界
を
示
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
米
国
判
例
法
理
で
あ
るRed Flag

（
危
険
な
徴
候
）
の
活

用
も
検
討
さ
れ
よ
う
。
⑤
リ
ス
ク
許
容
度
に
つ
い
て
はM

itsui Sum
itom

o Insurance Com
pany 

（Europe

）（8 M
ay 2012

）
事
件
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
金
融
犯
罪
に
つ
い
て
はStandard Bank
（22 January 2014

）
事
件
が
注
目
さ
れ
、
両
罰
規
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
邦
銀
な
ど
の
対
応
が
焦
眉
の
急
と
な
る
。
⑥
第
三
の
防
衛
線
で
は
、
内
部
監
査
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
が
問
題
と
な
る
。
英

国
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
監
督
ア
プ
ロ
ー
チ
も
内
部
監
査
の
重
視
に
変
容
し
つ
つ
あ
り
、
業
容
拡
大
に
伴
い
、
会
計
事
務
所
へ
の
外
注
か
ら
自
社
の
人

材
育
成
も
課
題
と
な
る
。
特
に
当
該
分
野
で
は
、
事
前
予
防
と
し
て
金
融
当
局
の
通
常
監
督
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
もA

p-



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
〇
七

proved Persons

の
存
在
が
必
須
と
な
ろ
う
。

２
．
我
が
国
の
金
融
規
制
と
の
比
較
検
討　

監
督
と
執
行
の
厳
格
な
分
離
を
図
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
で
あ
る
米
国
型
経
営
組
織
で
は
、

二
〇
〇
八
年
金
融
危
機
、
さ
ら
に
遡
及
す
れ
ば
二
〇
〇
〇
年
エ
ン
ロ
ン
事
件
な
ど
、
い
ず
れ
も
社
外
取
締
役
の
独
立
性
の
不
徹
底
を
危
機

の
主
因
と
考
え
、
そ
の
後
の
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
（
米
国
企
業
改
革
法 

Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
）、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
（
米
国
金
融
改
革
法
）

な
ど
で
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
種
々
検
討
し
て
き
て
い
る
。
今
般
の
我
が
国
の
会
社
法
改
正
に
お
い
て
も
、
社
外
取
締

役
の
必
置
化
、
社
外
要
件
の
厳
格
化
な
ど
が
考
察
さ
れ
て
き
て
い
る
。
他
方
で
、
金
融
危
機
の
再
発
防
止
に
お
い
て
は
、
社
外
取
締
役
か
、

社
内
取
締
役
か
の
二
分
で
な
く
、
英
国
型
の
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
導
入
に
よ
る
改
革
が
有
効
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
取

締
役
に
お
け
る
業
務
内
容
の
熟
知
、
多
様
性
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
、
ま
た
単
な
る
内
部
統
制
で
な
く
許
容
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
取
り
込
ん

だ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
重
視
さ
れ
、
取
締
役
会
に
お
い
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
の
監
視
・
監
督
の
み
な
ら
ず
、

リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
機
能
を
担
い
、
ま
た
金
融
当
局
の
通
常
監
督
に
も
コ
ミ
ッ
ト
し
う
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
取
締
役
会
と
オ
フ
ィ
サ
ー
の
分
離
の
み
な
ら
ず
、
取
締
役
会
に
お
い
て
戦
略
的
意
思
決
定
も
担
わ
せ
つ
つ
、
十
全
な
監
督
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
英
国
型
モ
デ
ル
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
意
義
が
あ
ろ
う
。
我
が
国
会
社
法
改
正
に
お
け
る
監
査
等
委
員
会
制
度

の
導
入
は
、
委
員
会
設
置
会
社
の
導
入
企
業
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
に
社
外
取
締
役
導
入
を
推
進
す
る
た
め
の
消
極
的
な
動
機
付
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
積
極
的
な
意
味
合
い
か
ら
、
今
後
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
短
期
的
視
点
に
偏
り
が
ち
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
か
ら
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
機
関
投

資
家
に
よ
る
経
営
陣
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
強
化
を
働
き
か
け
る
も
の
と
な
る
が
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
のPrudential A

pproach

（
数
値
規
制
）

に
関
し
てPillars of conduct supervision

が
あ
り
、
二
〇
一
四
年
三
月
に
発
出
さ
れ
た
ば
か
り
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（T

he FCA
’s A

p-



一
〇
八

proach to Supervision for C2 firm
s and groups

）
に
よ
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
・
テ
ス
ト
（stress test

）
を
想
定
し
たPillar3

に
関
し
て
は
、

Pillar1-2
の
文
書
化
と
開
示
も
併
せ
て
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
内
部
統
制
に
関
わ
る
文
書
化
と
開
示
が
含
ま
れ
、

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
の
開
示
が
必
要
と
な
る（（9
（

。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
最
近
の
改
訂
に
よ
り
Ｆ
Ｃ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
落
と
し
込
ま
れ
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
議
決
権
行
使
を
行
う
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
バ
ン
ク
（
投
資
銀
行
）
な
ど
の
金
融
機

関
と
し
て
自
発
的
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
導
入
が
既
に
提
示
さ
れ
、
英
国
の
よ
う
にCorporate Governance 

Code

を
持
た
な
い
現
状
に
お
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
改
革
枠
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
英
国
で
は
、
規
範
（code

）
あ
る
い
は
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と
い
う
法
律
で
は
な
い
規
制
が
中
心
と
な
る
が
、
規
制
と
し
て
の
実
質
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
シ
ッ

プ
と
し
て
金
融
の
中
心
で
あ
る
シ
テ
ィ
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
欧
州
市
民
社
会
ル
ー
ル
が
背
景
に
厳
正
に
確
立
し
て
い
る
。

金
融
危
機
の
再
発
防
止
の
観
点
か
ら
、
事
前
防
止
と
し
て
の
通
常
監
督
が
重
視
さ
れ
、A

pproved Persons

の
制
度
が
徹
底
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
も
、
同
様
の
考
え
方
の
一
環
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
大
き
な
制
度
枠
組
み
は
米
国
方
式
に
よ
り
、
原
則
的
に
は

企
業
活
動
は
自
由
な
が
ら
、
実
質
的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
枠
組
み
の
不
足
が
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
（
上
村
達
男
教
授
）。
近
時
の
英
国

金
融
法
制
の
改
革
と
我
が
国
規
制
の
あ
り
方
を
み
る
と
、
さ
ら
に
そ
の
感
を
強
く
す
る
。Com

ply or Explain

原
則
の
導
入
に
よ
る
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
導
入
に
し
て
も
然
り
で
あ
ろ
う
。
単
純
な
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
策
定
・
導
入
を
上
場
規
則

な
ど
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
図
る
と
し
て
も
、
上
記
の
背
景
を
異
に
す
る
限
り
は
実
効
性
は
疑
問
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
金
融
検
査
と
共
に
、

通
常
監
督
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
英
国
で
は
中
央
銀
行
に
権
限
を
集
約
し
、
金
融
庁
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
解
体
を
図
っ
た
が（（9
（

、
我
が
国
に
お

い
て
も
日
本
銀
行
が
所
要
の
監
督
人
員
を
確
保
し
て
通
常
監
督
す
る
に
せ
よ（（9
（

、
中
央
銀
行
の
組
織
で
あ
る
限
り
は
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
〇
九

に
限
り
が
あ
る
。
英
国
の
場
合
は
、
実
質
的
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
が
金
融
の
中
心
地
で
活
動
で
き
な
い
制
裁
が
存
在
す
る
が
、A

pproved 

Persons
の
制
度
の
な
い
我
が
国
で
は
、
通
常
監
督
違
反
に
対
す
る
制
裁
は
現
実
に
は
金
融
庁
が
業
務
停
止
処
分
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

反
社
会
的
勢
力
と
の
取
引
、
シ
ス
テ
ム
障
害
な
ど
の
明
確
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
案
に
止
ま
り
、
事
後
制
裁
的
で
あ
る
。
今
後
は
、
各

金
融
機
関
が
自
発
的
に
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
リ
ス
ク
管
理
体
制
を
組
織
と
し
て
取
り
入
れ
、
通
常
監
督
と
併
せ
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
み
な
ら

ず
、
一
定
の
重
要
な
消
極
的
妥
当
性
に
関
わ
る
経
営
判
断
事
項
に
つ
い
て
も
、
監
視
の
目
を
自
発
的
か
つ
他
律
的
に
、
重
畳
的
に
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
将
来
の
金
融
危
機
の
再
発
防
止
の
鍵
と
な
ろ
う
。
英
国
の
よ
う
な
市
民
社
会
ル
ー
ル
の
形
成
に
は
相
当
な
時
日
を
要
し
よ

う
が
、
一
方
で
は
米
国
金
融
改
革
法
制
で
あ
る
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
の
域
外
適
用
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
破
綻
処
理
な
ど
の
実
質
的

影
響
、
さ
ら
に
は
金
融
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
一
定
規
模
以
上
の
金
融
機
関
等
に
対
し
て
は
バ
ー
ゼ
ル
規
制
の
適

用
が
進
む
と
み
ら
れ
、
国
内
の
会
社
法
改
正
、
金
融
商
品
取
引
法
、
銀
行
法
に
加
え
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
上
場
規
則
、
日
本
版
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ど
の
全
体
的
な
整
合
性
を
い
か
に
保
つ
か
、
今
後
の
金
融
法
制
に
お
い
て
は
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

第
四
部　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
新
た
な
実
践

第
一
章　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
実
践
と
機
関
投
資
家
、
議
決
権
行
使
の
影
響

１
．
日
本
版
コ
ー
ド
導
入
が
機
関
投
資
家
活
動
に
与
え
る
実
務
面
の
影
響　

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
公
的
年
金
等
の
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
は
二
〇
〇
九
年
公
表
の
金
融
庁
「
我
が
国
金
融
・
資
本
市
場
の
国
際
化
に
関
す
る
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
報
告
」
に
基
づ
き

議
決
権
行
使
方
針
、
行
使
結
果
の
開
示
を
既
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
日
本
版
コ
ー
ド
採
用
に
よ
り
方
針
に
大
き
な
変
化
は
な



一
一
〇

い
と
想
定
さ
れ
る
。
即
ち
、
日
本
版
コ
ー
ド
は
議
決
権
行
使
の
反
対
票
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
企
業
の
持
続
的
成
長
を

促
す
た
め
に
機
関
投
資
家
が
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
公
表
さ
れ
て
い
る
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
方
針
・

基
準
は
、
各
投
資
家
の
投
資
方
針
に
基
づ
き
投
資
先
企
業
の
価
値
を
棄
損
す
る
こ
と
な
く
成
長
に
繋
げ
る
目
的
に
従
っ
て
策
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
日
本
版
コ
ー
ド
採
用
を
契
機
に
変
更
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
日
本
版
コ
ー
ド
に
関
連
し
た
機
関
投
資
家
の
対

応
は
、
実
務
を
文
書
化
し
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
明
確
化
せ
ん
と
す
る
も
の
で
新
た
な
実
務
を
模
索
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
日
本
版
コ
ー
ド
導
入
が
機
関
投
資
家
活
動
に
与
え
る
実
務
面
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る（（9
（

。
①
将
来
的
に
日
本
版
コ
ー
ド
導

入
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
の
活
動
が
積
極
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
積
極
的
株
主
と
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
は
な
く
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
株
主
、
即
ち
中
長
期
投
資
を
前
提
に
積
極
的
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
行
う
機
関
投
資
家
の

こ
と
で
、
日
本
版
コ
ー
ド
の
責
任
あ
る
投
資
家
に
通
じ
る
存
在
で
あ
る
。
機
関
投
資
家
の
方
針
が
開
示
さ
れ
、
他
の
投
資
家
と
比
較
し
て

補
完
な
ど
の
対
応
が
が
可
能
と
な
っ
て
く
れ
ば
全
体
的
な
対
応
水
準
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。
②
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使

の
判
断
基
準
に
対
し
て
は
、
会
社
法
改
正
、
社
外
取
締
役
採
用
増
加
な
ど
会
社
制
度
変
更
、
経
営
実
務
の
進
展
に
よ
る
影
響
も
大
き
く
、

監
査
役
設
置
会
社
に
お
け
る
任
意
の
社
外
取
締
役
に
つ
い
て
独
立
性
は
重
視
し
な
か
っ
た
投
資
家
も
将
来
的
は
独
立
性
に
つ
い
て
厳
し
く

判
断
す
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

２
．
機
関
投
資
家
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
に
関
す
る
透
明
性
向
上　

日
本
版
コ
ー
ド
を
採
用
す
る
機
関
投
資
家
は
各
原
則
に
対
応

す
る
考
え
方
、
対
応
状
況
を
説
明
し
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
を
果
た
す
た
め
の
方
針
（
原
則
１
）、
利
益
相
反
を
管
理
す
る
た
め
の

方
針
（
原
則
２
）、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
方
針
（
原
則
４
）、
議
決
権
行
使
に
関
す
る
方
針
（
原
則
５
）
な
ど
の
策
定
・
公
表
が
求

め
ら
れ
る
。
方
針
に
は
従
来
は
機
関
投
資
家
内
部
、
顧
客
・
受
益
者
等
に
お
い
て
の
み
共
有
さ
れ
一
般
公
表
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
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情
報
開
示
に
よ
っ
て
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
採
用
す
る
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
、
受
益
者
、
投
資
先
企
業
に
お
い
て
機
関
投
資
家
の

行
動
指
針
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
有
用
と
考
え
ら
れ
る
。

３
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
の
一
環
と
し
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
強
化　

日
本
版
コ
ー
ド
を
採
用
す
る
機
関
投
資
家
は
、
将
来
的
に

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
を
進
展
さ
せ
、
上
場
会
社
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
上
場
会
社
側

も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
機
関
投
資
家
に
対
応
す
べ
く
社
内
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決

権
行
使
関
連
の
質
問
、
通
年
で
も
環
境
・
社
会
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
等
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
、
社
会
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
問
題
な
ど

非
財
務
問
題
に
関
す
る
質
問
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
財
務
情
報
を
中
心
と
す
る
Ｉ
Ｒ
体
制
に
加
え
、
か
か
る
問
題
に
関
す
る

体
制
整
備
・
準
備
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
Ｉ
Ｒ
部
門
や
財
務
部
門
、
更
に
は
総
務
部
門
、
経
営
企
画
部
門
等
も
含

め
組
織
横
断
的
な
関
与
も
必
要
と
な
ろ
う
。

４
．
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使

①
招
集
通
知
の
早
期
発
送　

上
場
会
社
は
、
事
前
に
議
決
権
行
使
の
動
向
を
把
握
し
、
緊
急
的
対
応
も
行
え
る
よ
う
に
早
期
の
招
集
通
知

発
送
が
望
ま
れ
、
機
関
投
資
家
お
よ
び
外
国
人
投
資
家
の
持
株
比
率
が
高
い
会
社
で
は
会
社
提
案
が
否
決
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

観
点
か
ら
も
こ
う
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る（（9
（

。
議
案
内
容
に
つ
い
て
機
関
投
資
家
が
疑
問
を
持
つ
場
合
、
反
対
の
意
思
表
示
を
行
使
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
場
合
、
追
加
説
明
を
行
っ
て
時
間
的
余
裕
を
与
え
、
再
検
討
、
議
案
撤
回
を
促
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
外
国
人

比
率
の
高
い
会
社
で
は
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
推
奨
を
受
け
て
始
め
て
投
資
先
企
業
側
が
追
加
説
明
を
行
う
こ
と
を
検
討
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
海
外
投
資
家
に
対
す
る
説
明
・
周
知
に
は
相
当
程
度
の
時
間
が
必
要
と
な
る
。

②
招
集
通
知
お
よ
び
参
考
書
類
に
お
け
る
機
関
投
資
家
が
必
要
と
す
る
情
報
提
供　

招
集
通
知
お
よ
び
参
考
書
類
は
会
社
法
上
に
基
づ
く
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書
面
で
あ
り
、
記
載
事
項
は
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
に
お
い
て
は
招
集
通
知
の
記
載
情
報
の
み
で
は
不
十
分

な
場
合
、
情
報
の
掲
載
場
所
に
よ
り
的
確
に
情
報
を
分
析
で
き
な
い
場
合
が
出
て
く
る
。
議
決
権
行
使
に
は
時
間
的
制
約
が
あ
り
、
必
要

情
報
を
適
切
に
提
供
で
き
れ
ば
機
関
投
資
家
が
実
質
的
判
断
を
行
う
時
間
的
余
裕
が
生
じ
る
。
ま
た
招
集
通
知
の
説
明
、
記
載
内
容
が
不

明
確
な
場
合
に
は
、
機
関
投
資
家
が
投
資
先
企
業
に
議
案
に
関
す
る
質
問
を
行
う
場
合
が
あ
る
が
、
多
数
の
投
資
先
企
業
を
抱
え
て
議
決

権
行
使
を
行
う
機
関
投
資
家
、
株
主
総
会
を
控
え
る
上
場
会
社
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
負
担
が
大
き
い
。
役
員
選
任
議
案
、
特
に
社
外
役

員
関
連
に
関
し
て
は
、
機
関
投
資
家
様
々
な
観
点
か
ら
判
断
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
必
要
情
報
は
招
集
通
知
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
記
載
場
所
が
種
々
工
夫
さ
れ
れ
ば
判
断
も
容
易
と
な
ろ
う（（9
（

。

５
．
非
財
務
情
報
な
ど
情
報
管
理
の
徹
底　

機
関
投
資
家
に
よ
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
が
活
発
化
し
、
財
務
問
題
に
加
え
て
Ｅ
Ｓ

Ｇ
な
ど
非
財
務
問
題
に
つ
い
て（（9
（

、
上
場
会
社
経
営
に
お
け
る
様
々
な
論
点
の
対
話
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
環
境
・
社
会
問
題
（
人
権
、

労
働
者
保
護
な
ど
）
に
つ
い
て
、
上
場
会
社
に
お
い
て
は
海
外
取
引
先
、
下
請
会
社
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の

対
応
が
求
め
ら
れ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
役
員
に
関
す
る
情
報
（
報
酬
、
実
効
性
、
独
立
性
等
）
な
ど
、
会
社
の
経

営
の
質
に
関
し
た
問
題
を
重
視
す
る
機
関
投
資
家
が
多
い
。
経
営
参
画
に
よ
り
企
業
価
値
向
上
を
目
指
す
機
関
投
資
家
は
除
き
、
大
多
数

の
機
関
投
資
家
は
売
買
に
制
約
が
あ
る
た
め
、
未
公
表
の
重
要
情
報
取
得
に
は
躊
躇
す
る
傾
向
が
あ
り
、
会
社
側
も
投
資
家
と
の
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
重
要
情
報
に
該
当
す
る
事
項
に
つ
き
、
十
分
な
注
意
が
求
め
ら
れ
る
。

６
．
自
社
の
株
主
に
対
す
る
評
価
と
し
て
の
日
本
版
コ
ー
ド　

①
上
場
会
社
に
お
い
て
は
、
自
社
株
主
を
評
価
す
る
手
段
と
し
て
、
日
本

版
コ
ー
ド
へ
の
署
名
の
有
無
が
有
効
と
な
る
。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
企
業
の
持
続
的
成
長
を
目
指
す
も
の
で
、
敵

対
的
機
関
投
資
家
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
対
す
る
過
度
な
懸
念
も
出
さ
れ
、
日
本
版
コ
ー
ド
導
入
に
よ
っ
て
一
般
機
関
投
資
家
が
ア
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ク
テ
ィ
ピ
ス
ト
の
よ
う
な
会
社
に
と
り
悩
ま
し
い
株
主
に
な
る
こ
と
を
心
配
す
る
意
見
も
あ
る
が
、
逆
に
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
多
く
は
世

界
的
に
み
て
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
よ
う
な
機
関
投
資
家
に
対
す
る
規
範
に
は
署
名
し
て
お
ら
ず
、
長
期
投
資
を
前
提
と

す
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
機
関
投
資
家
は
早
期
段
階
か
ら
コ
ー
ド
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
情
報
が
公
表
さ
れ
透
明
性
も
高
い
。

②
議
決
権
行
使
の
厳
格
化
の
懸
念
も
出
さ
れ
る
が
、
機
関
投
資
家
が
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
採
用
を
契
機
に
し
て
厳
格
基
準
を

設
け
反
対
票
比
率
を
増
加
さ
せ
る
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。
特
に
我
が
国
の
機
関
投
資
家
は
外
部
委
託
せ
ず
に
内
部
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て

議
決
権
行
使
を
行
う
た
め
、
形
式
的
・
機
械
的
判
断
に
陥
る
こ
と
は
な
く
、
丁
寧
な
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
機
関
投
資
家
側
は
現

状
の
実
務
に
つ
い
て
文
書
化
・
公
表
を
図
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

③
寧
ろ
上
場
会
社
に
お
い
て
重
要
な
問
題
は
、
日
本
版
コ
ー
ド
導
入
に
よ
りCom

ply or Explain

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
導
入
さ
れ
、
上
場

会
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対
す
る
取
組
み
姿
勢
、
説
明
の
あ
り
方
に
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
べ
き

望
ま
し
い
実
務
慣
行
と
し
て
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
示
し
つ
つ
、
当
事
者
の
実
態
に
応
じ
実
施
で
き
る
範
囲
で
対
応
す
れ
ば
よ
く
、

実
施
で
き
な
い
場
合
に
理
由
を
説
明
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
対
応
は
、
異
な
る
企
業
文
化
を
相
互
に
許
容
し
上
場
会
社
と
し
て
求
め
ら
れ
る

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
を
図
る
上
で
は
有
効
な
手
法
と
な
ろ
う
。

第
二
章　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
新
た
な
実
践

　
　
　
　
―
ソ
フ
ト
ロ
ー
な
ら
び
に
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
、
統
合
報
告
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
法
的
整
備
―

　

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
保
険
会
社
な
ど
の
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
な
ど
コ
ー
ド
の
実
践
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い（（9
（

。
今
後
の
実
践
段
階
に
お
け
る



一
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最
も
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
と
し
て
、
不
透
明
さ
が
残
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
具
体
的
に
株
式
投
資
な
ど
運
用
を
担
う
ア
セ
ッ
ト
・
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
観
点
か
ら
は
、
国
際
的
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
取
り
込
み
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
議
決
権
行
使
を
主
と
す
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
的
な
短
期
的
視
点
の
み
な
ら
ず
、
長
期
的
企
業
価
値
追
求
を
共
通
の
目
標
と
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
が
進
む
こ
と
で
、
結
果
的
に
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
実
績
向
上
に
も
繋
が
る
こ
と
に
な
る
。

各
国
の
法
制
度
な
ど
の
相
違
も
あ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
改
革
は
、
独
自
色
を
残
し
つ
つ
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
ソ
フ
ト
・

ロ
ー
に
よ
る
枠
組
み
が
望
ま
れ
る
。
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
実
践
と
し
て
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
け
る
取

り
組
み
、
課
題
な
ど
の
考
察
を
図
り
た
い
。

１
．
政
策
投
資
保
有
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド　

第
一
に
、
運
用
に
お
け
る
政
策
投
資
目
的
の
保
有
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ー
ド
は
両
立
可
能
か
、
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
政
策
投
資
保
有
部
分
は
企

業
間
の
繋
が
り
な
ど
か
ら
安
定
株
主
と
し
て
長
期
保
有
方
針
を
前
提
と
す
る
た
め
、
運
用
成
果
に
は
直
ち
に
結
び
つ
き
難
い
。
ま
た
敵
対

的
買
収
防
衛
策
導
入
に
関
し
て
、
一
般
に
企
業
価
値
向
上
に
は
な
ら
な
い
要
因
と
解
さ
れ
る
が
、
政
策
投
資
保
有
の
た
め
株
主
総
会
で
は

防
衛
策
導
入
に
は
反
対
し
な
い
方
針
を
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
打
ち
出
す
場
合
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
説
明
が
可
能
か
、
と

の
問
題
に
も
な
る
。
機
関
投
資
家
に
よ
る
安
定
株
主
と
し
て
の
長
期
保
有
方
針
も
、
そ
の
機
関
投
資
家
に
お
け
る
株
主
に
対
す
る
保
有
方

針
の
正
当
性
を
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
正
当
性
が
あ
れ
ば
集
団
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
肯
定
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
当
該
機
関
投
資
家
に
お
い
て
、
そ
の
株
式
保
有
が
年
金
な
ど
の
外
部
資
金
を
原
資
と
す
る
も
の
か
、
あ

る
い
は
例
え
ば
保
険
会
社
な
ど
当
該
金
融
機
関
自
身
の
子
会
社
で
あ
る
か
（
イ
ン
ハ
ウ
ス
）、
に
よ
り
、
同
一
基
準
で
あ
る
必
要
性
は
な
い

と
説
明
が
な
さ
れ
る
。
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一
五

２
．
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ら
び
にA

pproved Persons　

第
二
に
、
投
資
部
門
の
人
事
面
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
即
ち
、
①
例
え
ば
保
険
会
社
自
身
が
保
有
す
る
資
産
に
関
し
て
は
、
本
社
社
員
と
し
て
の
評

価
制
度
が
適
用
さ
れ
、
運
用
部
門
と
し
て
の
評
価
基
準
は
用
い
ら
れ
な
い
。
人
事
面
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
欠
如
す
る
こ
と
に
な
る
。
②

他
方
、
顧
客
保
有
資
産
に
関
す
る
運
用
部
分
に
つ
い
て
は
（
外
部
マ
ネ
ー
）、
顧
客
と
の
繋
が
り
も
あ
り
、
か
か
る
運
用
担
当
者
は
長
期
人

事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
長
期
的
視
点
か
ら
運
用
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
し
、
説
明
力
を
持
っ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
あ
る
が
、A
pproved Persons

制
度
に
関
し
て
、
我
が
国
保
険
会
社
の
英
国
子
会
社
に
対

す
る
本
社
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
が
英
国FSA

に
よ
り
処
分
さ
れ
た
が
、
上
記
①
の
基
準
に
よ
り
海
外
子
会
社
・
現
地
法
人
を
取
り

扱
う
場
合
、
こ
う
し
た
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
に
堕
し
か
ね
ず
、
今
後
の
本
社
に
お
け
るA

pproved Persons

に
対
処
す
る
人
事
制
度

の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
②
の
人
事
評
価
・
異
同
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
か
。

３
．
コ
ス
ト
問
題　

第
三
に
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
け
る
手
数
料
自
体
が
欧
米
に
比
し
て
低
水
準
に
あ
り
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
を
手
数
料
増
加
に
反
映
さ
せ
な
い
場
合
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
進
め
難
い
と
い
う
コ
ス
ト
問
題
が
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
界

に
お
け
る
深
刻
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
側
も
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
認
識
の
下
、
相
応
の
手
数

料
を
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
支
払
う
べ
き
と
の
要
望
が
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
側
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

４
．
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
化
と
Ｉ
Ｒ
活
動
の
接
点　

第
四
に
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
資
産
運
用
会
社
が
投
資
先
企
業

の
経
営
陣
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
、
持
続
的
価
値
向
上
と
企
業
価
値
の
毀
損
リ
ス
ク
の
探
知
を
図
る

た
め
の
運
用
企
業
側
の
審
査
・
交
渉
能
力
が
問
わ
れ
る
。
日
常
の
企
業
経
営
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
投
資
先
企
業
の
執
行
部
署

に
任
せ
、
戦
略
面
の
正
当
性
あ
る
い
は
潜
在
的
問
題
点
な
ど
大
き
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
指
摘
を
行
い
、
投
資
先
企
業
も
同
様
の
問
題
意
識



一
一
六

を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
形
式
的
に
年
数
回
の
対
話
を
図
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
た
Ｉ
Ｒ
（Investor Relations

）

活
動
の
関
連
で
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
場
合
の
投
資
先
企
業
側
は
Ｉ
Ｒ
担
当
役
員
な
ど
が
出
席
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ス
チ
ュ
ワ
ー

ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
よ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
な
ぜ
発
行
体
企
業
が
受
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
そ
の
基
本
的
考
え
方
を
発
信

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
こ
の
た
め
に
こ
そ
Ｉ
Ｒ
活
動
が
あ
り
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
必
要
性
が
存
在
す
る
と
い
え

よ
う
。

５
．
潜
在
的
成
長
力
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト　

潜
在
的
成
長
力
を
有
す
る
企
業
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
あ
れ
ば
進
め
や
す
い
が
、

そ
れ
が
な
い
企
業
に
対
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
り
か
ね
な
い
。
特
に
日
経
平
均
株
価
な
ど
特
定
株
価
指
数
の
変

動
と
連
動
し
た
投
資
収
益
を
目
指
す
よ
う
な
パ
ッ
シ
ブ
運
用
に
お
い
て
は
果
た
し
て
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
必
要
な
の
か
、
が
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市
場
変
動
に
対
す
る
株
価
感
応
度
で
あ
る
ベ
ー
タ
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
企
業
の
業
績
な
ど
を
反
転
さ
せ
る
た
め
に
、

業
界
あ
る
い
は
経
済
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
べ
く
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、

リ
ス
ク
は
あ
る
も
の
の
現
状
で
み
る
限
り
は
資
産
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
当
然
組
み
込
む
べ
き
銘
柄
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
リ
ス
ク
の
顕

在
化
を
感
知
す
る
審
査
・
査
定
能
力
を
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
具
備
す
る
た
め
に
も
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
る
。
潜
在
的
成

長
力
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
観
点
か
ら
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
検
討
を
諮
る
こ
と
に
な
ろ
う（（9
（

。

第
三
章　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
統
合
報
告
な
ら
び
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
基
準
の
法
的
整
備

　

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
制
定
と
統
合
報
告
な
ら
び
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（Corporate Social Responsibility 

企
業
の
社
会
的
責
任
）
基
準

の
法
的
整
備
の
進
展
に
関
す
る
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い（（10
（

。
統
合
報
告
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
開
示
面



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
一
七

か
ら
支
え
る
制
度
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ー
ド
の
実
践
、
実
効
性
発
揮
に
向
け
て
、
非
財
務
情
報
な
ど
従
来
と
は
異
な
る
方
向

で
開
示
面
の
強
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
注
視
さ
れ
よ
う
。
ま
た
非
業
務
執
行
取
締
役
、A

pproved Persons

制
度
と
の
関
連
も

大
き
い
。

　

中
長
期
的
観
点
か
ら
の
企
業
価
値
形
成
の
観
点
の
下
で
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
制
定
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
と
併
せ
て
二
〇

〇
九
年
英
国
チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
主
催
の
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
、
英
国
主
導
の
下
で
二
〇
一
〇
年
七
月
統
合
報
告
に
関
す
る
国
際
統
合

報
告
評
議
会
（the International Integrated Reporting Council IIRC

）
が
創
設
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
一
二
月
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
公
表
さ
れ
、
中
長
期
指
向
の
投
資
家
向
け
に
戦
略
面
等
の
非
財
務
情
報
を
中
心
と
す
る
開
示
を
整
え
ん
と
す
る
。

　

即
ち
、
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
を
統
合
す
る
統
合
報
告
の
検
討
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
九
年
後
半
に
準
備
会
合
が
開
か
れ
、
二
〇
一
〇

年
国
際
統
合
報
告
評
議
会
（
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
が
発
足
し
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
協
議
案
公
表
を
経
て
、
同
年
一
二
月
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
公
表
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
か
ら
は
、
統
合
報
告
は
金
融
資
本
市
場
の
安
定
と
持
続
可
能
性
に
貢
献
す
る
旨
の
の
コ
メ
ン
ト
が

出
さ
れ
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
公
表
時
に
、
市
場
主
導
の
企
業
報
告
改
革
の
重
要
な
一
歩
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
統
合
報
告
書
は
、
Ｉ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
の
定
義
で
は
、
企
業
を
巡
る
環
境
変
化
を
踏
ま
え
、
企
業
戦
略
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
実
績
・
見
通
し
が
短
・
中
・
長
期
の
価
値
創
造
に

い
か
に
結
合
し
て
い
る
か
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
と
さ
れ
る
。
統
合
報
告
書
を
用
い
た
企
業
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
体
が
統
合
報
告

と
い
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
。
統
合
報
告
は
、
企
業
の
中
長
期
的
な
戦
略
に
賛
同
す
る
中
長
期
投
資
家
を
探
す
過
程
と
い
え
、
そ
の
手

段
と
し
て
開
示
す
る
資
料
が
統
合
報
告
書
と
な
る
。
中
長
期
投
資
家
は
、
企
業
の
持
続
的
な
価
値
創
造
と
い
う
経
営
者
と
基
本
的
に
同
じ

向
き
の
ベ
ク
ト
ル
を
有
す
る
点
が
重
要
で
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
も
同
質
の
も
の
と
な
る
。
統
合
報
告
は
、
経
営
陣
と
投

資
家
の
対
話
の
向
上
を
開
示
面
か
ら
支
え
る
制
度
と
な
る
。
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か
か
る
統
合
報
告
が
登
場
す
る
背
景
に
は
、
財
務
情
報
の
説
明
力
の
低
下
が
あ
る
。
米
国
Ｓ
＆
Ｐ
五
〇
〇
企
業
を
対
象
と
し
た
調
査
で

は
、
企
業
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
リ
ュ
ー（
市
場
で
測
定
し
た
企
業
価
値
）
に
対
す
る
財
務
情
報
の
説
明
力
は
一
九
七
五
年
八
三
％
か
ら
低
下
し
て
、

二
〇
〇
九
年
に
は
一
九
％
と
な
っ
て
い
る
。
非
財
務
情
報
に
よ
り
企
業
価
値
の
大
半
を
説
明
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
米
国
公
認
会
計
士
協
会
は
、
一
九
九
四
年
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
・
レ
ポ
ー
ト
を
公
表
し
、
非
財
務
情
報
の
開
示
に
努
め
る
必
要
性

を
訴
え
、
一
九
九
八
年
に
Ｐ
ｗ
Ｃ
（Pricew

aterhouse Coopers

）
がV

alue Reporting

と
い
う
非
財
務
情
報
の
提
供
方
法
を
明
示
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
エ
ン
ロ
ン
事
件
等
が
発
生
し
て
こ
う
し
た
動
き
が
頓
挫
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
統
合
報
告

の
原
型
と
な
り
、
策
定
が
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
英
国
Ｐ
ｗ
Ｃ
に
よ
れ
ば
、
投
資
家
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
は
財
務
情
報
の
み
の
解
読

に
比
し
、
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
と
の
一
体
的
解
読
に
よ
り
、
企
業
の
競
争
優
位
の
源
泉
で
あ
る
経
営
陣
の
能
力
、
知
財
等
を
理
解
で

き
、
企
業
の
将
来
売
上
高
、
利
益
の
偏
差
が
小
さ
く
、
買
い
推
奨
を
出
し
や
す
い
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。
統
合
報
告
作
成
に
よ
り
、

非
財
務
情
報
を
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
中
長
期
投
資
家
の
理
解
を
高
め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
を
受
け
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ

ト
を
説
明
し
て
い
る
。

　

統
合
報
告
書
（Integrated Reporting

）
の
主
た
る
目
的
は
、
財
務
資
本
の
提
供
者
に
対
し
、
組
織
が
ど
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
り
価

値
を
創
造
す
る
か
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
構
成
を
み
る
と
、
①
指
導
原
則
（Guiding Princi-

ples

）
で
は
、
戦
略
的
焦
点
と
将
来
志
向
、
情
報
の
結
合
性
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
と
の
関
係
、
重
要
性
、
簡
潔
性
、
信

頼
性
と
完
全
性
、
首
尾
一
貫
性
と
比
較
可
能
性
の
七
つ
、
②
内
容
要
素
で
は
、
組
織
概
要
と
外
部
環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
と
機
会
、

戦
略
と
資
源
配
分
、
実
績
、
見
通
し
、
作
成
と
開
示
の
基
礎
の
八
つ
を
掲
げ
て
い
る
。
基
礎
概
念
と
し
て
の
価
値
創
造
プ
ロ
セ
ス
で
は
、

財
務
資
本
の
他
、
製
造
資
本
、
知
的
資
本
、
人
的
資
本
、
社
会
・
関
係
資
本
、
自
然
資
本
と
い
う
六
つ
の
資
本
の
最
適
解
と
し
て
の
Ｐ
Ｄ



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
一
九

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
（plan-do-check-act cycle

）
に
よ
る
企
業
価
値
向
上
を
図
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
関
連
し
た
動
き
と
し
て
、
英
国
に

お
い
て
は
二
〇
一
三
年
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
・
職
業
技
能
省
（D

epartm
ent for Business, Innovation &

 Skills

）
に
よ
り
二
〇

〇
六
年
会
社
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
略
報
告
書
（Strategic Report

）
作
成
が
二
〇
一
三
年
九
月
三
〇
日
以
降
終
了
年
度
か
ら
求
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
従
前
は
、
取
締
役
報
告
書
（D

irector’s Report

）
の
中
で
事
業
概
況
（Business Review

）
と
さ
れ
て
い
た
内
容
を
拡

充
し
、
独
立
の
報
告
書
と
し
て
い
る
。

　

統
合
報
告
に
よ
り
非
財
務
情
報
を
発
出
し
、
形
式
的
に
財
務
等
の
専
門
家
（
会
計
士
、
弁
護
士
）、
経
済
界
経
験
者
な
ど
で
あ
れ
ば
済
む

の
で
な
く
、
社
外
取
締
役
と
し
て
の
具
体
的
な
背
景
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
貢
献
の
可
能
性
な
ど
定
性
的
な
実
態
が
問
わ
れ
る
こ
と

と
な
る
。
非
財
務
情
報
の
開
示
の
重
視
と
い
う
点
で
、
近
年
のISO

26000

な
ど
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
規
範
・
規
格
の
普
及
も
同
様
の
方
向

性
と
い
え
よ
う（（10
（

。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
開
示
面
の
法
的
整
備
に
つ
い
て
、
二
〇
一
三
年
四
月
欧
州
委
員
会
は
非
財
務
情
報
に
関
す
る
企
業
の
開
示
内

容
を
拡
大
す
る
指
令
案
を
発
表
し
、
二
〇
一
四
年
二
月
欧
州
議
会
と
欧
州
理
事
会
が
指
令
案
の
内
容
に
合
意
、
四
月
欧
州
議
会
で
採
択
さ

れ
た
。
施
行
後
二
年
以
内
に
欧
州
各
国
内
で
国
内
法
化
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
米
国
で
は
二
〇
一
二
年
一
〇
月
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
企

業
会
計
基
準
審
議
会
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
が
設
立
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
米
国
証
券
監
視
委
員
会
）
提
出
の
財
務
報
告
書
に
関
し
て
非
財
務
情
報
の
開

示
基
準
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

私
見
で
あ
る
が
、
国
際
的
な
枠
組
み
と
し
て
の
統
合
報
告
の
試
み
は
、
非
財
務
情
報
の
重
視
、
統
合
報
告
に
お
け
る
資
本
の
中
の
人
的

資
本
の
面
でA

pproved Persons

制
度
と
連
関
性
を
有
す
る
開
示
面
の
動
向
で
あ
り
、
今
後
我
が
国
に
お
い
て
、
当
該
内
容
を
体
現
で

き
る
人
物
と
し
てA

pproved Persons

の
資
質
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
連
関
し
よ
う
。A

pproved Persons

の
資
質
と
し
て
も
、

中
長
期
的
観
点
か
ら
の
企
業
価
値
向
上
の
視
点
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
を
内
容
と
す
る
内
部
統
制
報
告
書



一
二
〇

と
は
異
な
り
、
積
極
的
な
将
来
の
企
業
価
値
現
出
に
向
け
た
開
示
内
容
が
求
め
ら
れ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
よ
り
、
機

関
投
資
家
が
中
長
期
的
観
点
か
ら
企
業
価
値
向
上
を
企
業
の
求
め
て
い
く
こ
と
で
機
関
投
資
家
の
リ
タ
ー
ン
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
、
企
業
の
経
営
陣
と
の
対
話
（dialog

）
を
進
め
る
た
め
の
報
告
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

第
四
章　

日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定
に
向
け
た
提
言
な
ら
び
に

　
　
　
　

組
織
モ
デ
ル
の
実
際
―
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
の
脱
却
へ
―

　

今
後
、
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
な
ら
び
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド（（10
（1
（10
（

の
策
定
・
運
用
・
実
践
は
、
こ

う
し
た
関
連
領
域
の
法
整
備
等
と
並
行
し
て
、
企
業
の
自
主
的
な
動
き
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
。
東
証
・
金
融
庁
案
の
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
策
定
作
業
が
進
展
し
、
二
〇
一
五
年
株
主
総
会
導
入
を
目
指
し
て
東
証
が
コ
ー
ド
制
定
を
図
る
も
の
と
さ
れ

る
。
上
場
企
業
が
選
任
す
る
べ
き
独
立
社
外
取
締
役
は
二
名
以
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企
業
は
自
主
的
に
三
分
の
一
以
上
と
す
る
ほ
か
、
独

立
社
外
取
締
役
会
議
・
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
を
置
き
、
経
営
陣
・
監
査
役
と
の
連
携
・
調
整
を
図
る
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
で

あ
る
。
金
融
庁
・
有
識
者
会
議
で
は
、
情
報
開
示
の
充
実
と
し
て
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
上
場
規
則
を
参
考
に
、
取
締
役
に
関
し
て
選
任
・
資
格
基
準
、

責
務
、
経
営
陣
及
び
独
立
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
報
酬
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
継
続
研
修
、
承
継
（succession

）、

年
次
自
己
評
価
等
に
事
項
を
開
示
す
べ
き
と
の
議
論
も
な
さ
れ
る
。

　

二
〇
一
四
年
一
二
月
金
融
庁
・
東
証
よ
り
提
示
さ
れ
た
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
の
内
容
を
み
る
と
、
取

締
役
・
監
査
役
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
株
主
と
の
建
設
的
な
対
話
に
関
す
る
方
針
、
経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
な
ど
、
従
来
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
か
ら
踏
み
込
ん
だ
内
容
が
あ
る
点
、
評
価
で
き
る
。



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
二
一

　

他
方
で
、
相
変
わ
ら
ず
取
締
役
、
監
査
役
な
ど
に
限
定
し
て
、
し
か
も
そ
の
形
式
的
な
人
数
増
加
、
独
立
性
、
専
門
性
強
化
な
ど
に
依

然
と
し
て
重
点
が
置
か
れ
、
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
依
拠
か
ら
脱
却
し
切
れ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
米
国
制
度
で
あ
る
筆
頭
独

立
社
外
取
締
役
（Lead Independent D

irector

）
設
置
に
し
て
も
然
り
で
あ
ろ
う
。
二
〇
〇
一
年
エ
ン
ロ
ン
事
件
後
に
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
が
制
定

さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
が
勃
発
し
、
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
に
お
い
て
パ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
（
便
乗
）

条
項
と
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
の
一
般
規
定
が
急
遽
盛
り
込
ま
れ
た
経
緯
も
あ
る
。
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
に
依
拠

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
が
真
に
範
と
す
べ
き
は
、
コ
ー
ド
の
概
念
を
受
け
付
け
な
い
米
国
法
制
で
な
く
、
市
民
社
会
ル
ー
ル
を
背
景

と
す
る
英
国
制
度
で
は
な
い
か
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
実
際
の
経
営
面
の
価
値
創
造
・
執
行
機
能
は
、
会
社
法
が
規
律
す
る
取
締
役
な
ど
の
上
層
部
経
営
陣
で
な
く
、
事

業
部
長
、
支
店
長
な
ど
の
中
下
部
経
営
層
の
能
力
、
手
腕
、
そ
の
合
議
な
ど
に
依
拠
す
る
部
分
が
強
い
。
こ
れ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に

実
際
に
勤
務
し
、
最
前
線
で
企
業
経
営
の
実
際
に
責
任
を
持
っ
て
携
わ
っ
て
き
た
人
間
で
あ
れ
ば
共
通
す
る
認
識
で
あ
る
。
英
国
で
は
、

A
pproved Persons

制
度
（Regim

e

）
が
コ
ー
ド
の
実
践
の
中
で
導
入
さ
れ
、
我
が
国
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
人
事
が
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
対
象
も
ま
た
、
取
締
役
や
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
上
級
管
理
職
か
ら
、
下
部
経
営
層
へ
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
（
二
〇
一
五
年
導
入
を
目
指

し
たParliam

entary Com
m

ission on Banking Standards 
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
に
よ
るSenior Persons Regim

e

（
（10
（

）。
こ
う
し
た
経
営
の
実
際
面
に

携
わ
る
人
間
の
規
律
は
、
ル
ー
ル
で
な
く
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
望
ま
し
い
。
か
か
る
領
域
こ
そ
、
コ
ー
ド
に
よ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
る
部
分

と
い
え
る
。

　

安
部
晋
三
内
閣
の
成
長
戦
略
の
中
核
を
な
す
企
業
価
値
最
大
化
に
向
け
て
は
、
一
定
の
リ
ス
ク
を
取
り
、
適
切
な
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（
戦
略
的
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
戦
略
を
採
る
べ
き
で
な
か
っ
た
と
い
う
消
極
的
妥
当
性
の
み
な
ら
ず
、
も
っ



一
二
二

と
他
に
良
い
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
積
極
的
妥
当
性
の
判
断
が
経
営
陣
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
独
立
社

外
取
締
役
に
お
け
る
専
門
的
研
修
な
ど
も
重
要
と
な
り
、
当
該
企
業
を
実
際
に
経
営
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
専
門
性
、

経
営
の
資
質
な
ど
内
容
面
の
担
保
は
成
否
の
鍵
と
な
る
。

　

ま
た
我
が
国
独
自
の
制
度
で
あ
る
監
査
役
に
つ
い
て
は
、
広
義
の
非
業
務
執
行
役
員
と
い
え
る
が
、
周
知
の
通
り
監
査
役
に
妥
当
性
判

断
を
担
え
る
の
か
、
担
え
る
と
し
て
も
消
極
的
妥
当
性
の
判
断
止
ま
り
で
は
な
い
か
、
議
論
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
取
締
役
会
の
一
員

で
あ
る
非
業
務
執
行
取
締
役
に
お
い
て
積
極
的
妥
当
性
機
能
を
配
す
る
方
が
無
理
が
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
意
味
で
も
、
取
締
役
会
を

執
行
、
監
督
重
視
の
非
執
行
に
二
分
す
る
英
国
型
の
利
点
が
生
き
て
こ
よ
う
。
米
国
型
の
指
名
委
員
会
設
置
会
社
制
度
で
は
、
そ
も
そ
も

取
締
役
は
監
督
責
任
に
特
化
し
、
執
行
面
の
役
割
は
限
定
さ
れ
る
嫌
い
が
あ
る
。

　

消
極
的
妥
当
性
で
あ
れ
ば
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
の
境
界
領
域
と
な
る
こ
と
と
比
較
し
、
戦
略
面
な
ど
の
積
極
的
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、

そ
の
戦
略
面
の
ミ
ス
は
ル
ー
ル
に
よ
る
規
律
・
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
し
難
い
場
面
と
い
え
る
。
や
は
り
会
社
法
で
な
く
コ
ー
ド
に
よ

る
監
視
が
有
効
と
な
ろ
う
。
我
が
国
が
、
米
国
の
よ
う
に
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
受
け
付
け
な
い
法
制
度
の
指
向
か
ら
、
欧
州
市
民
社
会
ル
ー

ル
へ
の
脱
却
を
図
る
好
機
と
な
ろ
う
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
面
な
ど
に
お
け
る
社
外
取
締
役
の
有
用
性
は
確
か
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
が
、
社
外
取
締
役
に
複
雑
多
様
な
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
の
経
営
の
実
際
を
教
え
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ど
こ
ま
で
実
際
の
戦
略
、
中
期
計
画
策
定
が
可
能
な
の
か
、
時
間
の
制
約
も
含
め
、

そ
の
期
待
に
も
自
ず
と
限
界
も
あ
る
感
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
企
業
の
内
部
に
精
通
し
た
内
部
の
取
締
役
も
含
む
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）

全
体
の
機
能
充
実
が
求
め
ら
れ
、
独
立
社
外
取
締
役
と
の
協
働
化
が
鍵
と
な
る
。
こ
の
社
内
の
非
業
務
執
行
取
締
役
と
戦
略
面
、
中
期
計

画
策
定
な
ど
の
協
働
化
を
充
実
さ
せ
る
範
囲
内
で
、
独
立
社
外
取
締
役
に
対
す
る
専
門
性
付
与
・
研
修
な
ど
は
意
義
を
有
す
る
。
社
外
取



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
二
三

締
役
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
統
制
を
担
う
に
し
て
も
、
日
本
版
Ｓ
Ｏ
Ｘ
法
の
財
務
面
の
内
部
統
制
に
見
る
通
り
、

実
際
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
多
様
・
複
雑
で
あ
り
、
協
働
化
の
機
能
を
果
た
す
に
し
て
も
、
兼
任
等
の
時
間
的
制
約
の
中
で
、
そ
の
研
修
を

図
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
形
式
的
な
も
の
に
堕
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
コ
ー
ド
に
よ
る
各
社
独
自
の
柔
軟
か
つ
実
効

性
の
あ
る
規
律
が
望
ま
し
い
。

　

社
内
の
非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
行
う
内
部
統
制
を
監
視
す
る
内
部
監
査
部
に
止
ま
ら
ず
、
総
合
企
画
部
、
経
営
企

画
部
、
資
金
管
理
部
な
ど
の
経
営
管
理
・
計
画
部
門
の
担
当
も
含
め
、
利
益
相
反
関
係
に
な
る
業
務
執
行
取
締
役
と
対
峙
さ
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

積
極
的
妥
当
性
に
踏
み
込
ん
だ
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
な
ど
、
実
際
の
組
織
作
り
と
し
て
は
、
代
表
権
を
有
す
る
副
社
長
を
非

業
務
執
行
取
締
役
の
長
に
位
置
付
け
、
監
督
面
の
権
限
を
委
ね
て
執
行
面
ト
ッ
プ
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
す
る
牽
制
と
し
、
構
成
委
員
と
し
て
の

独
立
社
外
取
締
役
で
あ
れ
ば
業
界
動
向
に
も
精
通
し
た
同
業
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
か
ら
迎
え
入
れ
る
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
。

　

並
行
し
て
、
経
営
の
実
戦
部
隊
の
長
・
中
下
部
経
営
層
に
対
す
る
統
制
環
境
（control environm

ent

）
を
中
核
と
す
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
を
効
率

的
に
社
内
配
備
し
、
積
極
的
妥
当
性
、
す
な
わ
ち
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
著
し
い
不
公
正
と
い
う
領
域
ま
で
は
か
か
ら
な
い
面
の
評
価
、

能
力
の
嵩
上
げ
な
ど
を
コ
ー
ド
の
中
で
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
中
下
部
経
営
層
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
経
営
ト
ッ
プ
で
は
な
い
た
め
、
経

営
陣
の
一
角
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
内
部
統
制
（internal control

）
の
対
象
に
も
な
る
と
い
う
二
面
性
が
内
在
す
る
。

　

今
般
提
示
さ
れ
た
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
案
に
つ
い
て
は
、
優
れ
た
内
容
を
有
す
る
が
、
従
前
の
米
国
型
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
型
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
延
長
線
上
で
、
法
制
度
の
根
幹
を
若
干
異
に
す
る
英
国
コ
ー
ド
の
引
き
写
し
を
図
っ
て
い
る
感
も
な
く
は

な
い
。
我
が
国
会
社
法
制
が
監
査
役
（
会
）
設
置
会
社
と
委
員
会
設
置
会
社
の
選
択
制
を
採
用
し
て
き
た
こ
と
、
米
国
と
英
国
で
は
同
じ



一
二
四

コ
モ
ン
ロ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
経
営
機
構
に
か
か
る
法
制
度
を
や
や
異
に
し
て
お
り
、
非
業
務
執
行
取
締
役
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
も
自

ず
と
齟
齬
が
あ
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
と
み
ら
れ
、
こ
の
点
の
整
理
を
つ
け
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う（（10
（

。
今
後
の
コ
ー
ド
の
検
討
・
改
訂

作
業
面
で
、A

pproved Persons

制
度
、
取
締
役
の
研
鑽
に
係
る
取
締
役
会
議
長
の
役
割
、
積
極
的
妥
当
性
に
関
す
る
Ｅ
Ｒ
Ｍ
（Enter-

prise Risk M
anagem

ent

）、
業
界
・
企
業
特
性
毎
の
き
め
細
か
い
リ
ス
ク
選
好
度
（appetite

）・
リ
ス
ク
許
容
度
（tolerance

）
の
設
定（（10
（

、

更
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
含
め
た
統
合
報
告
書
の
取
り
込
み
な
ど
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
を
、
私
見
と
し
て
改
め
て
提
示
し
て
お
き
た
い（（10
（

。

（
１
）　

拙
稿
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved Persons

制
度
―
域
外
適
用
と
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ら
び
に
監

査
等
委
員
会
制
度
な
ど
の
接
点
―
」
日
本
法
学
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
一
二
五
周
年
記
念
号
』
第
八
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
九
月
）
四
一
五
―

四
六
七
頁
。
二
〇
一
四
年
三
月
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
。
筆
者
が
従
前
勤
務
し
て
い
た
日
本
政
策
投
資
銀
行
のLondon

現
地
法
人
で
あ
るD

BJ Eu-
rope Lim

ited

（Level 20, 125 O
ld Broad Street London EC2N

 1A
R, U

K

）
に
、
資
料
収
集
・
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

（
２
）　

拙
稿
「
忠
実
義
務
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
考
察
―
米
国
の
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
と
英
国
会
社
法
の
一
般
的
義
務
、
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved Persons

制
度
等
の
接
点
―
」
日
本
法
学
『
山
川
一
陽
教
授
古
希
記
念
３
』
第
八
〇
巻
三
号
掲
載
（
二
〇
一
五
年

一
月
）
四
三
九
―
四
九
二
頁
。

（
３
）　

拙
稿
「
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
―
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
域
外
適
用
な
ど
―
」
法
学
紀
要
第
五
五
巻
（
二
〇
一
一
年
三
月
）
九
―
一
〇
八
頁
。

（
４
）　

Ｆ
Ｒ
Ｃ 

（Financial Reporting Council

） “T
he U

K
 Corporate Governance Code” Septem

ber 2012.

　
　
（Preface6.

） pp2. ‘A
bove all, the personal reporting on governance by chairm

en as the leaders of boards m
ight be a turn-

ing point in attacking the fungus of “boiler-plate” w
hich is so often the preferred and easy option in sensitive areas but 

w
hich is dead com

m
unication.’.



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
二
五

（
５
）　http://w

w
w

.fsa.go.jp/singi/corporategovernance/siryou/20140930/07.pdf
（
６
）　

神
作
裕
之
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
に
向
け
た
内
外
の
動
向
―
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
中
心
と
し
て
―
」『
日
本
経
済

の
活
性
化
に
向
け
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
商
事
法
務N

o.2030

（
二
〇
一
四
年
四
月
）
一
一
―
二
四
頁
参
照
、
以
下
同
。
東
京
大
学
第
四

六
回
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
四
年
二
月
）
発
言
。

（
７
）　

上
田
亮
子
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
金
融
庁
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者
検
討

会
」
資
料
（
二
〇
一
三
年
九
月
）
を
参
照
し
た
。
以
下
同
。

　
　

https://w
w

w
.frc.org.uk/O

ur-W
ork/Codes-Standards/Corporate-governance/U

K
-Stew

ardship-Code.aspx, https://w
w

w
.frc.

org.uk/O
ur-W

ork/Codes-Standards.aspx, https://w
w

w
.frc.org.uk/O

ur-W
ork/Publications/Corporate-governance/T

he-U
K

-
Stew

ardship-Code.aspx, Sergakis, K
onstantinos, 

　
　

T
he U

K
Stew

ardshipCode: Bringing the Gap Betw
een Com

panies and lnstitutional lnvestors, 47 RJT
U

M
 109 

（2013

）., Chef-
fins, Brian, T

he Stew
ardship Code’s A

chiIees’ H
eel, Legal Studies Research Paper Series, N

o.28/2011, U
niversity of Cam

-
bridge., M

icheler, Eva, Facilitating lnvestor Engagem
ent and Stew

ardship, 14 EBO
R N

o.1, 29 

（2013

）. Fair Pensions subm
is-

sion to FRC Stew
ardship consultation 

（A
priI 2010

）, at 18.

（
８
）　

ア
セ
ッ
ト
（
資
産
）
の
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
配
分
）
で
、
投
資
対
象
リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
つ
つ
、
リ
タ
ー
ン
獲
得
の
た
め
に
資
産
配
分

を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

（
９
）　

上
田
亮
子
・
前
掲
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
資
料
。

（
10
）　

金
融
庁
「「
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
」
の
諸
原
則
《
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
》
～
投
資
と
対
話
を
通
じ
て
企
業
の
持
続
的
成

長
を
促
す
た
め
に
～
」
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
（
二
〇
一
四
年
二
月
二
六
日
）。

（
11
）　

神
作
裕
之
・
前
掲
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
に
向
け
た
内
外
の
動
向
―
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
中
心
と
し
て
―
」
二

七
頁
。

（
12
）　
「
Ｅ
Ｕ
大
陸
諸
国
に
お
け
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
受
止
め
・
そ
れ
に
対
す
る
取
組
み
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」
日
本
投
資
環
境



一
二
六

研
究
所
（
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
一
一
―
一
三
頁
参
照
。

（
13
）　EC T

akeover Bids D
irective A

rticle 2

（1

） （d

） （D
irective2004/25

）.
（
14
）　EC T

ransparency D
irective A

rticle 10

（a

）（D
irective 2004/109

）.

（
15
）　T

akeoverPanel Practice Statem
ent N

o.26, “Shareholder A
ctivism

”.

（
16
）　EC, “A

ction Plan: European com
pany law

 and corporate governance -a m
odern legal fram

ew
ork for m

ore engaged 
shareholders and sustainable com

panies” 

（2012.12.12

）, para3.4, pp10-11.

（
17
）　T

akeover Panel Practice Statem
ent N

o.26, “Shareholder A
ctivism

”.

（
18
）　ESM

A
, “Inform

ation on shareholder cooperation and acting in concert under the T
akeover B

ids D
irective

” 

（2013.11.12

）.

（
19
）　

オ
リ
ン
パ
ス
損
失
隠
し
事
件
（
二
〇
一
二
年
七
月
六
日
粉
飾
決
算
問
題
で
金
融
庁
に
よ
る
業
務
改
善
命
令
）
な
ど
。

（
20
）　

Ｂ
Ｐ
の
メ
キ
シ
コ
湾
で
の
油
田
流
出
問
題
（
二
〇
一
〇
年
四
月
）
な
ど
。
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
（
採
取
産
業
透
明
性
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブExtractive In-

dustries T
ransparencyInitiative

）
も
長
期
的
な
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）　

小
口
俊
郎
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
資
料
版
商
事
法
務N

o.359

（
二
〇
一
四
年
二
月
）
六
―
一
五
頁
参
照
。

（
22
）　Financial Reporting Council. T

he Revised Com
bined Code, June, 2008

（“Com
bined Code”

）.

（
23
）　Financial Reporting Coum

il, T
he U

K
 Corporate Governance Code, June 2010

（“Code”

）.

（
24
）　

Ａ
Ｃ
Ｇ
Ａ
「
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
関
す
る
意
見
書
（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）。

（
25
）　

金
融
庁
企
業
開
示
課
長
補
佐
笠
原
基
和
「
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
の
諸
原
則
《
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
》
の
概
要
」
商
事
法

務
（
二
〇
一
四
年
四
月
五
日
）
五
九
―
七
一
頁
、
金
融
庁
「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
策
定
を
踏
ま
え
た
法
的
論
点
に
係
る
考
え

方
の
整
理
」（
二
〇
一
四
年
二
月
二
六
日
）
参
照
。

（
26
）　

特
例
報
告
制
度
は
日
常
の
営
業
活
動
等
に
お
い
て
反
復
継
続
的
に
株
券
等
の
売
買
を
行
う
金
融
商
品
取
引
業
者
等
に
つ
い
て
、
取
引
の
つ
ど
詳

細
な
情
報
開
示
を
求
め
る
と
事
務
負
担
が
過
大
に
な
る
と
の
観
点
か
ら
、
重
要
提
案
行
為
等
を
行
わ
な
い
こ
と
等
を
要
件
と
し
て
大
量
保
有
報
告
書



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
二
七

と
変
更
報
告
書
の
提
出
頻
度
や
期
限
等
を
緩
和
す
る
制
度
で
あ
る
。

（
27
）　

機
関
投
資
家
の
う
ち
特
定
の
上
場
企
業
の
五
％
超
株
式
を
有
す
る
者
が
当
該
上
場
企
業
と
対
話
を
行
う
場
合
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
機

関
投
資
家
に
よ
る
対
話
全
般
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

（
28
）　

英
国
企
業
の
長
期
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
資
本
市
場
や
投
資
家
の
役
割
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た
ケ
イ
報
告
（K

ay 
Review

）
が
提
言
す
る
。
伊
藤
邦
雄
「
持
続
的
成
長
へ
の
競
争
力
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
～
企
業
と
投
資
家
の
望
ま
し
い
関
係
構
築
～
（
企
業
報
告

ラ
ボ
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
呼
び
か
け
）」
経
済
産
業
省
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
）。

（
29
）　FRC, T

he lm
pact and lm

plem
entation of the U

K
 Corporate Governance and Stew

ardship Codes 

（D
ecem

ber 2011

）, at 
26.

（
30
）　

内
閣
官
房
日
本
経
済
再
生
総
合
事
務
局
「
公
的
・
準
公
的
資
金
の
運
用
・
リ
ス
ク
管
理
等
の
高
度
化
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
二
〇
一
三

年
一
一
月
）。

（
31
）　

他
方
で
、T

he “CalPERS Effect” on T
argeted Com

pany Share Prices 

は
、CalPERS

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
職
員
退
職
年
金
基
金

T
he California Public Em

ployees’ Retirem
ent System

）
が
よ
り
踏
み
込
ん
だ
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
投
資
先
企
業
の
株
価
を
み
れ

ば
、
中
長
期
（
開
始
後
五
年
）
的
に
付
加
価
値
が
生
み
出
さ
れ
た
と
す
る
実
証
研
究
が
あ
る
。

　
　

https://w
w

w
.calpers.ca.gov/eipdocs/about/com

m
ittee-m

eetings/agendas/invest/201310/item
09e-01.pdf.

（
32
）　RiskM

etrics Group, Study on M
onitoring and Enforcem

ent practices in Corporate Governance in the M
em

ber States, 23 
Septem

ber 2009

）.

（
33
）　John K
ay, T

he K
ay Review

 of U
K

 Equity M
arkets and Long-T

erm
 D

ecision M
aking, July 2012. the sources of short-ter-

m
ism

と
し
て
、the erosion of trust and the m

isalignm
ent of incentives

を
掲
げ
る
。

　
　

https://w
w

w
.gov.uk/governm

ent/uploads/system
/uploads/attachm

ent_data/file/253454/bis-12-917-kay-review
-of-equity-

m
arkets-final-report.pdf.

　
　

http://w
w

w
.publications.parliam

ent.uk/pa/cm
201314/cm

select/cm
bis/603/603.pdf.



一
二
八

（
34
）　

江
口
高
顯
「
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
た
議
決
権
行
使
」
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
（
第
四
回
）

資
料
（
二
〇
一
二
年
五
月
三
一
日
）
参
照
。

（
35
）　B. R. Cheffins 

（2009

） Corporate O
w

nership and Control: British Business T
ransform

ed O
xford U

.P., ditto 

（2010

） “Stew
-

ardship Codes’ A
chilles’ H

eel” T
he M

odern Law
 Review

 73

（6

）, 1004-1025 

（N
ovem

ber

）.

（
36
）　

大
和
総
研
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
藤
島
裕
三
「
上
場
会
社
に
望
ま
れ
る
Ｓ
Ｒ
と
Ｉ
Ｒ
の
連
携
・
融
合
～
二
〇
一
三
年
株
主
総
会
シ
ー
ズ
ン
の
論
点

整
理
～
」（
二
〇
一
三
年
二
月
二
五
日
）
参
照
。

（
37
）　

経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
「
中
間
取
り
ま
と
め
～
非
業
務
執
行
役
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割
～
」
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の

在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
資
料
（
二
〇
一
二
年
八
月
）

（
38
）　

谷
口
友
一
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に
お
け
る
補
完
性
と
柔
軟
性:

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
『
遵
守
又
は
説
明
』
規
定
の
生
成
と
展
開
」

法
と
政
治
六
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
）
五
一
―
一
一
〇
頁
参
照
。
中
川
照
行
「「
二
〇
一
〇
年
規
範
」
と
「
監
督
規
範
」
に
よ
る
英
国
の

新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
」
経
営
戦
略
研
究vol.5

、
二
五
―
四
一
頁
。

（
39
）　

橋
本
基
美
「
英
国
に
お
け
る
社
外
取
締
役
の
役
割
―
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
「
ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
」
に
つ
い
て
―
」
資
本
市

場
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
二
〇
〇
三
年
春
号
一
―
九
頁
参
照
、
以
下
同
。

（
40
）　

一
九
九
八
年
一
二
月
三
一
日
以
降
に
到
来
す
る
会
計
年
度
の
年
次
報
告
書
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

（
41
）　

落
合
大
輔
「
英
国
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
―
ハ
ン
ペ
ル
委
員
会
の
仮
報
告
書
」
資
本
市
場
ク
オ
ー
タ
リ
ー
一
九
九
七

年
秋
号
。

（
42
）　M

A
 Eisenberg, ‘T

he A
rchitecture of A

m
erican Corporate Law

: Facilitation and Regulation’ 

（2005

） 2 Berkeley Bus.L. J 
182.

（
43
）　C Riley, ‘T

he Juridification of Corporate Governance’ in J de Lacy 

（eds

）, T
he Reform

 of U
nited K

ingdom
 Com

pany Law
 

（Cavendish, London 2002

） 181

（
44
）　FRC, T

he Com
bined Code on Corporate Governance 

（2006

）.



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
二
九

　
　

http://w
w

w
.ecgi.org/codes/docum

ents/frc_com
bined_code_june2006.pdf

（
45
）　PL D

avies, Gow
er and D

avies: Principles of M
odern Com

pany Law
 

（7th edn Sw
eet &

 M
axw

ell, London 2003

） 322.
（
46
）　FSA

, Listing Rules

第9.8.6R

条
。http://fsahandbook.info/FSA
/htm

l/handbook/LR/9/8.

（
47
）　

谷
口
友
一
・
前
掲
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に
お
け
る
補
完
性
と
柔
軟
性
：
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
『
遵
守
又
は
説
明
』
規
定
の
生

成
と
展
開
」
五
二
―
五
八
、
七
九
―
八
一
、
九
八
―
一
〇
一
、
一
〇
五
―
一
〇
九
頁
。
英
国
の
最
善
慣
行
に
類
似
す
る
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
と
し
て
、
東

京
証
券
取
引
所
が
発
行
す
る
上
場
会
社
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
原
則
（
二
〇
〇
四
年
）、
日
本
取
締
役
協
会
が
発
行
す
る
取
締
役
会
・
監
査

役
会
併
設
会
社
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
・
コ
ー
ド
（
二
〇
〇
五
年
）
を
挙
げ
、
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
の
採
用
に
つ
い
て
任
意
で
あ
る
こ

と
、
遵
守
ま
た
は
説
明
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
の
実
効
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
が
充
分
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
、

最
善
慣
行
と
「
遵
守
ま
た
は
説
明
」
規
定
の
組
み
合
わ
せ
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
の
主
張
も
存
在
し
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
に

お
け
る
補
完
性
と
柔
軟
性
の
観
点
か
ら
充
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
を
述
べ
る
。

（
48
）　Cadbury Com

m
ittee, Report of the Com

m
ittee on the Financial A

spects of Corporate Governance 

（Gee, London 1992

）. 
http://w

w
w

.ecgi.org/codes/docum
ents/cadbury.pdf

（
49
）　

稲
葉
威
雄
『
会
社
法
の
基
本
を
問
う
』
中
央
経
済
社
（
二
〇
〇
六
年
）
一
九
〇
―
一
九
一
頁
。

（
50
）　W

eil, Gotshal &
 M

anges LLP, Com
parative Study of Corporate Governance Codes relevant to the European U

nion and 
its M

em
ber States Final Report &

 A
nnexes I-V

（2002

）. 

高
橋
英
治
・
山
口
幸
代
「
欧
州
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
将

来
像
―
欧
州
委
員
会
行
動
計
画
書
の
分
析
―
」
商
事
法
務
一
六
九
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）
一
〇
一
頁
以
下
。

（
51
）　D

irective 2006/46/EC of the European Parliam
ent and of the Council of 14 June 2006 am

ending Council D
irectives 

78/660/EEC on the annual accounts of certain types of com
panies, 83/349/EEC on consolidated accounts, 86/635/EEC on 

the annual accounts and consolidated accounts of banks and other financial institutions and 91/674/EEC on the annual ac-
counts and consolidated accounts of insurance undertakings 

［2006
］ O

J L224/49. 

〈http://eur-lex. europa.eu/LexU
riServ/site/

en/oj/2006/l_224/l_22420060816en 00010007.pdf

〉



一
三
〇

（
52
）　Review

 of the Role and Effectiveness of N
on-Executive D

irectors 

（2003

）.
　
　

http://w
w

w
.ecgi.org/codes/docum

ents/higgsreport.pdf

関
孝
哉
「
英
国
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
環
境
変
化
と
改
定
統
合
規
範

の
公
表
」
商
事
法
務
一
六
七
〇
号
（
二
〇
〇
三
年
）
五
六
頁
以
下
、
久
持
英
司
「『
上
場
規
則
』
よ
り
第
一
二
章
パ
ラ
グ
ラ
フ12.43A

お
よ
び
英
国

ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
『
非
執
行
取
締
役
の
職
務
と
有
効
性
に
関
す
る
検
討
』
よ
り
付
録
Ａ
『
統
合
規
程
』
改
訂
草
案
」
駿
河
台
経
済
論
集
一
三
巻
一
号

（
二
〇
〇
三
）
九
六
頁
以
下
。

（
53
）　A

 Solom
on and JF Solom

on, ‘A
ssessing the Potential Im

pact of the Revised Com
bined Code on Corporate Governance’ 

（2004

） 4 I. C.C.L.R 100.

（
54
）　

太
田
洋
「
米
企
業
改
革
法
を
巡
る
最
新
動
向
及
び
そ
の
影
響
に
つ
い
て
」
月
刊
監
査
役
四
七
一
号
（
二
〇
〇
三
）
七
頁
以
下
、
松
尾
直
彦
「
米

国
企
業
会
計
改
革
法
へ
の
対
応
と
現
状
」
商
事
法
務
一
六
六
七
号
（
二
〇
〇
三
）
四
頁
以
下
、
メ
ル
ビ
ン
・
Ａ
・
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
・
川
口
恭
弘

（
訳
）「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
会
社
法
制
の
改
革
」
民
商
一
三
〇
巻
三
号
（
二
〇
〇
四
年
）
三
八
九
頁
以
下
、
黒
沼
悦
郎
「
サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ッ
ク
ス

リ
ー
法
制
定
後
の
資
本
市
場
法
制
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
規
制
の
強
化
と
そ
の
影
響
に
関
す
る
日
米
比
較
」
ア
メ
リ
カ
法
二
〇
〇
四
⑴
（
二
〇
〇
四

年
）
二
四
頁
以
下
。

（
55
）　A

udit Com
m

ittees Com
bined Code Guidance 

（2003

）. http://w
w

w
.ecgi.org/codes/docum

ents/ac_report.pdf. 

川
島
い
づ
み

「
英
国
に
お
け
る
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
最
近
の
動
向
と
法
的
課
題
」
監
査
四
七
四
号
（
二
〇
〇
三
）
四
六
頁
以
下
。

（
56
）　

ヒ
ッ
グ
ス
報
告
書
に
よ
る
統
合
規
範
の
改
正
提
案
に
つ
い
て
、
上
級
非
業
務
執
行
取
締
役
が
取
締
役
会
レ
ベ
ル
で
株
主
利
益
を
代
表
す
べ
き
で

あ
る
と
の
同
報
告
書
の
勧
告
に
対
し
て
は
企
業
側
か
ら
の
反
発
が
出
さ
れ
、
取
締
役
会
内
の
分
裂
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。A

 Bol-
ger, A

 Parker and T
 T

assell, ‘Fear of Board Splits O
ver H

iggs Code

―Critics A
rgue Proposal Could Lead to D

ivision and 
Confusion’ Financial T

im
es 

（London 20 January 2003

）. T
 T

assell, ‘FT
SE 100 Chiefs Q

uestion Boardroom
 Reform

 Plans 
H

iggs Review
’ Financial T

im
es 

（London 31 January 2003

）. T
 T

assell, ‘W
arning on Revisions to Corporate Governance Code’ 

Financial T
im

es 

（14 M
arch 2003

）.

（
57
）　T

A
 Lee, Com

pany Financial Reporting 

（2nd edn V
an N

ostrand Reinhold,U
K

 1982

） 103. EG Bartholom
ew

 and A
D

 



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
三
一

W
elchm

an 

（eds

）, T
he Fourth D

irective

―Its Effect on the A
nnual A

ccounts of Com
panies in the European Econom

ic Com
-

m
unity 

（K
luw

er, London 1979

） 319. 

田
中
弘
『
イ
ギ
リ
ス
の
会
計
制
度
わ
が
国
会
計
制
度
と
の
比
較
検
討
』
中
央
経
済
社
（
一
九
九
三
年
）

八
二
―
八
三
頁
。

（
58
）　

会
社
法
第
二
八
二
条
。K

 W
alm

sley, Butterw
orths Com

pany Law
 H

andbook 

（18th edn LexisN
exis U

K
, London 2004

）197.

（
59
）　

本
法
、
基
本
定
款
（m

em
orandum

）、
通
常
定
款
（articles

）
の
条
項
お
よ
び
特
別
決
議
（special resolution

）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た

指
示
に
基
づ
き
、
会
社
の
事
業
は
会
社
の
全
て
の
権
限
を
行
使
し
う
る
取
締
役
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
も
の
と
す
る
（
Ａ
表
第
七
〇
条
）。

（
60
）　

英
国
会
社
法
は
事
実
上
二
層
制
の
創
設
を
禁
じ
て
い
な
い
。

　
　

PL D
avies, Introduction to Com

pany Law
 

（O
U

P, O
xford 2002

） 203.

（
61
）　

大
塚
章
男
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
今
日
的
課
題
―
権
限
集
中
と
利
益
調
整
原
理
―
」
筑
波
ロ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
〇
号
（
二

〇
一
一
年
一
〇
月
）
五
一
―
八
〇
頁
。

（
62
）　

拙
稿
「
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
法
を
中
心
と
す
る
国
際
金
融
法
制
の
展
開
と
影
響
に
関
わ
る
考
察
―
規
制
強
化
の
ジ
レ
ン
マ
な
ら
び
に
パ
ラ

ド
ッ
ク
ス
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
域
外
適
用
な
ど
―
」
日
本
大
学
法
学
紀
要
第
五
五
巻
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
九
―
一
〇
八
頁
、
同

「
新
た
な
国
際
汚
職
行
為
防
止
法
の
考
察
―
域
外
適
用
とRed Flag

対
処
義
務
―
」
政
経
研
究
第
五
〇
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
六
〇
九

―
六
五
四
頁
参
照
。

（
63
）　

阪
田
麻
紀
「
英
国
の
先
進
的
Ｅ
Ｒ
Ｍ
事
例
と
日
本
へ
の
適
用
」
セ
キ
ュ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
二
〇
〇
八
年
一
月
）
一
―
一
九
頁
。

（
64
）　

眞
崎
達
二
郎
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
―
イ
ギ
リ
ス
の
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
結

合
」
と
我
が
国
の
「
品
質
管
理
人
導
入
」
に
学
ぶ
」
稲
葉
陽
二
・
藤
川
信
夫
・
岡
西
賢
治
編
『
企
業
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』
尚
学
社
（
二
〇
一
三
年

一
二
月
）
七
三
―
九
八
頁
。

（
65
）　http://w

w
w

.theirm
.org/publications/docum

ents/Japanese_Risk_M
anagem

ent_Standard_031125.pdf.

（
66
）　

例
え
ば
我
が
国
で
は
中
小
企
業
の
地
震
保
険
の
カ
バ
ー
は
困
難
で
あ
る
。

（
67
）　W

alker, D
avid A

lan. A
 review

 of corporate governance in U
K

 banks and other financial industry entities, July 2009.



一
三
二

（
68
）　

フ
ラ
ン
ク
・
カ
ー
テ
ィ
ス
（
レ
イ
ル
ペ
ン
ヘ
ッ
ド
・
オ
ブ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
発
言
「
投
資
環
境
の
変
化
と
日
本
投
資
の
方
針
」

日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
「
金
融
危
機
後
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
成
文
堂
（
二
〇
一
〇
年
）
五
頁
以
下
。

（
69
）　
「
次
の
危
機
に
備
え
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
―
現
下
の
対
症
療
法
的
対
策
の
問
題
点
を
踏
ま
え
た
提
案
―
」N

IRA

研
究
報
告
書
（
二
〇
〇

九
年
一
〇
月
）
一
八
頁
以
下
。

（
70
）　http://w

w
w

.fsa.gov.uk/doing/regulated/approved/persons.

（
71
）　

林
孝
宗
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
展
開
―
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割
と
注
意
義
務
を
中
心
に
―
」
社
学
研
論

集V
ol.17

（
二
〇
一
一
年
三
月
）
二
四
七
―
二
六
三
頁
参
照
。

（
72
）　Financial Reporting Council, Final Report on T

he Revised U
K

 Corporate Governance Code, 

（2009

）.

（
73
）　Financial Reporting Council , Consultation on T

he Revised U
K

 Corporate Governance Code, 

（2009

）.

（
74
）　Financial Reporting Council, the U
K

 Corporate Governance Code , 

（2010

）.

（
75
）　Financial Reporting Council, Revisions to the U

K
 corporate governance code 

（form
erly the com

bined code

） （2010

）, at 
p.18.

（
76
）　http://fshandbook.info/FS/htm

l/FCA
/CO

N
D

.

単
な
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
止
ま
ら
ず
、
対
象
企
業
を
拘
束
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。

（
77
）　T

hreshold Conditions Code

に
関
し
て
は
、
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
情
報
以
外
に
国
内
文
献
は
見
当
た
ら
ず
、
今
後
の
更
な
る
検
討
対
象
と
し
た
い
。

（
78
）　T

he U
K

 Corporate Governance Code 

（Septem
ber 2014

）

　
　

http://w
w

w
.fsa.go.jp/singi/corporategovernance/siryou/20140930/07.pdf.

（
79
）　T

he U
K

 Corporate Governance Code, Septem
ber 2012.

　
　

http://w
w

w
.hm

-treasury.gov.uk/w
alker_review

_inform
ation.htm

.

（
英
国
財
務
省
）

（
80
）　

村
橋
健
司
「
英
国
に
お
け
る
取
締
役
認
証
制
度
」
取
締
役
の
法
務
七
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
八
二
頁
。

（
81
）　

川
島
い
づ
み
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
注
意
義
務
」
比
較
法
学
四
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
四
頁
（
注
34
）。

（
82
）　

英
国
で
は
同
質
説
と
し
て
把
握
す
る
方
が
現
実
に
合
致
し
て
い
よ
う
か
。



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
三
三

（
83
）　D

orchester Finance Co. v. Stebbing 

［1989

］ BCLC 498.
（
84
）　A

ndrew
 H

icks, directors’ liability for m
anagem

ent errors, 

（1994

） 110 Law
 Q

uarterly Review
, at p.392.

（
85
）　N

orm
an v T

heodore Goddard 

［1991

］ BCC 14.

（
86
）　Secretary of State for T

rade &
 Industry v Sw

an &
 O

rs 

［2005

］ EW
H

C 603.

（
87
）　

吉
本
健
一
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
義
務
違
反
行
為
の
承
認
と
責
任
免
除
」
酒
巻
俊
雄
先
生
古
希
記
念
論
集
『
二
一
世
紀
の
企

業
法
制
』
商
事
法
務
（
二
〇
〇
三
年
）
八
六
九
頁
以
下
。

（
88
）　

石
山
卓
磨
『
現
代
会
社
法
講
義　

第
二
版
』
成
文
堂
）（
二
〇
〇
八
年
）
二
一
九
頁
。

（
89
）　

反
ト
ラ
ス
ト
法
分
野
で
米
国
は
司
法
省
（
Ｄ
Ｏ
Ｊ
））
が
刑
事
・
民
事
と
も
担
当
す
る
が
、
世
界
的
に
は
少
数
派
で
あ
る
。Harry First

（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
授
）“Y

our M
oney A

nd Y
our LIfe: T

he Export of U
.S. A

ntitrust Rem
edies”

、Jacques Buhart

（
マ

ク
ダ
ー
モ
ッ
ト
・
ウ
イ
ル
＆
エ
メ
リ
ー
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
）“Evidence in EU

 cartel proceedings”

、M
arc van der W

oude

（
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
欧
州
連
合
司
法
裁
判
所
一
般
裁
判
所
判
事
）“Judicial Review

 in EU
 Com

petition Cases” 

東
京
大
学
第
四
七
回
比
較
法
政
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
最
新
の
競
争
法
・
競
争
政
策
に
お
け
る
世
界
的
動
向
』（
二
〇
一
四
年
八
月
五
日
）。

（
90
）　
「
英
国
に
お
け
る
金
融
機
関
の
監
督
手
法
（A

RRO
W

）
に
つ
い
て
」
金
融
庁
検
査
局
（
二
〇
〇
五
年
二
月
）。

（
91
）　

田
村
俊
夫
（
み
ず
ほ
証
券
）「
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
・
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
と
企
業
統
治
革
命
―「
所
有
と
経
営
の
分
離
」
の
終
わ
り
の
始
ま
り
？
―
」

証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
（
二
〇
一
四
年
二
月
一
四
日
）。

（
92
）　

も
っ
と
も
記
事
・
論
文
等
で
Ｆ
Ｃ
Ａ
（
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
等
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
も
散
見
さ
れ
、
実
質
的
に
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
な
ど
と
し
て
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
実
質
は

存
続
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（
93
）　

我
が
国
の
金
融
庁
で
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
な
ど
の
通
常
監
督
に
十
分
な
人
員
は
現
状
で
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
94
）　

上
田
亮
子
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
株
主
総
会
に
与
え
る
影
響
―
機
関
投
資
家
対
策
―
」
資
料
版
商
事
法
務N

o.361 

（
二
〇
一
四

年
四
月
）
六
―
一
三
頁
参
照
。
油
布
志
行
「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
企
業
会
計
等
を
め
ぐ
る
動
向
」（
二
〇
一
四
年
）
商
事
法
務
二
〇
二
一
号
五

六
頁
。



一
三
四

（
95
）　

招
集
通
知
の
平
均
発
送
日
程
は
総
会
開
催
日
の
一
九
・
二
日
前
（
日
本
投
資
環
境
研
究
所
調
査
）、
二
〇
一
三
年
六
月
総
会
で
は
二
一
日
前
発

送
が
一
四
・
七
％
と
最
も
多
い
（
資
料
版
商
事
法
務
二
〇
一
四
年
三
月
号
「
招
集
通
知
発
送
日
早
期
化
状
況
調
査
」）。
二
〇
一
〇
年
以
降
証
券
取
引

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
株
主
総
会
招
集
通
知
お
よ
び
添
付
書
類
等
が
公
表
さ
れ
、
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
業
務
に
お
い
て
は
格
段
に
早
期
に
議

案
情
報
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
上
田
亮
子
「
二
〇
一
三
年
株
主
総
会
の
総
括
」
資
本
市
場
リ
サ
ー
チ
二
八
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
五

五
頁
。

（
96
）　

①
現
任
役
員
に
つ
い
て
、
事
業
報
告
の
役
員
の
状
況
に
記
載
さ
れ
る
情
報
、
参
考
書
類
の
役
員
選
任
議
案
の
候
補
者
経
歴
表
に
フ
ォ
ン
ト
に
よ

る
注
記
形
式
で
記
載
さ
れ
る
情
報
な
ど
が
あ
り
、
投
資
家
は
複
数
の
情
報
に
基
づ
き
議
決
権
行
使
の
判
断
を
行
う
た
め
、
以
下
の
情
報
が
役
員
選
任

議
案
の
役
員
候
補
者
の
経
歴
と
同
じ
場
所
に
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
整
理
さ
れ
分
か
り
易
い
情
報
と
な
る
。
例
と
し
て
、
法
定
外
の
情
報
を
含
め
役
員

候
補
者
の
氏
名
、
読
み
仮
名
、
性
別
、
独
立
役
員
候
補
者
に
つ
い
て
は
会
社
と
の
利
害
関
係
、
取
締
役
会
等
の
出
席
状
況
、
東
証
独
立
役
員
と
し
て

届
出
の
有
無
等
の
情
報
で
あ
る
。
②
社
外
役
員
に
つ
い
て
、
取
引
関
係
等
に
よ
り
独
立
性
に
疑
義
が
あ
る
候
補
者
の
場
合
も
東
証
独
立
役
員
と
し
て

登
録
さ
れ
た
候
補
者
は
客
観
性
が
あ
る
と
判
断
す
る
機
関
投
資
家
が
い
る
。
こ
の
場
合
、
独
立
役
員
の
基
準
を
満
た
し
ま
す
、
と
い
う
表
現
に
止
ま

る
場
合
は
届
出
の
有
無
に
つ
い
て
不
明
な
た
め
、
機
関
投
資
家
側
は
独
立
役
員
で
あ
る
と
判
断
で
き
な
い
。
届
け
出
て
い
る
、
届
け
出
る
予
定
、
な

ど
届
出
の
有
無
に
つ
い
て
明
記
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
97
）　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
問
題
に
関
し
て
、
経
済
産
業
省
「
企
業
に
お
け
る
非
財
務
情
報
の
開
示
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
概
要
版
）」（
二
〇
一

二
年
三
月
）
財
団
法
人
企
業
活
力
研
究
所
。w

w
w

.m
eti.go.jp/m

eti_lib/report/2014fy/E003728.pdf.

（
98
）　

日
本
投
資
顧
問
業
協
会
会
長
・
岩
間
陽
一
郎
「
企
業
価
値
向
上
を
目
指
し
て
の
日
本
投
資
顧
問
業
協
会
の
取
り
組
み
～
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
思
う
こ
と
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
参
照
。

（
99
）　

証
券
会
社
は
セ
ル
サ
イ
ド
で
あ
り
、
金
融
商
品
案
配
を
説
明
力
を
も
っ
て
販
売
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
。
他
方
、
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
運
用
会
社
は
バ
イ
サ
イ
ド
で
あ
り
、
顧
客
と
直
接
面
談
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
利
益
相
反
関
係
を
生
じ
る
。
証
券
会
社
と
保
険
会
社
な
ど
の
ア

セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
立
場
が
相
違
す
る
こ
と
は
当
然
と
い
え
る
。
セ
ル
サ
イ
ド
は
売
却
す
れ
ば
す
む
が
、
バ
イ
サ
イ
ド
は
ア
ナ
リ
ス
ト
の
分
析

が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
三
五

（
100
）　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
反
省
も
あ
り
、
従
来
の
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自
己
資
本
利
益
率
）
な
ど
財
務
面
の
重
視
に
止
ま
ら
ず
、
中
長
期
投
資
家
に
対
し
て
、

①
企
業
経
営
の
規
律
付
け
の
役
割
を
担
わ
せ
る
た
め
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
制
定
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）、
②
英
国
主
導
で
中
長
期
投

資
家
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
整
備
と
し
て
の
国
際
統
合
報
告
評
議
会
（
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
）
創
設
（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
企
業

側
と
し
て
は
法
令
等
に
規
定
さ
れ
た
た
め
に
受
け
身
で
行
う
開
示
で
は
な
く
、
統
合
報
告
に
よ
り
積
極
的
に
当
該
企
業
の
強
み
で
あ
る
非
財
務
情
報

を
発
出
し
、
投
資
家
を
呼
び
込
み
、
い
か
に
企
業
価
値
向
上
に
繋
げ
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
単
な
る
形
式
的
に
財
務
等
の
専
門
家
（
会

計
士
、
弁
護
士
）、
経
済
界
経
験
者
な
ど
で
あ
れ
ば
す
む
の
で
な
く
、
例
え
ば
社
外
取
締
役
と
し
て
い
か
な
る
具
体
的
背
景
に
基
づ
く
人
物
な
の
か
、

企
業
価
値
向
上
に
ど
れ
だ
け
プ
ラ
ス
の
コ
メ
ン
ト
が
出
せ
る
の
か
な
ど
、
定
性
的
な
実
態
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
伊
藤
嘉
昭
・
安
井
肇
（
あ
ら

た
監
査
法
人
）「
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
制
定
と
統
合
報
告
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
（
二
〇
一
四
年
八
月
二
九
日
）・
同
要

旨
参
照
。T

he IIRC

「
国
際
統
合
報
告   

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク   

日
本
語
訳
」（M

arch 2014

）。

（
101
）　

欧
州
で
は
、
二
〇
〇
三
年
会
計
法
現
代
化
指
令
が
採
択
さ
れ
、
非
財
務
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
二
〇
一
一
年
一
〇
月

欧
州
委
員
会
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
新
戦
略
に
お
い
て
、
社
会
・
環
境
に
関
す
る
情
報
開
示
の
改
善
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
四
月
欧
州
委
員
会

が
非
財
務
情
報
に
関
す
る
企
業
の
開
示
内
容
を
拡
大
す
る
指
令
案
を
発
表
し
、
二
〇
一
四
年
二
月
欧
州
議
会
と
欧
州
理
事
会
が
指
令
案
の
内
容
に
合

意
、
四
月
欧
州
議
会
で
採
択
さ
れ
た
。
欧
州
理
事
会
な
ど
で
最
終
的
に
採
択
さ
れ
た
場
合
、
施
行
後
二
年
以
内
に
欧
州
各
国
内
で
国
内
法
化
さ
れ
る
。

一
方
、
米
国
で
は
二
〇
一
二
年
一
〇
月
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
企
業
会
計
基
準
審
議
会
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｂ
）
が
設
立
さ
れ
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
提
出
の
財
務
報
告
書
に

関
し
て
非
財
務
情
報
を
開
示
す
る
基
準
を
一
〇
産
業
に
お
い
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｇ

Ｒ
Ｉ
）
も
二
〇
一
三
年
五
月
に
次
世
代
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｇ
４
を
発
表
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
開
示
に
つ
い
て
改
訂
が
な

さ
れ
た
。
Ｅ
Ｕ
非
財
務
情
報
開
示
指
令
案
は
、
従
業
員
五
〇
〇
人
超
の
公
的
企
業
（
上
場
企
業
と
金
融
機
関
を
主
と
す
る
）
に
対
し
、
年
次
報
告
書

に
お
け
る
非
財
務
情
報
の
開
示
を
要
求
し
、
そ
の
開
示
分
野
は
環
境
、
社
会
お
よ
び
従
業
員
に
関
す
る
事
項
、
人
権
に
対
す
る
尊
重
、
腐
敗
・
贈
賄

防
止
に
関
す
る
事
項
で
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
。
開
示
事
項
は
、
開
示
分
野
に
関
す
る
会
社
の
方
針
、
方
針
の
結
果
と
リ
ス
ク
、
リ
ス
ク
へ
の
対
処
法

の
三
つ
を
財
務
報
告
書
の
中
で
報
告
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
下
請
け
企
業
に
対
す
る
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
方
針
な
ど
の

開
示
も
求
め
ら
れ
る
。
高
橋
大
祐
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
法
務
戦
略
―
Ｃ
Ｓ
Ｒ
実
務
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
企
業
価
値
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト



一
三
六

―
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
（
二
〇
一
四
年
四
月
九
日
）
参
照
。

（
102
）　

金
融
庁
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
策
定
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」（
二
〇
一
四
年
一
二
月
一
七
日
）
か
ら
、「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
基
本
的
な
考
え
方
（
案
）《
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
》
～
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企

業
価
値
の
向
上
の
た
め
に
～
の
公
表
に
つ
い
て
」
が
示
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
付
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
六
月
総
会
導
入
を
視
野

に
入
れ
、
上
場
企
業
向
け
に
東
京
証
券
取
引
所
が
ル
ー
ル
化
せ
ん
と
す
る
。
遵
守
（com

ply

）
も
説
明
（explain

）
も
行
わ
な
い
企
業
名
の
公
表
、

改
善
報
告
書
の
提
出
要
求
に
よ
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
検
討
し
て
い
る
。
①
株
主
の
権
利
・
平
等
性
の
確
保
、
②
株
主
以
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
適
切
な
協
働
、
③
適
切
な
情
報
開
示
と
透
明
性
の
確
保
、
④
取
締
役
会
等
の
責
務
、
⑤
株
主
と
の
対
話
を
柱
と
し
、
④
で
は
、
原
則
４

-

14
．
取
締
役
・
監
査
役
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
項
を
設
け
、「
新
任
者
を
は
じ
め
と
す
る
取
締
役
・
監
査
役
は
、
上
場
会
社
の
重
要
な
統
治
機
関
の
一

翼
を
担
う
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
役
割
・
責
務
を
適
切
に
果
た
す
た
め
、
そ
の
役
割
・
責
務
に
係
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
必
要
な
知
識
の
習

得
や
適
切
な
更
新
等
の
研
鑽
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
上
場
会
社
は
、
個
々
の
取
締
役
・
監
査
役
に
適
合
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会

の
提
供
・
斡
旋
や
そ
の
費
用
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
取
締
役
会
は
、
こ
う
し
た
対
応
が
適
切
に
と
ら
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
べ
き
で
あ

る
。」、
更
に
⑤
で
は
、
原
則
５-

２
．
経
営
戦
略
や
中
長
期
の
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
の
項
を
盛
り
込
む
。
た
た
き
台
で
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
と
の
連
結
を
図
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
み
な
ら
ず
、
攻
め
の
経
営
を
意
識
し
、
取
締
役
の
能
力
向
上
も
企
図
し
て
い
る
点
は
、
積

極
的
妥
当
性
重
視
の
観
点
か
ら
評
価
で
き
る
が
、
⒜
上
場
企
業
に
お
い
て
は
、
実
際
の
企
業
の
経
営
面
で
は
上
級
管
理
職
な
ど
の
執
行
陣
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
⒝
全
体
と
し
て
社
外
取
締
役
の
複
数
化
を
強
調
す
る
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
従
来
の
視
点
に
立
っ
た
内
容
が
強
調
さ
れ
て
い

る
感
も
強
い
。
消
極
的
妥
当
性
に
限
っ
て
み
て
も
、
社
外
取
締
役
の
形
式
的
独
立
性
、
複
数
義
務
化
の
追
求
の
み
で
は
エ
ン
ロ
ン
事
件
、
リ
ー
マ
ン

金
融
危
機
の
再
発
防
止
は
十
分
と
い
え
な
い
と
思
料
す
る
。

（
103
）　

対
象
会
社
は
東
証
一
部
・
二
部
上
場
企
業
に
限
定
さ
れ
、
ま
た
三
年
後
を
目
途
に
複
数
選
任
に
取
り
組
む
こ
と
でcom

ply

し
た
と
看
做
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
金
融
機
関
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
も
策
定
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。M

asakazu Iw
akura “Revision 

of Com
panies A

ct/Securities Exchange Rules in Japan and Recent D
evelopm

ents in Japan’s Corporate Governance Code” 
D

avis Polk Sem
inar/Panel discussion “A

ctivism
,Independence and Stw

ardship-N
ew

 Rules of Engagem
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英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
三
七

ernance” D
ecem

ber 9, 2014.
（
104
）　http://w

w
w

.fca.org.uk/static/docum
ents/pcbs-response.pdf. Senior Persons Regim

e

に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
考
察
を
深
め
た
い
。

（
105
）　

我
が
国
会
社
法
が
、
こ
れ
ま
で
監
査
役
（
会
）
設
置
会
社
、
委
員
会
設
置
会
社
の
選
択
制
を
採
用
し
て
き
た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
両
制
度

が
存
在
す
る
前
提
で
適
応
可
能
な
コ
ー
ド
を
乗
せ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
英
国
コ
ー
ド
の
精
神
を
範
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
〇
一
四
年
改

正
会
社
法
で
採
用
さ
れ
た
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
制
度
は
非
業
務
執
行
取
締
役
の
機
能
を
重
視
す
る
も
の
と
い
え
、
親
和
性
が
あ
る
。
そ
も
そ
も

非
業
務
執
行
取
締
役
を
主
に
独
立
社
外
取
締
役
に
限
定
し
て
想
定
す
る
米
国
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
英
国
型
経
営
機
構
で
は
、
非
業
務
執
行
取

締
役
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
は
ズ
レ
も
存
在
す
る
。
こ
の
点
の
整
理
を
付
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
米
国
の
取
締
役
会
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（Chief 

O
perating O

fficer

）
を
除
く
大
半
を
社
外
取
締
役
が
占
め
る
こ
と
が
多
く
、
執
行
陣
（O

fficer

）
か
ら
の
独
立
性
が
重
視
さ
れ
、
こ
れ
に
加
え
て

多
様
性
、
専
門
性
な
ど
も
求
め
ら
れ
る
。
取
締
役
会
全
体
と
し
て
、
執
行
陣
に
対
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
に
特
化
し
が

ち
と
な
る
。
他
方
、
英
国
の
取
締
会
は
業
務
執
行
取
締
役
（Executive D

irector ED

）、
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
に
二
分
さ
れ
る
。
非

業
務
執
行
取
締
役
は
実
際
に
は
社
外
取
締
役
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
内
部
の
非
業
務
執
行
取
締
役
を
加
え
る
に
せ
よ
、
非
業
務
執
行
取

締
役
が
一
体
と
し
て
業
務
執
行
取
締
役
を
監
視
・
監
督
す
る
。
勢
い
、
同
じ
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
業
務
執
行
取
締
役
と
の
協
働
化
を
図
る

こ
と
で
、
戦
略
面
、
内
部
統
制
・
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
の
機
能
ま
で
も
担
う
比
重
は
、
米
国
型
経
営
機
構
に
比
し
て
同
じ
非

業
務
執
行
取
締
役
と
い
っ
て
も
英
国
型
で
は
必
然
的
に
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
従
っ
て
、
英
国
の
非
業
務
執
行
取
締
役
に
つ
い
て
は
、
同
じ

社
外
取
締
役
で
あ
っ
て
も
、
米
国
型
モ
デ
ル
に
お
け
る
社
外
取
締
役
と
は
担
う
べ
き
機
能
面
で
自
ず
か
ら
相
違
も
生
じ
よ
う
。
社
外
取
締
役
に
内
部

非
業
務
執
行
取
締
役
が
協
働
し
て
監
督
機
能
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
点
も
米
国
型
モ
デ
ル
と
の
相
違
と
い
え
、
社
内
の
詳
細
な
事
情
に
精
通

し
た
内
部
統
制
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
。
か
か
る
非
業
務
執
行
取
締
役
が
全
体
と
し
て
更
に
業
務
執
行
取
締
役
と

も
協
働
し
、
戦
略
面
・
中
期
経
営
計
画
等
の
策
定
も
進
め
る
こ
と
で
、
非
業
務
執
行
取
締
役
に
お
い
て
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
消
極
的
妥
当
性
の

み
な
ら
ず
、
積
極
的
妥
当
性
の
判
断
も
担
う
こ
と
が
容
易
と
な
る
。
米
国
で
な
く
英
国
に
お
い
て
Ｅ
Ｒ
Ｍ
が
発
展
し
て
き
た
背
景
に
は
、
か
か
る
相

違
も
あ
ろ
う
。
改
正
会
社
法
の
監
査
委
員
会
等
設
置
会
社
で
は
監
査
等
委
員
が
非
業
務
執
行
取
締
役
と
し
て
存
在
し
、
業
務
執
行
取
締
役
と
の
協
働

に
よ
り
取
締
役
会
の
戦
略
的
機
能
を
含
め
た
運
営
を
図
り
う
る
。
監
査
等
委
員
会
全
体
と
し
て
、
積
極
的
妥
当
性
に
関
す
る
監
視
機
能
も
担
う
こ
と



一
三
八

が
可
能
と
な
る
点
に
、
監
査
役
会
や
監
査
委
員
会
と
異
な
る
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
取
締
役
会
全
体
と
し
て
も
、
業
務
執
行
取
締
役
と
非
業

務
執
行
取
締
役
が
協
働
し
て
戦
略
立
案
機
能
も
果
た
す
こ
と
が
容
易
と
な
る
。
指
名
・
報
酬
権
限
の
一
部
を
担
う
監
査
等
委
員
会
な
ら
で
は
の
役
割

で
あ
ろ
う
（
改
正
会
社
法
三
四
二
条
の
二
参
照
）。
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
構
と
し
て
の
監
査
委
員
会
に
お
い
て
は
、
妥
当
性
監
査
権
限
は
あ
る

も
の
の
、
あ
く
ま
で
消
極
的
妥
当
性
主
体
の
監
視
機
能
が
中
心
と
な
ろ
う
。
我
が
国
の
監
査
等
委
員
会
制
度
は
英
国
型
の
非
業
務
執
行
取
締
役
制
度

と
近
接
性
を
有
す
る
と
考
え
る
。
英
国
型
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
内
容
を
導
入
し
つ
つ
、
一
方
で
は
社
外
取
締
役
の
独
立
性

強
化
な
ど
に
固
執
す
る
な
ど
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
に
依
拠
し
た
感
が
ぬ
ぐ
え
な
い
背
景
に
は
、
制
度
面
の
相
違
も
あ
り
、
会
社
法
制
に
お

い
て
選
択
制
を
採
用
す
る
我
が
国
な
ら
で
は
の
問
題
点
と
も
い
え
る
。
我
が
国
は
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
日
本

版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
既
に
導
入
済
み
で
あ
り
、
今
後
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
面
で
も
英
国
型
モ
デ
ル
に
統

一
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
選
択
制
に
対
応
し
得
る
内
容
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
あ
ま
り
に
詳
細
な
内
容
を
定
め
る
こ
と
は
コ
ー

ド
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
の
主
旨
に
も
反
す
る
こ
と
と
と
な
り
か
ね
な
い
点
、
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
と
も
な
ろ
う
か
。
な
お
、
会
社
法
施
行
規
則

改
正
案
（
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
五
日
）
で
は
、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
関
す
る
規
定
の
整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
事
業
報
告
に

お
い
て
常
勤
の
監
査
等
委
員
の
選
定
の
有
無
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
施
行
規
則
一
二
一
条
一
〇
号
イ
・
ロ
）。
社
外
か

つ
常
勤
の
ケ
ー
ス
も
ソ
ニ
ー
の
監
査
委
員
に
み
る
通
り
あ
り
得
る
が
、
通
常
は
内
部
の
監
査
等
委
員
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
常

勤
の
監
査
等
委
員
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
業
務
の
適
性
を
確
保
す
る
体
制
（
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
す
る
考
え
方
が
前
提
に
あ
り
、

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
も
同
様
と
な
っ
て
い
る
。
監
査
役
設
置
会
社
（
監
査
役
（
会
）、
社
外
取
締
役
）、
指
名
委
員
会
設
置
会
社
（
社

外
取
締
役
）、
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
（
監
査
等
委
員
（
会
））
の
各
制
度
に
お
け
る
非
業
務
執
行
役
員
の
機
能
の
相
違
、
比
較
法
的
考
察
に
つ
い

て
は
、
紙
幅
の
制
約
が
あ
り
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

（
106
）　the Basel Com

m
ittee on Banking Supervision, Bank for International Settlem

ents 2010, Principles for enhancing corpo-
rate governance-final docum

ent, O
ctober 2010, at 2.

（
107
）　

私
見
で
あ
る
が
、
①
英
国
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
か
ら
分
離
し
た
だ
け
に
、
内
容
面

で
重
複
す
る
部
分
を
含
有
す
る
。
経
営
陣
に
比
較
的
厳
格
な
適
用
を
迫
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
外
縁
部
に
、
機
関
投
資
家
に



英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
（
藤
川
）

一
三
九

対
す
る
柔
軟
な
内
容
を
有
す
る
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
配
す
る
こ
と
で
、
日
本
版
コ
ー
ド
の
実
効
性
を
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
一
体
的
整
理
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
い
。
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト

で
あ
るcom

ply or explain

に
し
て
も
、
社
外
取
締
役
を
置
か
な
い
こ
と
の
相
当
性
な
ど
は
事
実
上
の
強
制
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
内
容

に
応
じ
て
強
弱
を
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
二
つ
の
コ
ー
ド
は
名
宛
人
こ
そ
、
機
関
投
資
家
、
経
営
陣
と
異
な
る
が
、
例
え
ば
株
主
と
経
営
陣

の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
な
ど
、
実
質
的
に
は
重
複
す
る
内
容
の
も
の
を
抱
え
る
。
②
英
国
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
か
に
つ
い
て
、
我
が
国
で
は
ほ
ぼ
同
内
容
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
法
制
度
が
異
な
る
場
合
、

コ
ー
ド
内
容
に
跛
行
性
を
生
じ
か
ね
な
い
。
こ
の
た
め
、
自
国
企
業
の
国
際
競
争
力
保
持
の
観
点
も
あ
っ
て
、
英
国
な
ど
か
ら
の
域
外
適
用
の
圧
力

が
増
加
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
点
、
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
国
際
汚
職
行
為
防
止
法
）
と
同
じ
構
図
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
③
他
方
、
新
興
国

で
は
、
そ
も
そ
も
経
済
・
法
制
度
の
成
熟
化
を
伴
っ
て
お
ら
ず
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
、
一
種
の
形
式
的
法
治

主
義
に
陥
り
か
ね
な
い
。
国
内
法
制
度
と
の
調
和
も
課
題
と
な
る
。
コ
ー
ド
の
受
容
（accessibility

）
の
余
地
が
そ
も
そ
も
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
。

②
、
③
は
コ
ー
ド
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
に
お
け
る
障
害
要
因
と
な
ろ
う
か
。
④
逆
に
米
国
コ
モ
ン
ロ
ー
の
接
点
で
は
、
口
頭
証
拠
排

除
に
関
す
るparol evidence rule

の
例
外
（M

asterson v. Sine, 436 P.2d 561

（Cal.1968

））
あ
る
い
は
制
限
（Corbin

教
授
の
見
解
：

A
rthur Linton Corbin, Corbin on Contracts 

§573, at 72

（Joseph M
. Perillo ed., rev.2007

））、
米
国
憲
法
修
正
一
四
条
のdue pro-

cess of law

に
よ
る
懲
罰
賠
償
の
抑
制
（Pfillip M

orris U
SA

 v. W
illiam

s, 549 U
.S. 346, 127S. Ct.1057, 166L. Ed. 2d940 

（2007

））
な
ど
、

契
約
自
由
・
私
的
自
治
ル
ー
ル
の
至
高
さ
な
ど
に
対
す
る
修
正
と
も
と
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・

ベ
ー
ス
と
の
親
和
性
が
窺
え
る
。
今
後
、
米
国
で
も
コ
ー
ド
受
容
の
素
地
は
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
近
時
の
忠
実
義
務
に
関
す
る
判
例
形
成
に
お
い

て
、
規
範
化
概
念
導
入
の
動
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
そ
の
兆
し
と
い
え
よ
う
か
。
米
国
企
業
社
会
も
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
を
受
容
す
る

機
関
投
資
家
の
増
加
と
相
俟
っ
て
、
コ
ー
ド
が
架
橋
と
な
り
、
将
来
的
に
共
通
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
を
示
す
可
能
性
も
あ
る
。
逆

に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
は
世
界
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
融
合
化
の
動
き
の
中
で
現
出
し
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
コ
ー
ド
の
重
畳
・
多

重
適
用
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
拙
稿
・
前
掲
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved Persons

制
度
―
域
外
適
用
と
金
融
機
関
の

リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ら
び
に
監
査
等
委
員
会
制
度
な
ど
の
接
点
―
」
四
三
六
頁
以
下
、
近
時
の
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｄ
（N

ational A
ssociation of Corpo-



一
四
〇

rate D
irector

：
全
米
取
締
役
協
会
）
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構
築
な
ら
び
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ン
シ
ー
理
論
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
理
論
に
つ
い
て
、
佐
藤
剛
『
金
融
危
機
が
変
え
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
〇
年
）
一
二
九
頁
以
下
、parol 

evidence rule

な
ど
に
関
し
て
平
野
晋
『
体
系
ア
メ
リ
カ
契
約
法
』
中
央
大
学
出
版
部
（
二
〇
〇
九
年
）
四
一
〇
―
四
四
四
頁
、
樋
口
範
雄
『
ア

メ
リ
カ
契
約
法
［
第
二
版
］』
弘
文
堂
（
二
〇
〇
八
年
）
一
五
三
―
一
六
四
頁
、
籾
岡
弘
成
「
懲
罰
賠
償
と
デ
ュ
ー
プ
ロ
セ
ス
」『
ア
メ
リ
カ
法
判
例

百
選
』（
二
〇
一
二
年
）
一
八
六
―
一
八
七
頁
参
照
。

　
［
本
稿
は
、
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
研
究
助
成
金
を
利
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
］


